

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　視界を染める、白。

　この世の何もかもを呑のみ込こむ勢いで、猛然と荒すさぶ風と雪。

　生命を凍りつかせる嵐のような吹雪の中、姿の見えない「敵」に向けて……いや、正しく向けられてるのかさえわからないまま、無様に剣を構えてみる。

「……クソっ！」

　誰にともなく、悪態が口をついて出た。

　当たり前だよな。いくら何でも環境が悪すぎる。

　剣先までほどの距離さえもまともに見えず、目を凝らそうと見開けば隙ありとばかりに雪が舞い込む。視覚を捨てて臨もうにも轟ごう音おんで耳はやられ、積もった雪に足は取られ、手元だって凍えてる。正直、ちょっと小突かれでもしたら剣を取り落とすかもしれない。

「笑っちまうくらい情けねえよな……でも」

　左手の、この感覚だけは、消えてない。

　この俺、ブレイス・フロイドロックと。

　俺の相棒、リネットをつなぐ半分の糸。

　人形を操る「魔法の糸」……『半らなる糸アンギニヨル』を通して、リネットの目に映っている景色が、リネットの耳に届いている音が、俺の中にも伝わってくる。

　俺の感覚とリネットの感覚、二つを照らし合わせて状況を正確に把握。そうして敵の動きを読み、守られた弱点を的確に攻めるのが俺たちの戦い方。普通の剣士にも普通の人形遣いにも真ま似ねできない、俺たちだけのやり方だ。

　少し離れたところに立っていたリネットの目に、吹雪の中を移動する影がほんの一瞬だけ映り込む。影は猛スピードで俺の背後へと迫っていた。背中から聞こえた雪を蹴る足音を頼りに、ほとんど勘で振り向きざま剣を振る。

　金属同士がぶつかり合う鈍い音。弾はじかれた剣は、嫌な振動を手元に伝えてきた。

　今ので確信した。「敵」の得物は剣だ。

　けど、それがわかったからって何か対策を立てられるかというと、正直そんな見込みはない。それどころか、今の一撃で相手はこっちの攻撃圏内から離脱したらしい。きっと続けて奇襲の算段を立ててる……これじゃ防戦一方、完全に相手のペースだ。

「どうすっかなぁ……」

　ここまで追い込まれたら流石さすがに認めるしかない。ろくな装備も用意せずにこの吹雪に挑もうとしたのは、いくら何でも無謀が過ぎたと。

　けど、それで諦めるわけにもいかない。俺にはまだ、右手の剣も左手の糸も残ってる。吹雪の中に潜む倒すべき「敵」に、背を向け逃げ出す理由はない。

　この戦いは至ってシンプルだ。暴風と豪雪を巻き起こす吹雪の主……そいつを倒して、この吹雪を止める。滅びを運び、人々を泣かせる、このろくでもない災厄を。

　風が轟ごう々ごうと吹き荒れるだけの、真っ白な静寂の中。耳を澄ます。

　微かすかな異音。

　聞こえたのは、リネットの背後から。

　つまり俺からもリネットからも死角になる位置だ。

　間一髪、構えた剣で攻撃を受ける……が、振り下ろされた一撃の重みに負け、リネットはそのまま雪の中に膝をついてしまう。この体勢では、まともに剣は振れない。

「クソっ、何で気づかなかった！」

　吐き捨てながら、窮地に陥ったリネットの元へ駆け出す。降り積もる雪が、吹ふき荒すさぶ雪が、嘲あざ笑わらうかのように俺の行く手を阻んでくる。

　本当はわかっていた。いつもならこんな単純なミスはしない。今までは、リネットが教えてくれていたから。ずっと、糸を通してリネットが俺に言葉をくれていたから。

　今の俺には、リネットの声は聞こえない。

　勘に任せて動く俺よりも冷静に状況を分析して、起きうる事態に注意喚起のアドバイスをくれていたリネットの言葉は、もうひとつも聞こえないんだ。

　そんなことも忘れて俺は、彼女を危険に晒さらした……！

「リネットから、離れやがれこの野郎ッ……」




「水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよ」




　リネットが受け止めた剣の向こうから、それは聞こえた。

「六りつ花かしんしん、積もりて彩れ、白しろ妙たえに。雪化粧チルルチル」

　少女のような、どこか幼さの残る声。奏で上げた呪文に応じ、無秩序に舞っていた雪がまるで吸い付くように俺の全身に纏まとわりついてくる。

「ッ……何だ、これ、動けねえ……！」

　剣を振り上げ走っていた格好のまま、まるで石せつ膏こう像みたいに身体からだが固まって動かない。雪を操って相手の身体を凍り付かせ、拘束する魔法、なのか……？

「まずい……リネット！」

　左手の糸に意識を集中する。リネットが受け止めていた剣が、再び振り上げられているのが見えた。即座に体勢を立て直し、迫る一撃を大振りで迎え撃つ、が。

　耳を劈つんざくような金属音を立て、リネットの剣は真っ二つに折られてしまった。

「嘘うそだろ、おい！」

　リネットが力負けするなんて。思わず文句が出たけど、吠ほえたところで戦況が変わるなんてことはない。折れた剣を放り捨て、リネットがこっちに走ってくる。固まったままの俺の右手から剣を抜き取り、背後から迫る追撃を受け止める。

　……ことは、できなかった。

「ごふ……ッ」

　横よこ薙なぎに振り払われた一撃は、リネットの構えた剣をやすやすと砕き、俺たちの身体ごと薙ぎ払って吹き飛ばした。世界がぐるぐる回り、すぐに真っ白に変わる。

　雪の魔法で動きを止めてから、必殺の一撃……クソ、悔しいけど見事だよ。

「っ……か、ッは」

　脇腹に手痛い一発を貰もらったおかげで、ろくに息もつけない。手足も硬く凍り付いたままで起き上がることも難しそうだ。雪に埋もれた身体がどんどん冷えていくのを感じる。

　剣は、さっき折られたやつで、一、二……くそ、なんてこった。全滅だ。

　最後の一撃、リネットは直撃を免れたみたいで良かったけど。武器も無し、勝算も無しに、これ以上戦うことはできやしない。

　……負けたのか。俺たちは。

「無力」

　頭上から、少女の声が降ってくる。

　随分言ってくれるじゃねーか。負け惜しみを言い返す口さえ動かない。

「あなたじゃ、まるで話にならない。……二度と私の前に、現れないで」

　雪よりも冷たい声で言い捨てられた台詞せりふ。ざくり、ざくりと、雪を踏みしめる足音が遠ざかっていく。

　……ちくしょう。悔しいな。

　これまで、どんな魔獣も、どんな脅威も、二人の手で絶ち切ってきたのに。

　まるで手も足も出なかった。完敗だ。

「さ……む、い」

　だんだんと、ものを考えられなくなってくる。

　リネット。リネットは、どこに？

　せめて、彼女だけでも助かってほしい。

　この吹雪から抜け出して、どこか、あたたかいところへ。

　……あれ、でも。

　ここで俺が死んだら……その後リネットは、どうなる……？

「ダメ、だ…………まだ……」

　必死の抵抗も虚むなしく、俺の瞼まぶたは……降り積もっていく雪の重みに、負けてしまった。
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　最初に感じたのは、規則的な振動。

　次いで、鉄てつ錆さびのような苦い味が喉の奥に纏まとわりついている感触。

「……げほっ、ごほッ！」

　認識した瞬間、ほとんど本能でそれを吐き出そうと咳せき込こんでいた。

「ぅぐ……っ、はッ、はぁッ」

　二、三、息をつく。……どうやら生きてる、らしい。

　ゆっくり瞼を開けると、目の前にリネットの顔があった。平衡感覚がだんだんハッキリしてくるにつれ、俺が見上げ、リネットが覗のぞき込こむ格好だったと気づく。

　ああ、じゃあこの後頭部の柔らかいのは……リネットの、膝？

「どこだ……ここ」

　鉄製の天井が見える。薄暗い、鉄箱のような部屋の中にいるらしい。

「目を覚ましましたか」

　別の方向から、男の声。リネットに抱き起こしてもらい上体を上げると、声の主の姿が目に入った。薄暗い箱状の空間、ひとつの光景がフラッシュバックして、反射的に呟つぶやく。

「……審問官？」

　その人……大体俺と同じくらいの年頃に見える眼鏡をかけた青年は、魔導審問官の制服を着ていた。彼の後ろにも何人か同じ格好の人たちがいる。

　同時に、この部屋……いや、俺たちを乗せているこの鉄箱が、いつか乗った魔導装甲車だと気づいた。つまりこの空間は、言うなれば魔導審問会のお膝元ってことになる。

　魔導審問会。俺たちの暮らすこの場所、アリアファルマ大陸において、「とある法」を人類に守らせるために各地で活躍している組織だ。

　その法とは、魔法を使う人間なら誰もが破ってはならず、かつては俺もその容疑者として疑いの目を向けられていた、単純明快で絶対の理ことわり。




　人類は、攻撃魔法を使ってはならない──という、法。




　魔導審問会は、他者を傷つけ命を奪う攻撃魔法の存在を許さず、大陸中に潜む攻撃魔導士を見つけ出しては捕らえて処刑する法の番人。そんな連中に、半ば装甲車の中に閉じ込められてるこの状況に緊張と警戒を高めつつ、無言で男の様子を窺うかがうと、彼は穏やかな笑みを浮かべて口を開いた。

「ユークハルト・レッド二等審問官です。レッドとお呼びください」
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　審問官はそう名乗ってから、眼鏡をクイッと上げた。何というか、穏やかではあるけど厳格そうな雰囲気も伝わってくる。魔導審問官ってのは、みんな法律に厳しい奴やつらばっかりだったからな。

「じゃあ、レッちゃんだな」

　で、そういう奴を見るとつい茶ちや化かしたくなるのが人情ってもんなのだよ。

「レっ……ま、まあ呼び方などお好きなように」

　眉をひそめつつ、さっき直したばかりの眼鏡をまたクイクイする。ちょっと面白いな、この人。

「俺はブレイス・フロイドロック。旅の魔獣ハンターってとこだ。こっちはリネット、俺の相棒だ。よろしく」

　揃そろって自己紹介を済ませる。そして、気になっていたことを訊たずねた。

「それでさ、レッちゃん。俺はどうしてこんなところにいるんだ？　俺、確か吹雪の中でぶっ倒れてたと思うんだけど……何で生きてる？　レッちゃんが助けてくれたのか？」

「……ず、随分と能天気な方ですね……貴方あなたは生死の境を彷徨さまよっていたのですよ？」

　呆あきれたように溜ため息いきをつきながら、レッちゃんはもう一度眼鏡クイッをした。

「厳密に言えば、助け出したのは彼女……リネットさんの方です。雪に生き埋めになっていた貴方を引っ張り出していたところを、我々が目撃して救助にあたりました。彼女がいなければ、我々が雪の中から貴方を見つけ出すこともなかったでしょうから」

　そうか。俺、無意識にリネットに糸で指令を出してたのか……。

「……ありがとな、リネット。また助けてもらっちまった」

　リネットが、その小さな顔をきょとんと傾ける。深い瞳だけが俺を見つめ返す。

「…………」

　ただ、言葉はない。「どういたしまして」とも「お互い様よ」とも「貴方が無事でよかった」とも返ってこない。「あの日」からずっと、意識だけが眠り続けているみたいに、リネットの声は聞こえない。

　彼女のどこかぎこちない動作も、俺の無意識をなぞった「糸」がそうさせるだけ。

　共有した視界に映った俺の顔は、何とまあ弱っちくて情けない笑顔。ったく、しょうがねえな。リネットと喋しやべれなくなったって、隣で笑い続けるって約束したのはお前だろ、ブレイス・フロイドロック。そんな情けねえツラすんなよ。

　息をひとつついてから、俺はレッちゃんに向き直った。

「レッちゃんたちもありがとな。俺、雪まみれだったから苦労したろ？」

　全身を雪で固める魔法を喰くらって、おまけに降り積もった雪の中に放り込まれたんだ。ただ引っ張り出すだけの救助じゃなかったことは想像するまでもない。

「いえ、造作もないことです。僕には温熱魔法が使えますから。雪を溶かしたり血の巡りを良くしたりする程度、わけもありませんよ」

「温熱魔法？」

「血管に火霊サラマンダーの力を流し込むことで全身を温め、副次的にあらゆる身体機能を活性化させる補助魔法……簡単に言えば、暖を取るための魔法です」

　そういえば、あれだけ身体からだを芯まで冷やされたと思ったのに、もう寒くない。

「しかし、貴方あなたを救助してこの装甲車に乗せてから、まだ数刻ほど。もう起き上がれる程度まで回復できているのは、温熱魔法の効果もあったとはいえ貴方の元々の体力のおかげでしょう。流石さすが、魔獣ハンターと言うだけあって身体は鍛えているようですね」

「それほどでも。ただ、さっきの戦いで武器を全部壊されちまったから、今魔獣に襲われると大変だぜ？」

　冗談めかして言ってみると、レッちゃんは神妙な顔つきになってから、後ろに控えていた部下らしい人から何かを受け取って、重たい口調で話す。

「武器……というのは、これのことでしょうか」

　そう言って差し出したのは、根元から綺き麗れいに折れてはいるものの、確かに俺の剣。

「おお、そうそう。拾っといてくれたのか、ありがとな」

　受け取ろうと立ち上がった俺の動きが、突き出された片手で制止される。

「……魔獣との戦いに傷つき、毀こぼれ、折れたにしては。あまりに断面が綺麗すぎるようにも感じられます。そう、まるで……鋭利な刃物で斬り裂かれたかのような。貴方が気を失っている間、他の武器も預からせてもらいましたが、どれも同じような断面だったのを確認しました」

　よくよく見ればレッちゃんの後ろに隠れるようにしている部下の審問官たちは、俺の一挙手一投足に警戒しているようにも思えた。

「我々は、魔導審問会からの任務であの吹雪を調査しに来た部隊です。二ヶ月ほど前に発生してから、無秩序な軌道でこの近辺を南下し続け、荒野も草原も全て雪原へと変え、通過した村落に甚大な被害を与えてきたあの吹雪。審問会は、あの吹雪が何者かによって引き起こされていると……つまり、『吹雪の主』たる攻撃魔導士の存在を疑っています」

　眼鏡に反射した光と眼鏡を直す手とに遮られ、彼の表情が読めなくなる。

「それを踏まえて慎重にお答えください、ブレイス・フロイドロック。貴方は、あの吹雪の中で一体何と戦っていたのですか？」

　……なるほどな。随分と回りくどかったけど、つまりこれ訊じん問もんか。

　戦ってた相手が、俺の剣を真っ二つに出来るような鋭利な武器の持ち主で、かつ吹雪を引き起こしている攻撃魔導士なら、俺は重要参考人。

　あるいは俺自身が、吹雪に巻き込まれた民間人を装って気を引き、懐に潜り込んだ「吹雪の主」張本人ってセンもあるか。こんな軽装で吹雪に挑むとか、確かに客観的に考えてみればものすごく怪しいし。

　ただ、それでも俺の返す言葉はひとつきりだ。

「さっきも言ったろ、俺は魔獣ハンターだ。戦ってた相手は魔獣だよ」

　その答えに納得がいかないのか、次々と質問を投げかけてくる。

「どのような魔獣ですか？」

「わからない。何せ猛吹雪のせいで、敵の姿なんてまともに見えなかったしな」

「剣もその魔獣に破壊されたのですか？」

「どうだろうな。攻撃だと思ったものを受けて、それで剣が折れたから、そういうことになるかもな」

「……吹雪を引き起こしているのも、その魔獣？」

「さあね。倒して吹雪が止まったらそうなんだろうけど、現状それを確かめる術すべはない」

「わからないことばかりだ……よくそれで、吹雪に挑もうなどと思ったものですね」

「討伐依頼があったからな。あの吹雪で困ってる人がいた、だから俺が依頼を受けた。それだけだよ」

「では、その依頼人は『吹雪の主』の正体を知っているのですね？」

「……さて、どうだろ。何とかして、としか言われてないしな」

「それなら依頼人を教えてはいただけませんか」

「それは断る。依頼人にもプライバシーってもんがあるし、俺にも魔獣ハンターとしての信用がある。さっき会ったばかりの赤の他人に、ほいほい教えるわけにはいかねえな」

「……そんな曖昧な証言で、貴方あなたを信用しろと？　土台無理な話でしょう」

「信用しろとは言わねえさ。疑いたきゃ疑えばいい。疑念も信念も似たようなもんだし、俺も個人的な事情で疑われるのには慣れてる」

「では……貴方がたのどちらかが犯人だと。『吹雪の主』張本人であると。そう疑っても良いということでしょうか？」

「だから、良いも悪いもねえよ。俺が許可することでもない。……ただ、仮に俺たちがその吹雪の主ってやつだったとしたら……」

　張り詰めた空気の中。左手の指先に、力を込める。

「あんたは俺をどう止めるつもりなんだ、レッちゃん？」

　ちょっとした、脅しをかけてみる。疑われるのには慣れてるとは言ったが、それはあくまで俺の話だ。勿もち論ろん俺は「吹雪の主」なんかじゃないけど、今の口ぶりだとレッちゃんはリネットの方も疑ってる。

　彼らが俺の返答次第でリネットまでも害するような連中なら、ちょっと痛い目に遭ってもらわなくちゃ困る。

　レッちゃんは無言で眼鏡を直した後……手に持っていた折れた剣を、俺に向かって投げてよこした。

「どうぞ」

　反射的に受け取ったはいいが、何が何だかわからない。敵意を見せた相手にわざわざ武器を渡すなんておかしな話だし、そもそも折れた剣で何をさせようってんだ。

「どこからでも構いませんよ。一目見るのが一番手っ取り早い」

「っ……そうかよ、怪け我がしても知らねえぞ！」

　間合い、足場、相手の構え。どれを取っても、一瞬で詰め寄り首筋に刃やいばを突きつけて脅かしてみせることくらい、リネットじゃなくても俺にもできる。小便ちびるかもしれねえが、リネットに敵意を向けた代償だ、悪く思うなよ！

「……ッ」

　踏み込み、床を蹴る。

「……へ？」

　次の瞬間、視界が反転していた。

　打ち付けられるような強い衝撃と、冷えた鉄の感触が、全身に襲い掛かる。

「な……ッ」

　何が起こったのか、全く理解できなかった。理解できなかったが、離れて見守るリネットの目を通して見た俺は、何な故ぜかレッちゃんに関節を極きめられ、組み伏せられていた。

「いっ……でででででで!!」

　状況を把握した瞬間、凄すさまじい痛みが右腕を襲う。背中の後ろでガチガチに固められ、ビクとも動かない。起き上がろうと身を捩よじっても、重石おもしでも載せられたように身体からだが持ち上がらない。まるで巨人の手が押さえつけてるみたいだ。

「無駄ですよ、動けば動くほど余計に身体が締まっていくようになっています」

「ぐおおおおマジだ、ビクともしねええ……！　その細身のどこに、そんな馬鹿力があるんだよ……！」

「ははは、ちゃんと言いましたよ？　僕は温熱魔法の使い手。その効能は全身を温め、身体強化を施すものであると。今の僕は、火霊サラマンダーの力によって腕力や瞬発力といった諸もろ々もろの身体能力がブーストされている状態なのです」

　温めるだけじゃねえのかよ!?　むしろそっちがメインだろ！

　気づけば右腕どころか、両足も器用に固められてる。自由に動くのはもはや左腕だけ。鉄の床をバンバンと叩たたきながら、左手を伸ばした先には、リネットの姿。

　痛ましい絵面を前に、思わずリネットが両手で目を覆ってしまう。……いやよく見たら指の間から普通に見えてる。っじゃなくて！　助けて！

「おっと。貴女あなたの方も手出しは控えていただきたい。仮にまとめて掛かってこられても僕は問題なく処理できますが、女性を締め上げるのは趣味ではありませんのでね」

「男を締め上げるのは趣味なのかよ……！」

「言葉の綾あやです。しかしこれでご理解いただけたでしょう？　下手な抵抗は無意味だと。呪文の一言でも唱えようものなら、即座に喉を潰し、絞め落とします……が」

　そこで、固めの手がようやく緩む。虫が這はうように抜け出して、リネットと二人、装甲車の隅へと避難した。

「その必要もないようですね。貴方あなたからは害意や殺意といったものが感じられなかった。大方、相棒を疑われた腹いせに、ちょっと脅かしてやろうとでも考えたのでしょう？」

　ぐっ……図星。

「そういった思い上がりを、少し叩たたいて差し上げようと思っただけですよ」

「つまり、何だ。今のは茶番ってわけかよ」

「はは、とんでもない。貴方が件くだんの『吹雪の主』であり、攻撃魔法を用いて抵抗してきたならば、それなりの対処をさせて頂くつもりでした。実際本気で我々をどうにかするつもりなら、貴方は呪文を唱えるしかなかったでしょうし、そちらの彼女も攻勢に出たでしょう。ところがいざ貴方を締め上げてみても、どちらからも抵抗らしい抵抗が無かった。ですから、結果的には貴方の腕が痛むだけで済んだと、そういうわけです」

　相変わらず涼しい顔で、レッちゃんはけろりと言ってのけた。この人、俺をからかって楽しんでやがるな……。

　今のやり取りで疑いが晴れたなら良かったけど、まだ痺しびれの残る右腕は持ち主である俺に鈍い痛みで抗議していた。

「しかし、慌てふためいていた貴方と違って、リネットさんの方は冷静なものですね。相棒が組み敷かれたというのだから、悲鳴の一つくらい上げても良いものを」

「悲鳴……ね。そんなもん、こっちが聞きてえよ」

　隣のリネットの、瞳の奥を覗のぞき込こむ。寂しさのような感情が浮かんで見えたのは、いつも通りの彼女の表情か、それとも瞳に映った俺の顔の方か。

「どういうことです？」

「いや……リネットは人形なんだ。だから声は出せない」

「……人形？」

「あー、……こっちも一目見せるのが手っ取り早いな。魔法使っていい？」

　その一言でいっせいにざわつく背後の部下を手で制し、レッちゃんが無言で頷うなずく。

「土霊ノームよ、我が友よ。絡つなげ、繰たぐれ。半らなる糸アンギニヨル」

　俺が編み出した魔法……半操術。土霊ノームを糸の形に編み上げてリネットとつなぎ、片手でそれを操る「半分の糸の魔法」だ。気を失ってる間もつなぎ続けてたけど、こうして再詠唱するとリネットの片目が金色に輝く。実演にはもってこいだ。

「人形、それに剣……もしかして貴方が、人形剣士ドールブレイブなのですか？」

「え、もしかして俺たちのこと知ってたのか……？」

　だったら最初からそう説明しときゃ、余計な誤解もなくて済んだんじゃ。

「何だ。貴方あなた、我々の協力者でしたか！　そうと知っていれば、初めから疑いを向けることもありませんでしたよ」

「……は？　誰が、何だって？」

「ですから貴方が。『人形剣士ドールブレイブ』が、我々の協力者です、と」

「何だそれ!?　身に覚えがないんだけど！」

「はっはっは、とぼけないでくださいよ」

　またまたご冗談を、みたいなノリでレッちゃんが笑うが、いや本当に知らない。

「貴方を監視していたガルノー・ギルトフッド一等審問官から、各地の支部に触れ書きが回ったのですよ。『人形剣士ドールブレイブ』に関する監視記録報告書、そして貴方が要監察対象グレーから除外され、我々魔導審問会の正式な協力者になったとの書状が。あのギルトフッド一等のお墨付きということであれば、疑う余地もありません」

「い、いや確かに、協力するとは言ったけど！」

　けど、俺が手伝うって言ったのはあくまでモーゼットの件に関してだけだし、ガルちゃん以外の審問官に協力するとも言ってないんだけど。半端者に泣きつくほど落ちぶれてないだの偉そうに言っておいて、結局使えるもんは使おうって肚はらかよ、あんにゃろう。

「貴方の身分がはっきりして一安心しましたよ。貴方が狡こう猾かつにも実力を隠し我々に取り入ろうとする『吹雪の主』であるという線も、まだ捨てきれてはいなかったので」

　あ、やっぱりまだそこは疑われてたのか。

「とはいえ、どのみち雪の魔導士に対しては温熱魔法を使える僕の方が圧倒的に優位だと思っていたので、後になって呪文を使われたところで何の問題もなかったのですけど」

「……あんた、結構強したたかだな」

「こうでなければ、二等になど到底なれませんよ？　それより、今後とも引き続きご協力お願いしますね、ブレイス」

　眼鏡を直してから、レッちゃんはこれまでで一番子供っぽい笑顔を見せた。




　しばらく雑談していると、そろそろ装甲車が目指していた街に到着するらしいとレッちゃんが教えてくれた。扉を開けてもらって、乗り出してみる。

　さっきまでの雪原とは打って変わって、晴れやかな空の下に青々とした草原が広がっていた。俺の下からひょこりと顔を出したリネットの指差した方には、大規模な建造物群が建ち並んでいる。

「ああ、近隣の街ってやっぱりここだったか」

「ご存ぞん知じでしたか」

　職人の街、クオーヴル。

　大陸中のあらゆる「職人」が集つどうと言われている街だ。

　つい昨日到着して宿を取ったばかりで、まだ市街地の方まで見て回れてはいないけど。武器に防具に装飾品、陶器に家具に絵画に彫刻、果ては料理や服や家そのものまで、この街に存在する全てが何らかの職人の手によって作られた芸術品だなんて言われている。

「丁度良かったよ、俺もここに宿を取ってたんだ」

「でしたら、ゆっくり疲れを癒いやせますね。良かった」

　レッちゃんは俺が敵ではないとわかってからは、態度を柔らかくして接してくれた。とはいえまだ腕の痛みが抜けきらない俺としては、素直に喜べたわけでもないんだけど。

　やたらと独創的なデザインの門の前で動きを止めた装甲車から降りてみると、街の住民と思われる野や次じ馬うまが俺たちを……いや、珍しい魔導装甲車を囲みこんで興味深げに凝視していた。

「これが魔導審問会の装甲車……」「なるほど確かに頑丈そうだねぇ」「素材は見た感じ、ケウェイデル鋼かな」「いや、ブリム軽鉄とガーンディン軽銀の合金さ」「そんな脆もろそうな組み合わせで？」「確かに燃費は良くなるだろうけどよ」「そこに土霊繊維グノミウスを編み込んでるのさ。ほら、三年くらい前にニア先生が発表してた……」「あー、それでこんな青黒い色を」「確かにそれなら衝撃にも魔法にも……」

　何言ってんのかさっぱりわからん。わからんけど、この人たちに「リネットは人形」って教えたらエライことになりそうな気がする。怖い。黙っとこ。

「んっ？　おーいっ！」

　そんなことを考えていると、野次馬の中からひときわ高くて明るい女の子の声がした。

「お……今の声」

　リネットと二人、声のした方を振り返ってみると、人混みをかき分けてこっちに近づいてくる頭が見えた。高めに結んだポニーテールがピョコピョコ元気そうに揺れている。

「ぷはっ、やっと抜け、たっとっと！」

　茂みから飛び出した小動物のような勢いのまま、バランスを崩して転びそうになった少女を、リネットがぽすっと胸に受け止めた。

「あ、ありがとっ。もー、みんな珍しいものが来たからって集まりすぎっ」

「よっ、クロシェ。昨日ぶりだな」

　人混みから出てきた少女に、俺は笑顔で挨拶した。

　この人懐っこそうな女の子の名前はクロシェ……クロシェール・フィーリエ。つい昨日酒場で出会い、意気投合したクオーヴルの住人だ。

「うんっ、昨日ぶりブレイスくん……っじゃなくてえ！」

「わっ、何だよびっくりした！」

「何でこんなものに乗って帰ってくるわけ!?　何か事件に巻き込まれたとか？　はっ、まさかブレイスくんが犯人とか……！」

「ちげーよ。どんな目で俺を見てんだ。これは……」

　振り返って確認すると、ちょうどレッちゃんが人混みを散らしているところだった。

　そう、こういう事情はいくら説明するよりも、一目見るのが一番手っ取り早い。

「見世物ではありませんよ、散ってください……おや？」

　俺の視線に気づいたレッちゃんが、言葉と足を同時に止める。その視線の先は俺よりちょっと下を見ていて。

「……って、げぇ!?」

　声を上げたのはクロシェだった。

「人の顔見てげぇはないでしょう、げぇは。……久しぶりですね、クロシェ」

「な、何でハルちゃんがここに……」

　互いの名前を呼び合う二人。何だ、面識があったのか？

「仕事ですよ。……というか、ハルちゃんは止やめなさい。もう子供ではないのですから」

「えー。じゃあ、ハル君」

「あまり変わってませんよね、それ」

「うー。文句ばっか！　じゃあ、レッドだから……レッちゃん」

「レっ……。好きになさい」

　眼鏡くいっ。

「レッちゃん。レッちゃん？　レッちゃん！」

「何でしょう」

「レッちゃ～んっ」

「だから、何でしょう」

「呼んでみただけっ」

「……そうですか」

　にぱっと笑うクロシェに、レッちゃんはうんざりとした様子で溜ため息いきをつく。ふと、状況に首を傾かしげていたリネットと彼の目がパチリと合った。

「えーっと……二人は知り合い、って聞くまでもない感じ？」

　俺の言葉に、クロシェとレッちゃんの二人は対照的な様子で頷うなずいた。

「まあ、幼おさな馴な染じみです。腐れ縁とも言いますが」

「お兄ちゃんて感じの人だよっ。いつもお小言ばっかり言うからうんざりなの」

「本人の前で言いますか、それ……」

　なるほど。今の少ないやり取りと、二人の性格を照らし合わせて、関係は大体見えた。言葉通りの気の置けない幼馴染って感じっぽい。

　昨日会って話しただけだけど、クロシェはかなりマイペースでグイグイ踏み込むタイプの人間だ。いかにも元気が取り柄って具合に、明るくフレンドリーな笑顔を遠慮なしに向けてくる。その笑顔の在り方が何だか心地良くて、気づけば俺もすっかりクロシェのペースに呑のまれて色々と話したっけ。ここじゃ旅人も珍しいみたいで、魔獣ハンターとしての「冒ぼう険けん譚たん」ってやつを散々語り尽くすことになって、おかげで寝不足になりかけた。

「ねっ。ブレイスくんにリネットちゃん、それにレッちゃんも、この後ヒマ？」

「いえ、暇ではありません。今回の調査記録に取り掛からなくては」

「俺たちは武器屋を探そうと思ってたけど、その前に腹減ったな」

「ちょーど良かったっ！　あたしが奢おごるからさ、ゴハン食べに行こっ！　皆ともいっぱいお喋しやべりしたいし！」

　レッちゃんの都合は無視して、クロシェは結構強引に提案した。いいのか？と思ってレッちゃんの方を見てみると、眼鏡に手を当てて何か考え込んでいる。

「……ふむ。わかりました、良いでしょう。調査記録報告書の作成なら、食事の後でも時間は十分にありますし」

　って、あれ？　暇じゃないって言ってたくせに、食事と聞いた途端やけに乗り気だな。

「ただし、店は僕が決めます。ブレイス、クロシェも、それでよろしいですね？」

「お……おう」

「またいつものとこ？　レッちゃん、年に一度くらいしかクオーヴルに来ないのに、いっつもあのお店だよねぇ。……まっ、でもブレイスくんは初めてだろうし」

　行きたい店があったからあんなに乗り気だったのか。

「ブレイスくんは食べたことある？　サスハイ」

「サス、ハイ？」

　食べ物の名前……だよな？　聞いたことないな。

「ここは職人の街。パン職人に麺職人、お菓子職人まで、一流の職人が集まってるけど」

「やはり一番は、サスハイ職人でしょう」

　クロシェだけでなくレッちゃんまでもがそんなに言うなら、よっぽど美う味まいってことなのか。ちょっと楽しみだ。二人に誘導されるまま、俺とリネットはクオーヴルの市街地へと歩いて行った。




「……サスハイ」

『ＳＵＳＨＩ』

　そうデカデカと書かれた看板の店に到着した。

　いざ店構えを見てみても、水槽がそこかしこにレイアウトされた店内に入ってみても、席に案内されたレッちゃんが妙にこなれた感じで注文するのを聞いても、何が出てくるのか全然想像つかない。

「魚……を使った、料理なのか？」

　水槽を泳ぐ魚たちとじーっと見つめ合うリネットを横目に、レッちゃんとクロシェに尋ねてみたが、二人ともニコニコして「出てきてからのお楽しみ」の一点張りだった。店員たちは皆、シグ兄がよく着ているようなゆったりした衣服に似ている制服を着て、威勢のいい声で接客している。

　サスハイ……一体どんな料理なんだ。

「へいよ！　盛り合わせ一丁、お待ちどう！」

　ガタイの良い店員がテーブルに大皿を運んでくる。その上に並べられていたのは色とりどりの切り身だった。よく見ると、ひとつひとつの切り身が白米を固めた団子状のものに載せられている。

「これ、もしかして魚の切り身？」

「ええ。サスハイは一口大に切った魚などの切り身を、酢などで味つけした白米に載せて握った料理です。ここからは遠く離れた大陸東岸の郷土料理と言われていますね」

　ってことはやっぱり、店内の水槽で泳いでる魚は食材か。捌さばきたてで新鮮だから、火を通さずに食えるってわけだ、なるほど。

「こちらのソースをつけてお召し上がりください。切り身と米はご一緒のまま」

　まるで店員のように詳しい説明をしながらレッちゃんが差し出してきた黒いソースに、一個手に取ったサスハイをつけて、口に運んでみる。

「……！」

　おお、これは……美う味まい！

　瑞みず々みずしい生魚のしっかりとした歯ごたえに、米についた調味料の味がいい感じにマッチしてる。黒ソースもちょうどよく塩っ辛くて、口の中に色んな味が放り込まれてるのに、それらがお互いを殺さずに活いかしあってる。なんて面白くて奥深い味なんだ。

「……あっ」

　ずっと満足そうに俺を見てニコニコ笑っていたクロシェが、ふと何かに気づいたように顔色を変えた。

「？　どうしたクロぉぉぉぉおおおおっヅァァァァアアアアアアア!?」

　何ッだこれ!?

　いきなり口中に広がった、得体の知れない味！　味？　いや、違う、これはッ！　もはや『痛み』！　辛いとか苦いとか、そういう次元を超越した突き刺すような感覚が、口中に広がってから鼻を通って抜けていく！

「んぐううううッ！」

「あわわぁっ、ちょ、お茶！　お茶飲んでブレイスくん！」

　クロシェに差し出されたお茶で、慌てて口内を洗い流す。

「って熱ッ！」

「うわぁ、ごめんっ！」

　そんなパニックの様子を、レッちゃんがくすくすと笑いながら眺めていた。

「ふふっ……さっきのは隠し味、サスハイに欠かせないスパイスですよ。初めての方には刺激が強すぎたかもしれませんね、慣れるとこれが美お味いしいのですが」

　そう言いながら一切れ手に取って切り身と米を分けると、その間に薄緑色のペーストがほんのちょっぴり載せられていた。あ、あんな量であれだけの刺激かよ。

「こんなのあるなら先に言っといてくれよ……」

「そうだよぉ。もーっ、レッちゃん意地悪だなぁ」

　俺が騒ぎ始める直前までスパイスの存在を忘れてたらしいクロシェが、何の悪気もなくしれっと言った。

「心外ですね。隠し味ですよ？　秘密にしておいた方が面白いでしょう」

　微笑ほほえみながら、レッちゃんはサスハイを頬ほお張ばる。あの刺激が来ると最初からわかってれば、ああやって落ち着いて味わえるのかもしれない。満悦の表情でゴクリと飲み込み、お茶を呷あおる。熱くないのかと思ったけど、温熱魔法の使い手が猫舌ってこともないか。自分の体を魔法で温めておけば、熱々のお茶も適温感覚で楽しめるのかも。

「ところでさ」

　クロシェがふと思い立ったように尋ねてくる。

「昨日も思ってたけど……リネットちゃんは、何も食べなくていいの？　あ、もしかしてダイエット中？　ぜーんぜん太って見えないけどなー」

「貴女あなたは前会った時より丸くなっていますよ、クロシェ」

　んべーッ、とクロシェが舌を出す。子供じみた態度に呆あきれつつ、レッちゃんが続けた。

「彼女はブレイスの人形だそうですから。ものを食べないのは当たり前ですよ」

「……え？　人形？」

　しまった。

　装甲車の周りに集まっていたクオーヴルの住人たち、その好奇の目を思い出す。

　何の職人なのかまでは知らないが……クロシェもれっきとしたこの街の住人だった。

「う、うそおおおおッ!?　えっ、どこが！　こんなに美少女なのに、人形っ!?　嘘うそでしょ、ねえ、ブレイスくん、確かめていい？　脱がしていいかないいよね！」

「いいわけあるかァ！」

　鼻息荒く興奮して乗り出すクロシェを、俺とリネットが二人がかりで押さえつける。

「はふっ、はふっ、ねえちょっとほらそのお肌とかお胸とか二の腕とか！　どう見ても女の子のプニプニ感あふれる柔やわ肌はだにしか見えないんだけど！　でも触ったら石みたいにガッチガチだったりするのかな、ねえ触ってみてもいい!?」

「落ち着け！　要求が過激化してんぞ！　お、おいちょっとレッちゃん、どうにかしてくれ！　あんたがリネットのことバラしたからこうなってんだぞ！」

「無理ですね。こうなったクロシェは僕には止められません。ずずっ」

「だからそんなしみじみお茶飲んでる場合じゃねえの！　助けを！　求めてんの俺は！」

「昔からこれと決めたら一直線な性格なんです。本当に変わらないなクロシェは」

「何でちょっといい話みたいに言ってんだよ！　そういう次元じゃないだろこれ！」

「うがーっ、ちょっと、ほんのちょっと揉もむだけでいいから！　揉ませてお願いいい！」

「揉ませるわけ、ねえだろぉぉおッ！」

　結局、リネットの身体からだを巡る攻防はレッちゃんがサスハイを食べ終わるまで続いた。




「いやーごめんねブレイスくん。凄すごい芸術を見るとつい我を忘れちゃって」

「おう……」

　クロシェとリネットの間を歩きながら、俺はわざとらしく溜ため息いきをついてみた。ちなみに、レッちゃんは店を出た後すぐに仕事に戻ると言って装甲車の方に戻っていった。本当にサスハイが食べたかっただけらしい。審問官って割とみんな食い意地張ってんのな。

　リネットを我を忘れるレベルの芸術として認識してくれたのは誇らしいと言えば誇らしいんだけど、もうちょっとマシな反応は無かったのか。「キレー」とか「すごーい」で済ませてくれればいいものを、何で揉みたがるんだよ。

「この街には芸術が溢あふれてるから。どんなものでも、心から興味をもって触れれば、自分の技の糧になるんだよっ。だからあたしたちクオーヴルの職人は、何でもよく見て、よく学ぶのっ。好奇心があたしたちの最大の武器なんだっ」

　それは、魔導装甲車に群がってた住人たちを見た時から何となく察してた。

「けど、本当に人間の女の子にしか見えないね。素材は何なのかな……ここまで正確に肉感を再現できて、なおかつこれだけしなやかに動ける……んー、見当もつかないなぁ」

「悪いな、そのあたりは俺もさっぱりわからないんだ。リネットは子供の頃に人形遣いの師匠から貰もらったんだけど、師匠が一体どうやってリネットを創ったのか、どういう理屈で人間みたいな動きができるのかまでは教えてもらってなくてさ」

　俺の師匠……世界一の人形遣いと呼ばれた魔導士、ゼペット。俺やリネットにとって、母親みたいな存在でもあった女性だ。あいにく今は空の上で、リネットのことは聞きたくてももう聞けない。

「俺が知ってるのはせいぜい、『魔核マギアトム』とかいうデカい魔丸マゴールが体内に入ってるってことくらいかな」

　あの時……モーゼットの魔王人形との戦いで、真っ二つに斬られてしまったリネットの身体からだの中から出てきた巨大な魔丸マゴール。その中に込められていた魔法が発動して、俺は少しの間だけリネットと共に戦い、語らい、笑い合うことができた。

　代わりに、魔核マギアトムが空っぽになってからは、それまでずっと聞こえていたリネットの声は聞こえなくなってしまっていた。それから、俺はもう一度リネットの声を聴き、笑顔を見るために、旅を続けているってわけだ。

「……んん？　『魔核マギアトム』？」

「何か知ってるのか？」

「聞いたことあるような、ないような……ううん、ごめん。思い出せないや」

　まあ、これだけ職人がいる街だし、魔丸マゴール職人なんてのもいるかもしれない。もしかしたら、そういう名前のデカい魔丸マゴールがあるって話だけ聞いていたのかも。

「すっかり暗くなってきちゃったね。今日は、もう宿に戻る？」

「そうだなぁ」

　明日また討伐に出かけるにしても、まずは剣が必要だ。

　どこかに良い武器職人の店はないかとクロシェに尋ねようとして振り返り、

「……っ」

　目に飛び込んできた光景に、俺は言葉を失っていた。

「な、何だこれ！」

　街中が、光り輝いていた。

　建ち並ぶ家の窓から色とりどりの灯あかりがこぼれて星空のように煌きらめき。

　煉れん瓦が造づくりの道路を踏めば、楽器のように様々な音が鳴って淡く光る。

　路肩に張り巡らされた水道管だと思っていたパイプは、実は透明な管状の水槽で、金色に輝く魚群が右から左へと泳いでいる。

　塀に描かれた壁画ウオールアートは、不思議なことに生きているように動き回っていた。青空の下、真っ赤な髪の女性がにこやかに手を振っている。

「言ったでしょっ。この街には芸術が溢あふれてるって」

　クロシェはつい先刻のセリフを得意げに繰くり返した。

「キラキラの街明かりは、街灯職人ゼンさんと窓職人キルエさんの合作。決まった場所から見ると、ちゃんと星座に見えるんだよっ。足元のレンガ道は煉瓦職人ドラミューリさんの自信作、踏むと光って音が鳴る！　魔法のメロディレンガ！　ほら見てっ」

　くるくると楽しそうに踊ると、光る地面が伴奏のようにメロディを響かせる。踊り子クロシェに降り注ぐのは星のステージライトだ。街全体が彼女のステップを虹色に照らす。

「あはっ、リネットちゃん、上手じょーずっ！」

　リネットがクロシェに続いてレンガの上をくるり軽やかに跳ねれば、また違ったリズムで奏でられた音楽がダンスに華を添える。ふわりと広がった薄紅色の裾が、柔らかな光を受けて水面に浮かぶ睡すい蓮れんの花みたいに煌きらめいた。

「ピカピカのおさかなさんは、水槽職人ブノワルさん作、流星魚群のミルキーウェイ。大陸南部にしか自生してない幻のヒカリゴケをエサに混ぜると、こんな風に魚の身体からだが光って泳ぎもめっちゃ速くなるんだって！　壁の女の人はモニカさん、壁画職人ガストさんのお嫁さんなんだよ。男の子が彼女に見み惚とれてると、ガストさんが現れて『テメェ俺の嫁に惚ほれてんじゃねえ！』って襲い掛かってくるから気をつけてねっ」

　クロシェが壁画の女性と手を合わせて笑う。女性は絵なので当然喋しやべらない、けど楽しそうに笑ってる。決まった動きを繰くり返しているみたいだけど……これも魔法なのか？

「どう？　すごいでしょ、クオーヴルの夜」

「うん。すごい……綺き麗れいだ」

　ただ、心の底からそう思った。

　街中の職人たちの想おもいや、情熱。それらが直接俺の心を打って、コロッと転がり出てきたのがその一言だった。そのくらい、率直で偽りようのない本心だった。

「えへへっ、嬉うれしいな」

　クロシェはまるで自分の技が褒ほめられたかのように嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　見た人を、自然と笑顔にさせる。そんな、師匠の人形劇を見た時にも似た感動と共感を覚えながら、俺とリネットは街中を隅々まで見渡した。

「といっても、普段はもう少し控えめなんだけどね。お祭りが近いから、みんな張り切っちゃってるんだ。もちろん当日はこんなものじゃないよっ」

「お祭り？」

「技ぎ芸げい祭さいっていうの。その名の通り、街中の職人がその技と芸術の冴さえを披露する、一年に一度の晴れ舞台！　もう開催まで十日とちょっとくらいだから、ブレイスくんもよかったらそれまでクオーヴルにいなよ！」

　へえ、それは楽しそうだな……。「吹雪の主」の討伐が無事に終わったら、さっさとこの街を出て次の街に向かうつもりでいたけど。これだけのものを見せられて、さらにはこの光景を超えるお祭り騒ぎが待ち構えていると聞いては無視できない。

「そうだな。俺もそのお祭り、見てみたくなった」

　何て言えばいいのかな。この芸術の数々と、そしてクロシェの笑顔を見てたら、初心を思い出せそうな気がしたんだ。

　人形遣いとして、人を笑顔にするとはどういうことか。リネットの笑顔を取り戻すために、今の俺に足りないものは何か。もしかしたら、クオーヴルの職人たちの「芸術」に触れることで、ヒントが掴つかめるかもしれない。なんて、期待し過ぎなのかもしれないけど。

「ところで、今まで聞いてなかったけど。クロシェは一体何の職人なんだ？」

　クロシェもこの街の住人である以上、何かの職人であるはず。そんな素朴な疑問に、彼女の笑顔がほんの少しばかりピシリと固まるのが見えた。

「ふ……ふっふっふ、なかなか鋭いところを突いてくるねブレイスくん」

「いや別に、単純な疑問だと思うけど……」

「いいでしょう。教えてあげますっ」

　一歩、二歩、三歩。クロシェの神妙な足取りに合わせて、足元のレンガがコン、コン、コンとトーンを下げていく。

「このあたし、クロシェール・フィーリエは……『花火職人』っ！」

　オーバーな動きで、クロシェは両手を大きく広げ高らかに宣言した。

「……見習いっ」

　あと、小さく付け加えた。

「ハナビ？　……って、何だ？」

「あれ、知らない？」

　あまり聞いたことのない単語だった。

「えへへっ。よろしい、では教えてしんぜよーっ」

「ははー」

「花火っていうのは、ひゅるるるるーってなって、ドカーンってなって、パァーってなって、キラキラキラーってなるやつのことだよっ」

　なるほど。さっぱりわからねえ。

「見せてあげた方が早いんだけど、先生の見てないところで勝手にやると怒られちゃうからなぁ。うーんとね？」

　クロシェの指が、まっすぐに天を指す。つられて俺とリネットも見上げる。

「見て。空」

「……うん、綺き麗れいだな？」

　地上が明るすぎて、星があんまり見えないけど。

「気づかない？」

　言われて目を凝らしてみるけど、別段珍しいものが見えるわけでもない。普通の空だ。

「街中、どこを見ても至る所に作品があるけど……ほら。空にだけは何もないでしょ？」

「ああ、そういうことか。……つっても、そりゃ当たり前だろ」

　地面や壁になら絵を描ける。窓や水槽に仕掛けをすれば、色とりどりの光で満たせる。けど、あの空には誰も手が届かないし、どんな絵の具も空の色だけは塗り替えられない。こんなにも広くどこまでも続いているのに、誰も空をキャンバスにはできないんだ。

「でも、あたしはね。あたしだけは、この空に絵を描けるんだよ。赤、青、黄色……色とりどりの光の花を、夜空いっぱいに咲かせられるの」

「……それが、花火？」

　クロシェはニッと笑って頷うなずく。

「すごいでしょ？　空に描くってことは、どこからでも見えるってこと。どんなに遠く離れていても、一緒の景色を見られるってことなんだ」

「一緒の、景色を……」

　ふと、あの日の夕焼け空を思い出した。

　目覚めたリネットと共に、魔王人形を打ち倒し……二人で笑い合って見上げた、あの真っ赤な空を。

「見せたい人が、いるんだな」

「……うんっ。大切な人。どこにいても、どんなに離れていてもちゃんと見えるように、めっちゃビッグな花火、打ち上げる特訓してるんだぁ」

　心から大切に想おもっている人に、思いを馳はせるように。クロシェは笑った。

　それはちょうど、暗闇を照らすように眩まぶしく咲いた花のような笑顔で。リネットが黙っているのをいいことに、俺はその笑顔に見み惚とれてしまっていた。

「……今も、この空を見上げてるかもしれないな、その人」

「えっ？」

　きょとん、とこちらへ目を向けたクロシェに、今度は俺が笑いかける。

「なあ、クロシェ。……花火、見せてくれないか」

　彼女がそれだけの想いや情熱をかけて取り組む芸術を、見てみたいと思った。

「で、でも先生が」

「その先生には、後で俺も一緒に怒られに行ってやるからさ」

「ええっ、そこまですることないよ。お祭り当日になれば見せてあげるからっ」

「今見たいんだ。この気持ちが薄れる前に、目に焼き付けておきたい。我わが儘まま言ってるのは百も承知だけど、頼むよ」

「うーっ……」

　今、リネットと二人で、その「花」を見てみたい。食い下がる動機はそれだけだった。

　理屈もない。思惑もない。ただ純粋に、彼女が魅せる芸術を目にしたい。

　その熱が伝わったのか、クロシェはようやく折れてくれた。

「しょ、しょうがないなあ。約束。守ってね？」

「おう。ちゃんと一緒に怒られる」

　それを聞いたクロシェは、目を閉じ、こほんと咳せき払ばらいをしてから小さく呟つぶやいた。

「……見ててね、ルフナ」

　両手を天に向かって掲げ、大きく深呼吸をする。特別な道具は手にしていない。つまり「花火」は魔道具マグナフアクトの類じゃなく、クロシェ自身の扱う魔法。

「風霊シルフよ、風霊シルフよ、飄ひよう逸いつなる同胞はらからよ！」

　風属性の『枕詞プリムラ』が、高らかに唱え上げられる。

　……って、風？　花とか火とかいうくらいだから、土属性か火属性の魔法だと思ってたけど……風属性？

　そんな俺の疑問をよそに、クロシェの呪文は続く。

「いざや闇裂け、闇に咲け！　七色七重に、咲き誇れっ！」

　彼女の手のひらに、バチバチと青白い閃せん光こうが生じ始める。

　……まさか、これって。

「電光閃華サクイカズチ！」

　放たれた『結詞フエンネル』に応じ、閃光が逆巻いて集まり、空を切るような甲高い音と共に上空へと昇って行く。こ、これが「ひゅるるるるー」の部分か！

「あ……っ、ヤバっ！」

　クロシェが焦った声を上げた瞬間。上昇した光はふらふらとよろめくようにあらぬ方向へ落ちていき。街道を登った先にある丘の上、一際大きく構えられた家屋に着弾して。

　雷鳴のような轟ごう音おんと共に、爆散した。




『きゃあああああああああああああああッ！』




　そして、悲鳴。

　……悲鳴？

　誰の？

　あの家にいた誰かの？　違う。

　あんな遠くからじゃない。

　クロシェの？　それも違う。

　もっと近くで聞こえた。

「……ッ」

　風属性の魔法。放たれた閃光。轟とどろき渡わたった爆音。間違いない。

　雷だ。

　そうだ。昔から、雷だけは、苦手だった。

　……リネットは。

「リネットッ！」

　聞き間違えるはずがない。

　今聞こえた悲鳴は、リネットの声だ。

　聞こえなくなったと思っていた、リネットの声だった……！

「え……っ、ど、どうしたの、ブレイスくん！」

　クロシェの心配そうな声が聞こえる。彼女には多分、今の悲鳴は聞こえていない。

　当然だ。リネットの声は今までずっと、糸を通じて俺にだけ聞こえていた。クロシェに悲鳴が聞こえた様子がないからこそ、確信できる。今のはリネットの悲鳴だ。

　聞こえた声の欠片かけらをたぐり寄せるように、「糸」に全神経を集中する。

「だ、大丈夫!?　ブレイスくんっ！」

　クロシェには悪いが、無視する。

　集中しろ。集中しろ。集中しろ。何が何でも手を放すな、引っ張って、たぐり寄せて、掴つかめ。リネットの存在の欠片を。彼女が「ここにいる」証あかしを！

「……っ、あ、れ」

　ぐん、と引きずられる感覚。

　つないだ糸が、俺を丸ごと引っ張り込むかのような。

　違う。引っ張ってるのは俺の方のはずだろ。

　必死に抗あらがおうとしても、まるで底の見えない闇の中に引きずり込まれるかのような感覚が増すばかりだ。意識が、ずぶずぶと沈んでいくのがわかる。

　足元から、いや全身から力が抜けていく。膝をついたことだけがぼんやりとわかった。

　頭が痛む。視界が歪ゆがむ。周りにあれだけ溢あふれていた光が、もう見えない。

　どこだ、リネット……確かに、お前を見つけたのに！

「えっ、やだっ、ブレイスくん！　ちょっと、しっかりっ！　しっかりしてっ！　ねえ、ブレイスくんってばっ！」

　ダメ、だ……もう、意識が、続かない。




　引きずり込まれ、薄れていく意識の中、最後に指先に伝わったのは。

　どんな絶望よりも暗く、深い、断絶の感触だった。
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　ここは職人の街、クオーヴル。

「いやー遠路はるばるようこそだにゃあ、ガルにゃん～。にゃーの工房へ」

　能天気な猫ねこ撫なで声ごえで迎え入れられたのは、私からすればガラクタにしか思えない金属塊やら珍妙なオブジェやらが所狭しと転がった、どう見ても大掃除の必要な部屋だった。

「相変わらずガラクタに囲まれて暮らすのが好きなようだな、ニア。この工房とやらを見ただけで、お前との相部屋時代を思い出してうんざりしてきたぞ」

　魔導審問会北リブウェルム支部所属、ガルノー・ギルトフッド一等審問官。すなわちこの私は、補佐官であるアトリを連れ、旧ふるい知り合いである彼女……ニアが工房を構えるこのクオーヴルを訪れていた。

「にふふっ、そっちこそ毒舌のキレは相変わらずだにゃ。この感じ、懐かしいにゃあ」

　にゃーにゃーとうるさい彼女は、天才技術者として大陸中にその英名を馳はせている、凄すご腕うでの魔道具マグナフアクト職人でもある。ふざけた調子ではあるが、昔から腕前だけは確かな奴やつだ。

　人形剣士ドールブレイブを巡る一連の事件の末、ブレイスと別れ、新米補佐官となったアトリと共に内勤の日々を過ごし続けて早二ヶ月。ようやく巡ってきた休暇の折に、任務としてではなく私用として、我々はこの地を訪問していた。

「は、初めまして、ニアさま。わたし……じゃなくて拙官はっ、アトリ・アデルフィール審問補佐官でありますっ！」

　アトリが緊張した様子で、しかしハキハキと自己紹介した。

「これはご丁寧に。にゃーはニア・ニャルネリアと申しますにゃ。よろしくにゃ～」

「アトリ、今は非番だ。そう畏かしこまることはない、楽にしていい」

「は、はいっ、ガルノーせんぱいっ」

　そう答えつつもなお肩肘を張りっぱなしのアトリを見て、ニアが何やらニマニマと微笑ほほえんでいる。

「そうそう、カターくならにゃいで、リラックスリラックスにゃ。ガルにゃんみたいに頭やおムネまでおカタくしなくってもいいんにゃよ」

「お前も大概だろうこの幼児体型。年いくつだ、その身体からだで」

「にはは、何言ってるのにゃ、ガルにゃんと同じだにゃ～。もうお互い成長の見込みもゼロにゃ、潔く諦めるのにゃ」

　ぐっ……どこまでも癇かんに障る奴め。ゼロってことはないだろう。

「……けど。ガルにゃんにはガッカリだにゃ」

「……？　何の話だ？」

　ニアはぴょんぴょんと器用に物をよけて歩き、アトリの目の前に立った。

「え、えと……ニア、さま？」

　困ったように笑うアトリの胸部を凝視し、

　ぐむっ、

　といきなり鷲わし掴づかみにした。

「ひぁぁああっ！」

「こぉーんにゃ豊満な娘っ子をわざわざにゃーに紹介しに来るだにゃんてっ！　おふっ、柔らかっ、どう考えても我ら絶壁同盟の誓いに対する裏切りとしか思えにゃぐぶゥッ！」

　鉄拳、制裁。

「ぐ、グーはいかんにゃ、グーは……にゃーの灰色の天才脳細胞が死滅しちゃうにゃ」

「桃色の変態脳細胞の間違いだろう。そんなもの世のために絶滅しろ」

　突然の痴漢行為に涙ぐむアトリの頭をよしよししながら、痛みにうずくまるニアをそのへんのガラクタと同列に見下ろす。

「ほ、ほんの出来心、ちょっとした好奇心にゃ～。職人たる者、何にでも好奇心をもって接することが大事なんだにゃ」

「そうか。ところで猫というのは好奇心で死ぬそうだぞ」

「……。わ、わお～ん」
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「アトリ、こいつはこういう奴やつだ。大体わかったらもう近づいてはダメだぞ？」

「手厳しいにゃ……」

　当然の報いだ。




　私とニアは、学生時代の同室である。

　魔法学府ヴイツセルダ。かつてこの世に魔法という存在を見み出いだした大賢者によって設立された、魔法を研究し、学び、教え、発展させるための全寮制の教育機関。魔導審問会よりも歴史の長い組織であるその『学校』にて、私とニアは魔法を学んでいた。

　私が首席で、ニアが次席。ただそれだけの理由で、私とニアは同室にされ、にゃーにゃーとやかましい少女に付き纏まとわれ、ついでに彼女の作るガラクタ……もとい試作魔道具マグナフアクトに囲まれながら、五年間という長い青春を過ごす羽目になった。

　ニアは行動原理のほとんどが「面白そうだから」で説明のつく単純な性格で、好奇心のままに行動して妙な道具を発明してはトラブルばかり呼び込むパワフルキャット。考えるより先に身体からだが動く典型的な肉体派だった。自他共に認める頭脳派たるこの私と並び、一般生徒が恐れをなして遠ざかったものだ。……おかげで私もニアも、学生時代の友人と呼べる相手はお互いしかいなかった。

　卒業後、私は入学前から目指していた魔導審問官の道へ。ニアは、魔道具マグナフアクト作りの経験を活いかして魔技師マギエイターの道へと進んだ。

　今や大陸中で利用されている魔道具マグナフアクト。その開発や改良、修理などに関わるのが魔技師マギエイターと呼ばれる職業だ。ニアはその中でも特に研究・開発に特化しており、彼女が手掛けた魔道具マグナフアクトは両手では数えきれない。私にとっても身近なもので言えば、バーズ・アンティノア討伐作戦において使用された魔導装甲車にも彼女の技術が活用されている。魔導審問会にとって、彼女は貴重な協力者だ。

　そして、今日この場に私が訪れたのも、その魔道具マグナフアクト絡がらみだ。決して彼女にアトリを紹介しに来たわけではない。

「本題に入ろう。例の『腕輪』、見せてもらえるか？」

　うずくまりながら脳天をさすっていたニアは、その一言でスイッチが入ったようにぴょんと立ち上がった。

「にゃっふっふ、待ってましたにゃ。このニアの自信作、とくとご覧あれにゃ」

　自慢げな様子で、ニアは机の上に無造作に置いてあった二本の腕輪を手に取った。一ヶ月ほど前、ニアと連絡を取って製作を依頼しておいた魔道具マグナフアクトである。

「見た目は普通の腕輪だな」

　しかし、依頼通りの品が出来上がっているのであれば、この腕輪はある特別な効能を持っているはずだ。大きく息をついてから、差し出された腕輪に片方の手を通してみると、手首を越えたあたりで輪の内側が急速に縮み、腕を締め付けて抜けなくなった。

「わっ」

　何も聞いていないアトリが、驚いて声を上げた。しかし、特に痛みはない。ちょうど装着者の腕の太さで止まるようになっているらしい。

「ふむ……」

　この自動調節機構が、私のオーダーした腕輪の機能……と、いうわけではない。

　お試しあれ、とばかりに無言で微笑ほほえむニアを横目に、私は機能の確認を行った。

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ。集つどいて塁かさなり、かの者を隔てよ。双つ壁カザレフ」

　唱えた呪文に、しかし土霊ノームは反応を見せなかった。障壁も形成されない。静まり返った部屋に、アトリが疑問符に満ちた声を落とす。

「……ど、どういうことですか？」

　首を傾かしげたアトリに、ニアがもう一方の腕輪を差し出す。アトリは恐る恐るそれを受け取ると、私がそうしたように腕に装着し、呪文を唱えた。

「う、水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞よ。病みたるを清め、痛みたるを癒いやせ。治し水エールエル」

　再び、工房に静寂が満ちる。この呪文を唱えれば治癒効果を持った水球が生成されるはずなのだが、しかしそれは発生しなかった。

「……にふっ。大成功にゃ！」

　確かに、依頼した通りの効果だった。

　この『腕輪』は、装着した者の魔法を封じる効果を持っている。

「なるほど……」

　私がニアに頼んだのは、装着者が魔法を使えなくなる腕輪、という内容だけだった。手段は任せていたので、魔法が発動した瞬間に打ち消したり、障壁のようなものを展開して装着者ごと覆い隠してしまったりといった代物が出てくると考えていたのだが。

　まさか、装着者が唱えた呪文そのものを精霊に伝達しないようにするとは。

「やはり、お前に頼んで正解だった。流石さすがの腕前だ、ニア」

　ふざけてはいるが、彼女の腕は本物。紛まぎれもない天才の仕事だ。

「……ガルにゃんが他人を褒ほめるにゃんて。雪でも降るにゃ？」

「し、失礼な奴やつだな。せっかく褒めてやったのだから素直に受け取れ」

「冗談にゃ～。ありがとなのにゃあ」

　ペロリと舌を出すニアの横で、アトリが何かに気づいたようにハッと顔を上げた。

「ガルノーせんぱい……これって、もしかして」

「ああ」

　ニアに、このような効果を持った腕輪を作らせた理由は一つ。

「これは、敵性魔導士を拘束するための道具だ。傷つけることなく、半永久的にな」

　それを聞いたニアは、まるで初めからそれがわかっていたかのように苦笑した。

「やっぱりにゃ。そんなことだろうと思って、装着者を傷つけるような機能はつけなくて正解だったのにゃ。……でも、攻撃魔導士と見れば即刻処刑が審問会の原則だったはず。傷つけず拘束するだけなんて、一体どういう風の吹き回しかにゃ～？」

　ニアの質問には答えず、アトリに視線を向けると、彼女は本当に嬉うれしそうに笑った。

　笑顔を、守る。

　私は、あの魔王人形との戦いを……いや、人形剣士ドールブレイブの監察任務を経て、最初に志した正義と、これから歩んでいくべき道を思い出した。力無く虐げられる民の、あるいは隣の大切な誰かの、笑顔を守る正義の審問官。

　これは、その最初の一歩だ。

　攻撃魔導士を死をもって裁くのではなく、魔法そのものを罰する。命ではなく力だけを奪い、処刑を伴わずに無力化する。そうすることで、笑顔がひとつ守れる。バーズのような、本当なら失われることのなかったはずの笑顔を、ひとつひとつ守っていくことができる。そう信じての、これは第一歩だ。

　──生きてさえいれば、何度でもやり直せる。

　あの愚直な剣士が、そう謳うたった夢物語をなぞるように。

「どういう風の吹き回し、か……」

　私はこれまで、ずっと奪い続けてきた。今さらひとつでも多くの笑顔を守りたいなど、虫のいい話かもしれない。

　しかし、私にはどうしても守りたいものができてしまった。

　悪と断じた攻撃魔導士でさえ、あるいはモーゼットのような邪悪な存在さえ、アトリにとってはひとつの命だ。目の前で奪えば、きっと姉の死を思い出して彼女は笑顔を曇らせる。それがどんなに正しいことだったとしても。彼女がどんなに強い覚悟を決めて魔導審問官の道を選んだのだとしても。

　私はアトリの笑顔を守りたい。

　内勤が終わり、実務に出る前に、そのための『手段』を手に入れたかった。

　羨ましかったのかもしれない。ブレイス・フロイドロックの生き方が。

　風が吹き回ったとすれば……あの薄紅色の風に、あてられたのだ、私は。

「昔と見違えるくらい丸くなったにゃ、ガルにゃん。そんな風に柔らかく笑うにゃんて」

「わ、笑ってない」

「にはは、確かに笑ってたのにゃ～」

　ぐっ……このやり取り、前にもした気がするぞ。

「でも、良いことにゃ。……ガルにゃんが『悪い魔法使い』を処刑するたび、自分自身の心まで殺し続けてるように、にゃーには見えていたから……にゃーの魔道具マグナフアクトでその負担を少しでも軽くしてあげられるなら、職人冥利に尽きるにゃ」

　ニアの満足そうな笑みが、アトリへと向けられる。

「一目見て、すぐにわかったにゃよ。ガルにゃんが丸くなったのは、きっとアトリにゃんのおかげだにゃ？　親友として、お礼を言うのにゃ」

「そ、そんな！　わたしはまだまだ、大したことはできていませんっ」

　慌てて謙遜するアトリだったが、私は彼女に大層救われたと思っている。ニアの言う通り私が変わったのだとすれば、アトリの影響によるところが大きいだろう。

　だが、私を変えた出会いと別れということであれば、見過ごせないものが他にもあるのだが……ニアには、またの機会に語るとしよう。

「……さて！　それじゃあもうひと頑張りして腕輪を改良するにゃ！」

「なに？　今からか？」

　そろそろ日も暮れて暗くなる時間帯だ。作業にどれだけ時間がかかるのかはわからないが、本腰を入れるには遅い気もする。数日くらいかけてもらっても構わないのだが。

「一流の職人は妥協をしないにゃ。ガルにゃんは拘束に使うって言ってたのにゃ？　ただの腕輪のままじゃ簡単に壊したり外したりできちゃうから、もう一工夫ほしいのにゃ。頑丈に作るとか、鍵をつけるとかにゃ～……」

「根を詰めるのはいいが、無理はするなよ？　倒れられなどしても困るからな」

「にふふ、ガルにゃんが心配してくれるにゃんて。やっぱり雪が降るのにゃ～」

　いちいち茶ちや化かすな、まったく。

　その後、ニアは私たちの手から腕輪を外し、机の上に製図用紙と一緒に広げてうにゃうにゃと唸うなり始めた。散らかった部屋を見かねたアトリが甲か斐い甲が斐いしく掃除に取り掛かる。

「……そういえば。もう暗くなってきたけど、どうするにゃ？　泊まっていくにゃ？」

「ん？　いや、普通に宿を取るつもりだが」

「え～ツレないにゃ。久しぶりにガールズトークに花を咲かせたいにゃあ」

「断る。お前はアトリに余計なことを話しそうだ」

　すると、掃除の手を止めてアトリがぽつりと呟つぶやいた。

「……ガルノーせんぱいの昔のお話、聞きたいです」

「ちょ、アトリっ!?」

　思わぬ伏兵である。あいにくと、彼女に語って聞かせるような立派な昔話はない。むしろ、学生時代の思い出なんて恥ずかしいことだらけだ。

「にはは、決まりにゃ。二人とも、今夜は寝かさないにゃ～」

「ま、待て。勝手に話を……ん？」

「どうしたのにゃ？」

　……何か、聞こえる。

　窓の外から、微かすかに。こちらに向かって、何かが降ってくるような音。

「……ッ」

　直感が告げる。まずい。

「解放リベルタ、完き壁ブエルカザレフ！」

　懐から魔丸マゴールを取り出し、即時展開した障壁で私とアトリ、ニアの三人を囲い込む。

　ほぼ同時に、爆音と閃せん光こうが迸ほとばしった。

「ぐ……ッ」

　まるで雷が直撃したかのような衝撃に、工房の屋根が爆はぜ飛ぶ。崩れ落ちてきた瓦が礫れきと煙で、障壁の外が瞬く間に埋め尽くされた。

　待つこと、数秒。煙が晴れた頭上には、薄暮の空が広がっていた。

「な、何事だ、これは……」

　突如として訪れた惨状に、頭が追い付かない。隣のアトリも同様だ。しかしニアだけがどこ吹く風と能天気な声を上げる。

「いやー、派手に吹っ飛んじゃったにゃあ。でも、星を見ながらパジャマパーティーも、なかなか洒落しやれたもんにゃよ。雨も降らなそうだから安心していいのにゃ」

「できるか！　……っじゃなくて、何をそんな悠長に構えている！」

　何かの直撃を受けて、工房が半壊したというのに。

「ニアお前、誰かに恨みを買ったりは……してそうだが」

「失礼しちゃうにゃ……これはにゃーのカワイイ教え子のやらかしたことだにゃ。敵意や害意はないのにゃ。ただ、コントロールがあまり上手じゃないから、にゃーの見てない所で勝手に使わないよう注意しておいたんにゃけど……あとでお説教だにゃ」

　教え子……？　爆弾の作り方でも教えているというのだろうか。

「まあ、屋根が吹っ飛んだくらいならすぐ直せるのにゃ。掃除してもらったアトリにゃんには、悪いことしちゃったんにゃけど」

「えっ。い、いえ、わたしは大丈夫ですっ。ガルノーせんぱいのおかげで、怪け我がもなくて済みましたし。ありがとうございますっ、ガルノーせんぱい」

「あ、ああ……そうだな。怪我がなくて何よりだ」

　何だ、この緊張感に欠けたやり取りは。それとも、これを異常事態だと捉えている私の方がおかしいのだろうか。

　見通しの良くなった工房から街並みを見下ろしてみると、そこかしこが色とりどりに煌きらめいて、まるで星空を見ているようだ。爆音を聞いて集まってきた住人のざわつきも合わせて、街が眠る気配を微み塵じんも感じない。噂うわさには聞いていたが、何とも賑にぎやかな場所だ。

「おい、今の爆発で、旅人が向こうでぶっ倒れたってよ！」

　ふと、ざわめきの中からそんな言葉が聞きとれた。屋根が吹き飛ぶ騒ぎさえこの街の住人には日常なのかもしれないが、なるほど旅人となれば話は違うか。障壁越しでも凄すさまじい音と光の暴力だったからな。

「ガルノーせんぱい」

「ああ。行こう」

　多くの言葉を交わすことなく、私はアトリの提案を受けた。

　彼女は治癒魔法の使い手で、献身的な回復魔法使いヒーラーだ。見知らぬ旅人であろうと、手の届く場所で傷つき倒れているのなら、駆け付けて癒いやす。そういう少女だ。

　そして私も、そんなアトリの想おもいを無下に断る理由など持ち合わせない。

「行ってらっしゃいにゃよ～」

　ニアに見送られ、アトリと連れ立って路地を駆け、ざわめきの集まる方へと向かう。

「道を開けてくれ。負傷者がいると聞いた」

　人を掻かき分わけて進む。まるで祭りの最中のようだ。

　しばし歩くと、慌てた様子で呼びかける少女の声が聞こえてきた。大丈夫、だとか、しっかり、だとか。となれば、そこに倒れているのが件くだんの旅人で間違いないだろう。

　声を取り囲んでいた最後の人垣を押し分ける。




「ねえっ、しっかり！　しっかりしてっ、ブレイスくんっ！」




　同時に、少女がハッキリとそう口にした。

　……ブレイス、だと？

　彼女は今、ブレイスと言ったのか？

　周囲から、ざわめきが消えたように感じられた。

　ぐったりと地面に倒れ込んでいる、よくよく見知った背格好の青年。

「なぜ、ここに」

　彼がそこにいることに、強烈な違和感を覚える。

　示し合わせて、巡り会ったわけではない。全くもって、偶然の邂かい逅こう。

　二ヶ月前に別れを告げ、何ど処ことも知らぬ遠くへと旅立っていった人形遣い。次に再会するのはずっと先のことだろうと思っていた、あの男。

「ブレイスさんっ!?」

　人形遣い、ブレイス・フロイドロックが、そこに倒れていた。

「えっ、だ、誰……」

「……何があった！」

　アトリと二人、駆け寄って身体からだを揺する。が、しかし反応は無い。戸惑う少女に目を向けると、彼女は震えながら首を横に振った。

「わ、わからないの。急に、苦しそうにし始めて……！」

　先程の爆発に驚いて倒れたものと考えてここへ来たが、どうやら違ったらしい。そもそもブレイスなら、その程度で驚くようなことはないはず。訝いぶかしむ私に、少女は続けた。

「た……倒れる前に、彼女の名前を、叫んでて」

　彼女？

「……ッ」

　その単語で、間抜けにもようやく気づく。

　ブレイスの姿を一目見た時に覚えた、強烈な違和感の原因。

　それは、ブレイスがここに倒れていたことではなく、彼が一人でそこにいたこと。

　あり得てはならないはずの光景だった。左手を突き出すように倒れている、その先に。




　まるで人形のように、力なく座り込んで微動だにしない、リネットの姿があった。




「……アトリ！　水をッ！」

　反射的に、叫んでいた。

「水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよ！　病みたるを清め、痛みたるを癒いやせ！　治し水エールエル！」

　僅かに声音を揺らしながらも、しかし毅き然ぜんと唱えられた呪文。生成された水球が、倒れ込んだブレイスの全身に降り注いだ。

　怪け我がを治し、病毒を清め、生命力を回復させる魔法。気つけにも利用できる回復魔法を浴びてしかし、ブレイスは目を覚まさない。いや、眠っているだとか、気を失っているだとか、その程度の話ではない。

　ブレイスは今、間違いなく生死の境を彷徨さまよっている！

　眠っていても、気を失っていても、片時も離さず糸をつなぎ続けていたはずのリネットが、今はこうして放り出されていることこそが、その証左だ！

「一体、何があったというんだ……！」

　何な故ぜブレイスがこの街にいたのか、この二ヶ月どこを旅してきたのか、一緒にいたこの少女は誰なのか。山ほどある尋ねたいことの全てが、しかし今はどうでもいい。

　あってはならないんだ、こんなこと。

　貴様が、リネットと糸をつないでいないなんてことは！

「っ、脈は……」

　いつもブレイスが左手にしていた手袋を外し、手首に触れて脈拍を取る。弱々しいが、脈はある。然しかるべき治療を施せば、まだ間に合う……！

「彼を工房まで運ぶ！　誰でもいい、手伝ってくれ！」

　人混みに呼びかけると、すかさず数人の大柄な男性が進み出た。ぐったりと動かない身体からだを慎重に抱え上げ、アトリの案内で運んでいく。ニアの工房になら、役に立つ道具が何かあるかもしれない。

「ど、どうしよう……あたしのせいで、ブレイスくんが……！」

　今にも泣きそうな顔で呟つぶやきながら、少女はアトリたちについて行く。取り残された私は、残るリネットの身体をそっと抱き上げた。ブレイスと共にいた時には触れることすら許されなかった、彼女の身体を。

「……こんなに、軽かったのだな」

　思わず口をついて出た自分でも驚くほどに悲痛な声に、当然リネットは答えない。

　虚うつろな瞳からも、否いや応おうなく人間味を感じさせてきたあの光は失われている。

　厳然と突きつけられる、「リネットは人形である」という事実。かつては受け入れられたその感覚は、人形遣いの不在ただひとつで悍おぞましい寒気に変わる。

「こんな細身のどこに、私を抱え上げるような力があるというんだ」

　精一杯の軽口を叩たたいてから、私も工房へ向かった。

　頼む。目を覚ましてくれ、ブレイス・フロイドロック。

　久々の再会が、こんな形であってなるものか……！




「……………………っ」

　微かすかな息遣いが、聞こえた。

　横たえられたベッドの上。痛みに呻うめくような声を漏らした後、ブレイスはゆっくりとその瞼まぶたを開き、窓から差し込む朝の光を受け入れた。

「あ……っ、ブレイスさん！」

　それに気づいたアトリが、駆け寄って彼の顔を覗のぞき込こむ。

　目を、覚ましたか。……良かった。

　胸を撫なで下おろすと、自然と微笑が浮かぶ。それがどうにもむず痒がゆく、私は目覚めたブレイスにかける憎まれ口を探す形で誤ご魔ま化かした。

「……いつかと、立場が逆になったな」

　あの時は、私は五日もの間眠り続けていたそうだが。ブレイスの方はたった一晩でこうして目を覚ました。改めて、この男の常識外れぶりに感心する。

「アトリ……ガルちゃん……？　何で、ここに……」

　うわごとのように呟くブレイスに、溜ため息いきで応じる。

「それはこちらの台詞せりふだ。他にも聞きたいことは山ほどある……が」

　横たわったままのブレイスの腕を取り、彼が無事に目覚めたらそうすると決めていた通りに、私はその手にあの『腕輪』を装着した。

　こんなことに、使う予定はなかったのだが。これは仕方のないことだ。

「何、だ……これ」

　わけもわからぬまま腕輪を嵌はめられたブレイスの視線が、ある一点を捉えて固まる。

　ベッドの傍かたわらの椅子に横たえられて動かない、リネットの姿を。

「リ、ネっ……！」

　目を見開いて上体を跳ね起こし、痛みに言葉を失う。ブレイスの身体からだに目立った外傷はなかったが、彼が感じているであろう激痛は私にも覚えがある。魔法の酷使による激しい負荷と、それに伴う衰弱だ。

「だ、ダメです、まだ起きちゃ！」

　慌てて制止するアトリにも構わず、ブレイスは左手を伸ばして呪文を唱えた。

　こうまで平静を失っているのは、無論、リネットとの「糸」が途切れていたからだ。

「土霊ノームよ、我が友よ！　絡つなげ、繰たぐれ、半らなる糸アンギニヨル！」

　土霊ノームは、応えない。紡がれるはずの糸は、腕輪によって無効化されていた。

「はっ……？　何だよこれ。どうして……どうして糸が出ねえ！」

「ちょっとした細工だ。貴様の魔法を封じさせてもらった」

「何だとッ!?　何でそんなこと……この腕輪のせいか！」

「……今の貴様にはどうしても必要な措置なんだ。理由はちゃんと説明するから、今は無理にその腕輪を外そうとしないでくれ。余計に体力を消耗してしまう。私が持っている鍵が無いと外せないようになっているから、今は大人しく……」

「ふざけんな、さっさと外せよッ！　リネットが……！」

　リネットは、だらりと両腕を放り出し、いずれともない虚空を見つめ、力なく椅子に身体を預けている。誰が見ても彼女が人形であることに疑いは持たない、そんな様子で。

　以前とは違い、糸が切れてもリネットが独立して動き出すことはない。あの日、あの戦いで、「その魔法」は切れてしまったから。

　だからブレイスが糸をつないで動かさない限り、今のリネットは文字通りの人形だ。これだけ取り乱すのも痛いほどわかる。

「……いいから！　大人しくしていてくれ！」

　二人のつながりを阻むかのような残酷な行為に胸が痛むのを抑えながら、それでも私は猛然と叫ぶブレイスを制止する。

　私がこうして『腕輪』を用いてまでブレイスの人形操術を禁じているのには、ちゃんと理由がある。しかし、ブレイスがこの様子では落ち着いて説明もできないだろう。どうにかして彼の頭を冷やさなくてはなるまいが……。

「ブレイスくんっ！」

　そんな思案を巡らせていると、寝室の扉から泣き声が飛び込んできた。

「ク……クロシェ？」

　ブレイスが名前を呼んだ少女……彼が倒れた時、すぐ傍そばにいたという彼女、クロシェール・フィーリエは、ブレイスが起きているのを確認すると、たちまち目に涙を溢あふれさせ、駆け寄って抱き着いた。

「うええええっ、良かったぁああっ！　死んじゃったかと思ったよぉおおっ！」

「あっ……う……」

　子供のように泣なき喚わめく少女に毒気を抜かれたのか、ブレイスの表情からだんだんと怒りが消え、困惑の色に染まっていく。

「待って……状況を、整理させてくれ……。俺はどうしてここで寝てたのか、この腕輪は何なのか、そもそもここは何ど処こで、何でガルちゃんたちがいるのか……」

「それは、にゃーからまとめて説明するのにゃ」

　クロシェが開け放ったままの扉から寝室に入ってきたニアが、のんびりとした足取りで彼に近寄りながらそう告げた。

「あんたは……？」

「ニア先生っ」

　クロシェの呼びかけに首を傾かしげたブレイスに向かって、ニアは怪しい笑みを浮かべた。

「初めまして。にゃーの名前はニア・ニャルネリア……十年前、そこの人形ちゃんの中身に使われている『魔核』を製作した魔道具職人にゃ」




　驚きよう愕がくするブレイスに、ニアは現状を事細かに説明していった。

　自分とクロシェの関係が、彼女に魔法理論を教えている先生と生徒だということ。昨夜そのクロシェの傍でブレイスが突然倒れてから、この工房に運び込まれて一晩中眠っていたこと。私やアトリがここにいる理由、私に製作を依頼された腕輪のこと。その腕輪をつけている限りブレイスは魔法を使えず、外す方法は私かニアが持つ鍵を使うしかないということ。そこまで聞いたところで、ブレイスは我慢できずに口を開いた。

「何で、そんなもん俺につけたんだよ」

　当然の疑問だ。普段はむしろ温厚な方のブレイスが、初対面のニアに食って掛かるほどに……彼がリネットに「糸」をつないでいないこの状況は普通ではないのだ。

「それはブレイスにゃん、キミが魔法を使い過ぎて倒れたからにゃ」

「……いつもはこんなことねえよ。魔法が原因で倒れたのなんて初めてなんだ」

　ブレイスは、リネットと出会ってから十年間、一度も「糸」を途切れさせたことはなかった。起きていても眠っていても、常に「半らなる糸アンギニヨル」を発動し続けていた。それがブレイスにとっての日常であり、勿もち論ろんそれで倒れることなど今まで一度もなかった。

「それはもう昔の話にゃ。今はもう『魔核マギアトム』が空っぽだにゃ？」

　リネットを指差して、ニアがピシリと指摘する。

　そう。一度も「糸」を切ったことがないというのは、モーゼットの魔王人形と死闘を繰くり広げたあの日までの話だ。ブレイスが左腕ごと「糸」を切られたことで、ゼペットの込めた魔法が発動し、リネットが目覚め……そして、再び眠りについた、あの日までの。

　原因があるとすれば、やはりあの日の出来事で……そして、魔核マギアトムの製作者でもあるというニアは、ブレイスの身に起きている異変に見当がついている様子だった。

「……魔核マギアトムって、何なんだ？　空になる前と今とで、何が違うんだよ？」

「ふみゅ。キミが眠っている間に、にゃーもガルにゃんから色々と話は聞かせてもらったんにゃけど……キミたちの認識の通り、でっかい魔丸マゴールで概おおむね的確にゃ」

　ただし、と指を立てて付け加える。

「通常の魔丸マゴールと異なるのは、莫ばく大だいな量の魔素を蓄えて機能し続けること、そして魔素を失うと失った分だけ周囲から吸収すること。この二点だにゃ」

　ブレイスが何一つわからないと言わんばかりの沈黙を返す。

　魔丸マゴールは、途中まで詠唱した魔法を封じ込めておくことのできる魔道具マグナフアクトである。丸薬の形をした結晶体に、対応する属性の精霊……魔素を充じゆう填てんし、後から「解放リベルタ」と詠唱することで魔素が消費され、魔法が発動する。その際、急激な魔素の枯渇によって魔丸マゴールは崩壊する。

　一方で魔核マギアトムには、一度きりの使用制限はない。込めた魔法を発動しても単発では終わらずに発動し続ける。そして魔法を維持するために必要な魔力を、周囲の大気や生命体から吸収し続けることで補い、崩壊を防ぐ自己修復機能を備えている。

「すっごくわかりやすく説明すると、ブレイスにゃんは糸の魔法を魔核に吸い込まれ続けているんだと思うのにゃ」

　魔核マギアトムはリネットの体内に存在している。そこには、大気も生命体も存在しない。では、一体どこから魔素を取り込むのか……答えは簡単だ。

　ブレイスのつなぐ「半らなる糸アンギニヨル」。

　土霊ノームを縒より上げて作った糸は、魔核マギアトムにとってはご馳ち走そうなのだろう。魔核マギアトムは糸を吸い込んで魔素を補充し、ブレイスはそれに気づかず無意識に糸を生成し続ける。結果、知らず知らずのうちにブレイスは疲弊し、昨日の爆発のショックが引き金となり、一気に魔核マギアトムに糸を呑のみ込こまれついに限界を迎えて昏こん倒とうした、というのがニアの見立てだった。

　これが、ブレイスに魔法を使わせるわけにはいかない理由。

　このまま、かつてのようにリネットに糸をつなぎ続けようとすれば、魔核マギアトムがブレイスの生命力までも吸い上げていき……、

　遠からず、ブレイスは命を落とす。

「……何だよ、それ」

　説明を聞き、しばらく沈黙してからブレイスが吐き出したのは、そんな静かな激情を秘めた声だった。

「そんなことで、俺とリネットを引き裂こうとしたってのかよ」

　ニアも、クロシェも、アトリも……この場にいた全員が、その発言に言葉を失う。

「あの時……俺がぶっ倒れる前、声が聞こえたんだ。リネットの悲鳴が。もう聞こえなくなっちまったと思ってた、リネットの声が！　確かに聞こえたんだ！」

　誰にともなく、ブレイスは叫ぶ。憤りを顕あらわにするかのように。

「あの爆発はまるで、雷みたいな光と音だった。リネットは、昔から雷だけは苦手だったんだ。嵐のたびに、大きな音に怯おびえて、震えた声で強がりを言うんだ。ブレイスがいるから大丈夫、怖くない、って。……今、リネットはひとりだ。たったひとりで、怖くて寂しい思いをしてる！　俺以外の一体誰が、リネットに寄り添ってやれるってんだよッ！」

　捲まくし立たてながら、外せないと言っておいたはずの腕輪に無理な力を込める。

「食い足りねえから食ってるんだろ、魔核マギアトムってのは。だったら俺は、糸をつなぎ続ける！　魔核マギアトムに魔素を食わせ続けて、元通りに満たしてやれば、またリネットの声も聞こえるようになるはずだろ！　だからさっさと、この腕輪……」

　ぱしっ、と短い打撃音がして。

　吠ほえ声ごえにも似たブレイスの言葉の雨は、そこでピタリと止やんだ。

「……っ」

　アトリが、ブレイスの頬ほおを張ったのだ。

　何が起こったのか誰も理解できない、そんな沈黙が数秒ほど続き。しゃくりあげるような呼吸の後に、悲痛な叫びが静寂を打ち壊した。

「死んじゃったら、意味ないじゃないですかッ！」

　アトリは、泣いていた。

「ブレイスさんが死んじゃったら、誰がリネットちゃんにもう一度糸をつないであげるんですか……！　死んだらそれで終わりだって、あなたが言ったんですよっ！」

　彼女がここまで感情を……怒りを剥むき出だしにするのは、思えばこれが初めてのような気もした。いつも優しく微笑ほほえみ、相手を思いやり、慈愛の心を絶やさず、辛つらい出来事にも気丈に振舞い続けてきたアトリの、初めての怒り。ブレイスの自殺にも似た無謀な自己犠牲に対しての、これは戒めだ。

　流石さすがにブレイスもアトリが見せた迫力に怯ひるみ、黙り込む。他でもないアトリが「大切な人の自己犠牲によって取り残された側の人間」だということは、ブレイスも知っての通りだ。救われる痛みを、残される苦しみを、アトリは誰よりも知っているからこそ、今この場で誰よりも強い言葉でブレイスを咎とがめられる。

「リネットちゃんだけじゃありません。あなたのために泣いてくれる人だって、すぐ傍そばにいるじゃないですか。そんな人の前で、自分が死ぬかもしれない事態を、軽々しく『そんなこと』だなんて口にしないでください……！」

「そ……そうだよっ」

　自分のことだと思い当たったらしいクロシェが、アトリの言葉に同意する。

「まだ知り合って間もないけど、あたしはブレイスくんが死んじゃったら悲しいよ。それに、ブレイスくんがいなくなったらリネットちゃんは本当にずっとひとりになっちゃう……そんなのって、辛つらいよ。『もしかしたら』の希望が絶たれるのが、人は一番辛いの」

　二人の表情を交互に眺めてから、ブレイスは両手で顔を覆い、深い溜ため息いきをついた。

「……でも、じゃあどうすりゃいいんだよ……」

　答える者はいない。誰も答えは持ち合わせない。

　糸をつながなければ、リネットはずっと動かない。

　糸をつなげば、ブレイスには死が待っている。

　どちらの道を選んでも、ブレイスが望む未来は……笑顔でリネットと再会するという未来は訪れない。ただ緩やかに、希望が朽ちていくだけだ。

　長い沈黙を破るように、工房の玄関のドアが叩たたかれる。

「ふにゃ？　お客さんかにゃ……ごめんにゃー、今取り込み中でー」

「構わん。行ってこい。ブレイスのことは我々に任せろ」

「……お言葉に甘えるにゃ」

　ニアを見送ってから、うなだれるブレイスへと向き直る。

「……なあ、ブレイス・フロイドロック」

「何だよ、ガルちゃん」

「私は、きっと見つかると思うぞ」

　顔を上げたブレイスと目が合う。全くもってらしくもない、弱気な表情。

「貴様の言っていた『どうすりゃいいか』がだ。元々、あてもなく探すのは貴様の得意分野だろう。どんなに途方もない道でも、望みの薄い夢物語でも、信じて突き進む諦めの悪さが貴様の取り柄だったはずだ。だから今回も、きっと何か方法がある」

　何も気休めではない。事実、十年間追い続けた無謀な夢を、ブレイスは一度手にしているのだ。見つけようとすることを諦めない限り、この男はきっと見つける。

「せっかく、何かの巡り合わせでこうして再び見まみえたのだ。そんな情けない面を、いつまでも私に晒さらしてくれるな」

　生きてさえいれば、何度でもやり直せる。だから立ち止まらずに笑顔で前を向け。

　それが貴様たち、人形遣いの矜きよう持じなのだろう？

「……はぁ。なんかガルちゃんには、いつも言いくるめられてばっかだな」

「ふっ、失礼してくれる。貴様が勝手に納得しているだけだろう」

「また笑った」

「笑ってない」

　そんなくだらないやり取りの後、私とブレイスは同時に噴き出した。

　呆あつ気けにとられたようにぽかんとしているアトリとクロシェを後しり目めにひとしきり笑い合った後、ブレイスが言葉を紡ぎ出した。

「……わかったよ。みんなの言う通りだ。俺も死なないし、リネットも見捨てない。そんな方法を見つけてみせる。俺だって、俺自身の手でみんなの笑顔を奪うなんて真ま似ねしたくないしな。……ごめんな、アトリ」

「……いえ。わたしこそ、はたいたりしてすみませんでした。リネットちゃんに、怒られちゃいますね」

「いや、流石さすがにリネットもさっきのは俺が悪いって言うと思う」

　冗談を言って微笑ほほえむ。アトリの表情にも、笑みが戻っていた。

「……にしても、よく笑うようになったな、ガルちゃん。いつもしかめっ面でブスーっとしてたのが嘘うそみたいだぜ。やっぱ笑ってた方がずっといいよ、あんたは」

「ぬ……ぬかせっ」

　貴様の方がよっぽど、笑顔以外は似合わない。

「……驚いたにゃ。任せておいたら本当にいい感じの雰囲気になってるのにゃ」

　そこへ、ニアが戻ってきた。傍かたわらには、来客と思おぼしき男性が……、ん？

「キミへのお客さんだにゃ、ブレイスにゃん」

　紹介された男性の姿を見て、最初に声を上げたのはブレイスとクロシェだった。

「「レッちゃん」」

　それを受け、短く咳せき払ばらいをして眼鏡をクイッと直す動作に、私は見覚えがあった。

「まさか……ユークハルト・レッド三等か？」

　そう、レッド三等だ。支部は違うが、数年前に何度か任務を共にしていたことがある。温熱魔法を扱う補助魔法使いサポーターの青年で、私をよく慕ってくれていた後輩。彼は私の姿を認めると、胸章に手を当てて微笑んだ。

「今は二等であります。お久しぶりです、ギルトフッド一等。まさかクオーヴルにおいでとは驚きました」

「ほんの私用でな。レッド二等こそ、ブレイスと面識があったのだな」

「ええ。昨日会ったばかりではありますが……そのブレイスが、突然倒れてこちらに運び込まれたと耳にしましたので、様子を見に来ました」

「何にゃ何にゃ、こうも知り合いばかり集まるにゃんて。面白いこともあるものにゃ～」

　先程の様子を見るにレッド二等は、ブレイスだけでなくクロシェとも面識があるようだった。聞けば二人は幼おさな馴な染じみらしい。確かに、偶然集まったにしては出来過ぎた話だ。

「無事……とは言えないかもしれませんが、ともかく大事無く何よりです、ブレイス。昨日の後遺症が残っているのであれば、応急処置した僕の落ち度でもありますから」

「……後遺症？　ブレイス、どういうことだ？」

　問い詰めると、ブレイスは罰が悪そうに頭を掻かき……レッド二等と出会った経緯を告白した。雪の中で倒れていたところを、たまたま吹雪の調査に訪れていたレッド二等に発見され、救助してもらったのだと。

「……呆あきれた奴やつだ。昨夜倒れたのは、二回目だったというわけか」

「具合悪かったなら、言ってくれればよかったのに……」

「いや、クオーヴルに着いた時にはもうすっかり元気だったんだよ。レッちゃんの温熱魔法で、ちゃんと身体からだも温まってたし、体力も十分戻ってたし」

　苦笑いで釈明するブレイスだったが、クロシェは罪悪感でしょぼくれてしまっていた。

「しかし、何な故ぜまた貴様はそのような場所にいたのだ？　たまたま迷い込んだというわけでもあるまい」

「……なァに。ちょっとあの吹雪を止めて、笑顔にしてやりたい奴がいてな」

「吹雪を……止める、とはどういうことだ？　ブレイス」

「あれはただの天災じゃない。引き起こしてる『吹雪の主』がいる」

　声音も鋭く、ブレイスは断言した。

「その吹雪の主を倒せば、吹雪が止まるということか？」

「そうなるだろうな。俺はそいつを倒すために、吹雪の中に向かったんだ。結果は、無様に返り討ちだったけど」

　魔獣ハンターであるブレイスが挑むということは、その吹雪の主は魔獣ということか。しかし、あの『人形剣士ドールブレイブ』が返り討ちに遭うなど、よほど手て強ごわい相手か……あるいは、魔核マギアトムの影響による不調が原因だろうか。

　レッド二等が眼鏡を直し、ブレイスに尋ねる。

「……ブレイス。昨日ははぐらかされましたが、貴方あなたやはり、あの吹雪の主が何者なのか知っているのではないですか？　雪を操る魔導士……その正体を」

「…………」

　黙して答えないブレイスの代わりに、誰にともなく呟つぶやいたのはクロシェだった。




「……やっぱり、ルフナが？」




　彼女のその言葉を聞いた瞬間、レッド二等が血相を変えて叫ぶ。

「クロシェッ！　貴女あなたはまだ、彼女のことを……ルフナのことを、忘れられていないのですかッ！」

　街路にまで響き渡るような剥むき出だしの怒声に、しかしそれを向けられたクロシェはまるで怯ひるむこともなく、同じくらいに大きな声で怒鳴り返した。

「忘れるわけないよっ！　一瞬だって、忘れたことなんかないっ！　あたしたち、三人いつも一緒だったじゃん！」

「……！　ですから、もう……！」

　今にも取っ組み合わんばかりの勢いでぶつかり合う二人。

「落ち着け、レッド二等」

「……っ、一等……っ」

　私がレッド二等を、ブレイスがクロシェを宥なだめ、落ち着かせる。レッド二等がこれほど取り乱すなど珍しい。少なくとも私は目にしたことがなかった。

「ルフナとは、一体誰のことだ？」

「……幼おさな馴な染じみです。クロシェと、同じ……」

「大切な、人だよ。とっても大切な……」

　それだけ口にした二人は揃そろって、とても「大切な幼馴染」に想おもいを馳はせているとは考えられないような悲痛な表情を浮かべていた。

　まだ忘れられていないのか、という言葉。過去に何かあったのか？

　吹雪と何らかの関係性が？　……いや、むしろ。

「まさか、そのルフナという人物が、吹雪の主なのか？」

　名前が出てきたタイミングを思えば、自然、そのような推測に至る。

　魔獣ではなく人間？　つまり、吹雪を操る攻撃魔導士？　攻撃魔導士が絡からんでいるのであれば、魔導審問官であるレッド二等が吹雪の調査に訪れたというのも納得できる。

　しかし、魔獣以外は斬らないのがブレイスの信条だったはず。彼が吹雪の中で戦い敗北したという吹雪の主が、人間であるとは考えづらい。

　一体、どちらが正しい？　吹雪の主とは、何者なのだ？

「……それは、違います。そんなはずは、無いのです……」

　力なく否定したレッド二等は、それきり黙り込んでしまった。レッド二等は吹雪の主が何者であるか知らない様子でいた。なのに何な故ぜそう言い切れる、と問とい質ただそうとした私に先んじて、ブレイスが口を開く。

「吹雪を止めればわかることだろ。クロシェやレッちゃんにそんな顔させるのがあの吹雪ってんなら、なおさら、吹雪を止めることが二人のためになるはずだ」

　右の拳を左の掌てのひらに打ち合わせ、ブレイスは大きく息を吐いた。

「だったら、俺たちが止める」

「……ベッドの上で吐ける大言か。病人は大人しく寝ていろ。そもそもリネットと糸をつなげない今の状態で、何と戦えるつもりでいるのだ」

　確かに『人形剣士ドールブレイブ』は強い。危険級、災厄級といった恐るべき脅威度の魔獣をこれまでにも相手取り、勝利を納めているほどに。

　だが、あくまでそれはリネットとの連携あってのこと。ただの剣士としてしか戦うことのできない今のブレイスでは、その真の実力を発揮できない。

「勘違いすんなよ、ガルちゃん。何も一人で戦おうなんて考えちゃいない。吹雪は止めるし、そのためにリネットともう一度糸をつなぐ方法も見つける。全部、一秒でも早くだ」

「無む茶ちやを言うな」

「俺一人なら無茶かもな」

　言い放ち、笑う。

　そして、蚊帳の外で成り行きを見守っていたニアに向き直り、ブレイスは告げた。

「ニアさん。俺に、『魔核マギアトム』の制御の仕方を教えてくれないか」

「ふにゃ？　制御……にゃ？」

　疑問符を浮かべたニアに、ブレイスは続けた。

「ようは、糸を引っ張られないようにすればいいんだろ？　魔核マギアトムの吸収量を俺がコントロールできるようになれば、意識を持ってかれることもなくなるんじゃないか？」

「……残念にゃけど、それは無理にゃ。魔核マギアトムが周囲の魔素を吸収する強さは、枯渇の度合いによって決まるにゃ。外部から制御することはできないのにゃ」

　やはり、そう都合のいい話は無いか。ニアの入れ知恵で解決できることなら、わざわざ『腕輪』を嵌はめてまでブレイスの魔法を封じる必要もない。

「けど、糸をつなぐ方法ならあるにゃ～」

「お、あるんだな！」

　……何だとっ。

「そ、そんなものがあるなら早く言え、ニア！」

「んにゃ、正直オススメしたくなかったにゃ。下手すると命の危険があるのにゃよ」

　重々しく告げられたその言葉に、アトリが立ち上がって抗議した。

「ダメです！　ブレイスさんが死んでしまう危険があるなら、どんな方法でも許可するわけにはいきません！」

「アトリにゃんがそう言うと思って、にゃーは黙ってたにゃ。……けど、アトリにゃんのような回復魔法使いヒーラーの協力があれば、危険はグッと抑えることができるにゃよ」

「え……っ」

「その上で聞くにゃ、ブレイスにゃん。かなり辛つらい荒療治……んにゃ、特訓になると思うにゃけど。それでもこの方法を試してみる覚悟が、キミにはあるかにゃ？」

　愚問だった。

　私だけでなく、この場にいる誰もがそう思ったことだろう。

「死なない程度にだったら、いくらでも必死になってやる。教えてくれ」

　大切なリネットともう一度糸を結ぶ方法があるのなら、選択しない理由はない。

　神妙に唾を飲んだアトリに微笑ほほえみかけてから、ニアは獲物を見つけた肉食獣のような不敵な笑みをブレイスに向けて宣言するのだった。

「よろしいにゃ」

　そう一言告げ、ニアはブレイスの腕輪を外した。無機質な金属音に、緊張が高まる。

「……いいのか？」

　私の問いにニアはこくりと頷うなずき、ブレイスへと向き直った。

「では……これからにゃーのことは『先生』と呼ぶのにゃっ！」

　そう言い放った彼女の顔には、実に楽しそうな笑みが浮かんでいた。
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「ほらほら、どうしたにゃア！　息が上がってるにゃよッ！」

「はッ、はッ……くそ！　まだまだ！」

　ブレイスが目を覚ましてから数日。

　クオーヴルの丘の上にある広場で、物珍しさに集まった大勢の見物人に囲まれながら、ブレイスとニアは『特訓』に精を出していた。

「どんどん行くにゃ！　立ち止まってると当たるにゃよ！」

　そう言いながら、ニアは広場に鎮座した巨大な箱状の金属塊に両手を突っ込む。まるで液体に差し入れたかのようにすんなりと飲み込まれた彼女の腕が、すらりと鋭い摩擦音と共に引き抜かれた時、その右手には長剣が、左手には斧おの槍やりが握られていた。

　これは『武装箱アーセナル』という名の、ニアお手製の魔道具マグナフアクト。念じた通りの形状の武器を瞬時に生み出すという驚異的な発明品だ。ただ巨大な金属塊であるが故に持ち運びに難があり、普段は広場に放置された面白オブジェとしてクオーヴルの住人に愛されているらしい。

「避よけるか、弾はじくか、受け止めるか。キャッチできたら自分の武器にしてもいいにゃ」

　言いながら、ニアは取り出した長剣と斧槍をブレイスに向けて惜しみなく投げつける。小柄な体たい躯くからは想像もつかないような投とう擲てき力は、彼女が両肩に取り付けた『豪肩鎧カタパルト』という魔道具マグナフアクトによって強化されたもの。真まっ直すぐに飛んで行った武器が、無防備に立ち尽くすブレイスに襲い掛かる。

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよッ！　連ねば縺もつれ、定めば綻ぶ、されば従えよ、縦ほしいまま！　専心の糸グランギニヨルッ！」

　先に投げられた長剣がブレイスに届こうかという刹那。

　舞い踊るように飛び込んできた薄紅色の風が、空中で長剣の柄を掴つかみ取とり、飛来した斧おの槍やりを叩たたき斬った……かに見えた。

　しかし、激しくぶつけ合わされた二つの武器は、ほぼ同時に鈍い音と共に砕け散った。手先から重みが失うせたことでバランスを崩したリネットがよろめきながら着地する。

「……ぶはっ」

　ブレイスの顔面に滝のような汗が浮かび上がる。今のはかなりの消耗であったらしい。

『半らなる糸アンギニヨル』ではなく、『専心の糸グランギニヨル』によるリネットの操作。それこそが、ブレイスの特訓における最大の鍵だった。




「魔核マギアトムに糸を引っ張られるなら、それよりも強い力で引っ張り返せばいいのにゃ」

　ニアが示した方法とは、単純に強くなること。

　戦闘訓練によって肉体を、短時間に集中して魔法を行使することで精神を。共に鍛え上げ、魔核マギアトムに引っ張られることのない強い生命力を手に入れる……という、肉体派のニアならではの清すが々すがしいまでの脳筋理論。

　無数の糸を生み出し両手で操作する『専心の糸グランギニヨル』は、魔法の主導権を握るという意味では非常に優れていた。ただし戦闘のような激しい運動を行うとすぐに疲弊してしまうそうなので、接続は長くて数秒のみ。戦闘中、重要な局面で発動することによって戦況を大きく動かす、切り札的な役割をリネットが担う。

　加えて、断続的にでも糸をつなぐことで、魔核マギアトムに魔素を注ぎ込み続ければ。ブレイスの生命力を奪おうとする根本の原因である魔核マギアトムの枯渇状態も緩和できる。ブレイス自身の肉体と精神を鍛えながら、魔核マギアトムの飢えも満たしていく、一挙両得の解決手段。

　初めは一方的な支配と操作がポリシーに反するからと渋っていたブレイスだったが、意地を張って破滅するよりも拘こだわりを捨てて強くなることがリネットの笑顔を取り戻す近道になると考え、彼は一時の間『半らなる糸アンギニヨル』を封印する決心をした。

　魔核マギアトムに引きずり込まれないよう、より強い力で引っ張り返すという感覚を掴んだのか、以降のブレイスは魔法を使っても意識を失って倒れたりはしていなかった。万が一の場合には、ハラハラと不安そうに見守っているアトリが回復魔法を使用する準備もある。

　とはいえ、綱渡りの荒療治であることに変わりはない。少しでも気を抜けば、無数の糸ごと一気に魔核マギアトムに引きずり込まれて食い殺される。それでもブレイスはその極限の緊張感と戦い、少しずつながらかつての感覚を取り戻していった。

　……ただ、倒れた時に確かに聞いたというリネットの声は、もう一度糸をつないでも聞こえることはなくなっていたそうだ。




「せっかくの武器が壊れちゃったみたいにゃあ？」

　ニアが残念そうに言う。私にしてみれば、今のリネットの動きは全くもってらしくないものに見えた。

　いつものように『専心の糸グランギニヨル』で操作されたリネットなら、あんな斧おの槍やりの一本や二本、斬撃の風圧だけででも両断できるだろう。かつては飛竜ワイバーンの首を落とすほどの勢いを見せた彼女の剣は、今や影もない。斬撃の瞬間にこそ込めるべき力が丸ごと抜けているかのような弱々しい剣筋。ピースを欠いたパズルにも似た、強烈な違和感。

　私にはまるで、己の得手たる剣の扱いそのものを忘れてしまったかのように見えた。

「っ、はあっ、はあ……っ、この！」

　息を荒らげるブレイスは、「糸」を維持する時間に限界を感じたらしく、リネットを大きく後方に退かせてから魔法を解除した。支えを失ったリネットが、くたりと力なく座り込む。……何とも歯は痒がゆい光景だった。

「にゃ～？　ホントにそれでいいのかにゃ～？」

　挑発的に問いかけながら、ニアは『武装箱アーセナル』から次々と武器を取り出していく。曲剣、刺突剣、両手剣。『豪肩鎧カタパルト』の補助で軽々と投げつけられたそれらの武器は、ブレイスの腕力では掴つかむことすらできない。舌打ちしながら躱かわし続けるも、地面に突き刺さっていく無数の武器が次第にブレイスの行動範囲を狭めていく。

「ほう、上う手まいな……」

　ニアの投とう擲てきは巧みだった。ブレイスが回避する方向を直感的に予測し、進行方向を的確に狙って妨げる。やがて囲い込まれるように右にも左にも動けなくなったブレイスに、ニアは『武装箱アーセナル』から取り出した剛弓を向けた。

「にはは、チェックメイトにゃ」

「……あー、くそっ！　もう一回だ！」

　悔しそうに叫ぶブレイス。周囲の野や次じ馬うまからは拍手が起こる。上等な演舞を見ている感覚らしく、「もっと女の子の方を出せー！」という、傍はた目めにしては的を射た野次さえ飛んできた。そう、今のブレイスの直接の敗因は、リネットを前に出さなかったことだ。

　一応ルールとしては、『武装箱アーセナル』が空になるまで武器を出し尽くさせたらブレイスの勝ち。今のように、囲い込まれて身動きが取れなくなった時点でブレイスの負け……ということになっているようだ。

　リネットの発揮する驚異的な膂りよ力りよくや瞬発力をもってすれば、追い込まれた状況からでも強引に打開することが可能かもしれない。しかし魔核マギアトムに力を吸われる関係上そうそう無闇に乱発もできず、必然、専心の糸グランギニヨルは最も効果的なタイミングに打たなければならない手だ。切り札の切り所を見極める間、ブレイスは防戦一方で逃げ回ることになる。

　しかし、これまで魔獣に対しては攻め一辺倒の戦闘スタイルだったブレイスだが、こと防戦となるとこれほどまでに衰えるとは。何だか珍しいものを見ている気分になる。

「ダメにゃよ、ブレイスにゃ～ん。自分が前に出て戦いたいっていう気概は認めるにゃけど、もっとリネットちゃんを主軸に据えて立ち回らないと力負けするし、何よりそれじゃ特訓にならないのにゃあ」

「……わかってっけど」

「それに、吹雪の中で戦うならなおさらにゃ。ブレイスにゃんは寒さでろくに動けなくなっちゃうにゃけど、リネットにゃんは寒さを感じることはないのにゃ。今はとにかく、専心の糸グランギニヨルを使える時間を延ばしていって、リネットにゃんをメインに戦う動きを身体からだに叩たたき込こむのにゃ～」

「わかってっけどぉ！　あーッ、次だ次ッ！」

「にはははッ、元気だにゃ！　勿もち論ろん休ませるつもりはないからかかってくるにゃあ！」

　吠ほえる猛犬、嘲あざ笑わらう猫。その様子を気が気でないといった表情で見ていたアトリが、似合わない溜ため息いきをこぼす。

「平気か、アトリ」

「ガルノーせんぱい……その、正直心臓に悪いです」

　当然だろうな。彼らが行っているのは訓練用の木剣等を用いた模擬戦ではなく、触れれば傷つく実戦用の武器での立ち回りだ。加えてブレイスはいつ自分に牙を剥むくとも知れない爆弾を懐に抱えているも同じ。そんな極限状態、見ているだけでも心臓が張り裂けそうになるというのは容易に想像できた。

　しかし、それでもアトリは「万が一の事態があれば自分が治療する」という役割を果たすため、目を細めながらも健けな気げに特訓を見守っていた。

　……優しい子だ。

「アトリちゃんっ」

　背後から、快活な少女の声が届く。

「クロシェちゃん」

　ニコニコと太陽のような笑顔で手を振ってきたのは、クロシェ。ニアを先生と呼び、レッド二等と幼おさな馴な染じみであるという、とにかく元気な少女だ。その手には、大小様々のパンが溢あふれんばかりに詰め込まれた籠を携えている。

「お疲れさまっ！　二番通りのパン職人リウトさん特製のパン、たっくさん買ってきたから、このあとみんなで食べよっ」

「わあ、美お味いしそう……！　ありがとうございます、クロシェちゃん」

「いいのいいのっ。あたしはこれくらいしかしてあげられないからさ」

　ブレイスとも出会ったその日に打ち解けたというほどに人懐っこい性格の彼女は、歳としの近いアトリともすぐに仲良くなった。近々クオーヴルで開催されるというお祭りを一緒に回る約束もしたらしい。

　審問会では周りが年上ばかりだったし、こうして同い年くらいの友達ができたのはいいことだ。姉のことや旅の経験もあって、実年齢より成熟して見えるアトリだが、それでもまだ遊びたい盛りの年頃。せっかくの休暇、もっと羽を伸ばさせてあげるのも、先輩審問官としての私の役目だ。

　クオーヴルにはニアの作った『腕輪』の機能の確認のために訪れたが、クロシェの薦めもあって、それが済んだ後も私たちはこうしてクオーヴルに滞在している。何せ、アトリがお祭りを楽しみにしているからな、うん。そう、アトリがな。

　と、その時。ニアの投とう擲てきした槍やりに、リネットの手から剣が弾はじき飛とばされるのが見えた。同時に、すぐ傍そばでブレイスが倒れ込むように膝をつく。

「ブレイスさんっ！」

　アトリが駆け寄ったが、どうやら意識まで失ってはいないようだ。山を一つばかり越えたかと思うほどに荒い息を吐きながら、おぼつかない足でブレイスが立ち上がる。

「だ、大丈……夫」

「大丈夫じゃないですっ！　一旦やめ！　休憩にしますよっ！」

「う……わ、わかった」

　アトリの剣けん幕まくにブレイスも大人しく従い、特訓は切り上げとなった。

「お昼っ、お昼っ。なっにかにゃ～」

　こちらへ楽しそうにぴょこぴょこと歩いてくるニアの背後。ブレイスはどこか落ち込んだ表情で、リネットの肩と膝裏を両腕でそっと抱え上げた。見物人も徐々に散っていき、私たちだけとなった広場で、休憩用のベンチに腰掛けて昼食を広げる。

「じゃーん！　街一番のパン職人と名高いリウトさんのパンだよ。いつも大人気ですっごい行列できるんだー」

「にゃっほう、やったのにゃ！　クロシェはいい子なのにゃ～褒ほめてつかわすにゃ～」

　愛いとし子ごに頬ほおずりするようにニアが抱え込んだパンから、何とも食欲をそそる香りが漂ってくる。クロシェは自分の料理を振舞うかのように、一人一人にパンを配ってくれた。

「いい香り……。ありがとうございます、クロシェちゃん。いただきますっ」

「どーぞっ！　絶品だからゆっくり味わってねっ」

「ん、美う味まかったごっそさん」

「はやっ!?」

　気づけば既に、というべき速度でブレイスは自分のパンを平らげていた。

「ちょ、ちょっとお！　そんな急いで食べないで！　絶品だって言ったじゃん、もっと大事に食べてよねーっ！」

「わ、悪い悪い。ニアさん……じゃなかった、先生の特訓、見ての通りのスパルタだからめちゃくちゃ腹減るんだよ……」

　ばつが悪そうに弁解しつつ、しかしブレイスはクロシェの手元のパンをじっと見つめ、いかにも物欲しそうに口を半開きにしている。犬か。

「……そんなにお腹なか空すいてるなら、あたしの分も食べる？」

「や、ありがてえけど。流石さすがにそれは悪いしな……クロシェはそんな量でいいのか？」

「う、うん。あたしはほら、そんなに運動してないし！」

　目を泳がせながら遠慮を見せるクロシェの姿に、ブレイスはしばし考え込んでから何かに気づいたように「ああ」と手を打った。

「もしかして、レッちゃんに太ったって言われたの気にしてる？」

「ちょっとぉおッ！　何で言うのかなあ！　デはデリカシーのデでしょぉーッ!?」

　顔を真っ赤にして意味不明な反論をするクロシェの頭に、ブレイスがからから笑いながらポンと手を乗せた。

「ははは、気にすんなって。沢山食べないと大きくなれないんだぞ？」

「んなっ、も、もうっ、子供扱いしてーっ！」

「ふふっ……」

　頬ほおを膨らませる少女と能天気に笑う青年の姿にどこか兄妹きようだいのような微笑ほほえましさを見たのか、アトリがにこにこと可愛かわいらしい笑顔で二人のやり取りを見つめていた。

「……沢山食べないと大きくなれない。大いに正論にゃ。けどにゃ、少年……食べれば大きくなれるとは、限らないのにゃ」

「ニアの言う通りだ。言葉は選べ、ブレイス」

「ええ……何で俺が責められてんの……？」

　貴様に我々の悲哀と覚悟は推し量れまい。

「いや、けど実際さ。クロシェって沢山食べさせたくならないか？」

「……まあ、それは少しわかるな」

「えっ、どういうことそれっ」

　一人困惑するクロシェをよそに、ニアもアトリも、果ては近くを通りすがっただけの一般職人Ａさんまでもがうんうんと神妙に頷うなずく。

「見てるとほっとけないっていうか、エサあげたくなるっていうか。そう、小動物っぽい可愛さがあるんだよな」

「かわっ……!?」

　クロシェが顔を真っ赤にして黙り込む。

　大いに賛同できるもっともな喩たとえだが、ブレイスよ、先刻のクロシェも腹を空すかせた飼い犬にエサをやる気分で貴様にパンを勧めていたのだと思うぞ。

「……にゃははーん？」

　そんなクロシェの様子を見て、ニアが何やら下世話な笑みを浮かべた。

「な、なにっ、ニア先生っ」

「にゃふっ、何でもないのにゃ～」

　……まったく。どうせ無意識なのだろうが、罪深い男だな、ブレイスも。

「そ、それよりっ。特訓はどう、順調？」

　クロシェの強引な話題逸そらしに、ブレイスは頬ほおをかいて歯切れ悪く答える。

「あー、いや、なかなか上う手まくやれなくてさ……今はまだ雲を掴つかむみてえに手探りだ」

　視線の先には、先程リネットの手から弾はじかれて地面に深々と刺さったままの剣。

「……あんな風に、リネットが武器を取り落とすなど初めて見たぞ」

　それは単純に言えば、あのリネットが力負けしたということだ。それも、『専心の糸グランギニヨル』を使った状態……普段の数倍の出力が得られているはずの状況で。

「ああ。いつもの感覚が取り戻せなくってな……。一応、心当たりはあるんだ。俺が気を失って倒れた時、リネットの悲鳴が聞こえたって言ったろ？」
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「っ、ごほっ、ごほっ！」

　クロシェがパンを喉に詰まらせてむせ始めた。ゆっくり食べないか、そそっかしい。

「悲鳴を出す時、剣を振り抜く時。身体からだに力が入るはずだよな。けど、そのための力が、うまく込められない……どうしてか糸を通してリネットの身体に力を込めようとすると、そこで集中が途切れちまうんだ」

　だから、斧おの槍やりを砕き損ねたり、剣を弾はじかれて取り落としたりしたわけか。

「力のバランスがリネットの方に傾くと、俺の方は魔核マギアトムに意識を引っ張られる。悲鳴を聞いて倒れたのも、多分そういうことだったんだ。……それを俺が無意識に恐れちまってるのか、それともリネットの方が無意識に俺を心配してくれてるのかは、わからないけど」

　ベンチに横たえられたリネットの顔を、ブレイスが悲しそうに見つめる。それを見て、ニアが落ち込む彼の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「にゃーに、反復を続ければ慣れて感覚も掴つかめるのにゃ。それに、特訓をこなせばこなすほど、魔核マギアトムも魔素で満ちていくのにゃ。手探りでも、前には確実に進んでいるのにゃよ」

　ニアの前向きな発言に、少しだけブレイスの表情に笑みと闘志が戻る。

「ありがとな、ニア先生。……けど、あまりのんびりともしてられない。戦えるようになったら、早いとこ、あの『吹雪の主』にリベンジしないと」

　ブレイスは、魔核マギアトムに魔素を注ぎ込みリネットを以前の状態に戻すという長期的な目標の手前に、先日吹雪の中で戦って大敗を喫したという吹雪の主との再戦を見据えていた。

　視界が悪く、寒さによる震えと足元に積もった雪によって身動きが大きく制限される環境下。先程ニアも指摘していた通り、そこで活躍するのはリネットだ。災厄級の魔物すら一撃のもとに下してきた超人的なパワーとスピードは、彼女が寒さを感じない人形であるがゆえに、吹雪の中にあっても衰えることはない。

　魔核マギアトムの問題を解決するために特訓して強くなり、身につけた強さで吹雪を止めるために戦う。努力は人を裏切らないという訓示を子供に読み聞かせる物語のような、正しく論理的で段階的な解決法。

「……ねえ。ブレイスくんはさ」

「ん？　何だ、クロシェ？」

「どうしてあたしたちのために、そこまでして戦ってくれるの？」

　笑顔、でありつつも、少しの不安を浮かべた表情。自ら危険な戦場へ赴こうとするブレイスを、クロシェはただただ心配しているように見えた。

　ただ魔核マギアトムの枯渇を克服し、リネットと再び糸をつなげるようになることだけが目的ならば、吹雪に挑む必要はない。黙って待っていれば、レッド二等を始めとした審問官が調査を進め、部隊を派遣して対処するだろう。

　しかし、わざわざ極寒の中での戦闘を想定した特訓を行っている通り、ブレイスは吹雪の主に再び挑もうとしている。

　ブレイスは、吹雪を止めることがクロシェとレッド二等のためになると言っていた。二人のために剣を取り、糸を手た繰ぐって、戦う。ブレイス・フロイドロックがそうする理由なんてものは、私にしてみればわざわざ問うまでもないことだった。

「人を助け、笑顔にするのが、俺たち人形遣いだからな」

　師の教え。人形遣いの矜きよう持じ。彼と彼女が貫いてきた生き様。

　クロシェたちの笑顔を曇らせる吹雪を、人形遣いとして、晴らす。

「……そっ、か」

「そのためには、まず感覚を取り戻して強くならないとだけどなッ、と」

　ぽつりと呟つぶやいて黙り込んだクロシェをよそに、食事を終えたブレイスは勢いよく立ち上がり、ぐるぐると腕を回し始めた。

「うっし、特訓再開だ、ニア先生！」

「元気があってよろしいにゃあ！　ビシバシ行くから覚悟するにゃよ！」

「あっ、ちょっと！　無む茶ちやはダメですよっ！」

　監督役のアトリに笑いかけてから、再びリネットの身体からだを大切そうに抱き上げ、さっきの場所まで歩いていくブレイス。ふと、何かを思い出したように振り返り、静かなままのクロシェに尋ねた。

「なあ、クロシェ。ルフナって人が、前に言ってた花火を見せたい相手なんだろ？」

「……っ」

　顔を強こわ張ばらせ、息を呑のむクロシェに、ブレイスは優しく言葉を続けた。

「何か悲しいことがあって、今は離れ離れになっちまったんだろうけど。あの吹雪を止めることが、クロシェやレッちゃん、そしてルフナの笑顔に繋つながるのなら……俺はそのために喜んで剣を取る。だからそんな悲しい顔しないで、笑って待っててくれ」

　それだけ言い残して、ブレイスはニアのもとへと歩いていく。

「……うん」

　届くはずもない微かすかな声で、クロシェが呟く。

「うん……っ」

　彼女の頬ほおは、ほんの少しだけ赤く染まって見えた。




　夕刻。みっちり一日分の特訓を終え、ヘトヘトに疲れ切ったブレイスを引きずってニアが向かった先は……、

「お風呂にゃっ！」

　クオーヴルきっての浴場職人ギアーズ氏が建築したという、温泉施設だった。

　広々とした空間、独創的な内装、ほどよい温度の湯……北リブウェルム支部の大浴場に勝るとも劣らない趣だ。聞けばギアーズ氏はリブウェルムの生まれで、故郷の湯を再現するべくこの浴場を設計したらしい。なかなかに見所のある人物だ。

　私とアトリ、ニア、クロシェは、ちょうどいい時間帯に来られたらしくほぼ貸し切り状態の浴場で、今日一日の疲れを湯に流していた。

「アトリにゃん、今日はお疲れ様だにゃ。緊張を解かずに横から見てるだけが実は一番疲れるのにゃ。労ねぎらいの意味も込めて、背中を流して差し上げるにゃ～」

「え、遠慮します……」

　対面初日のセクハラが尾を引いているのだろう、アトリはニアを警戒して距離を取っていた。ちゃんと見張っていないと、こいつはまた何か変態行為を働きそうだ……。

「ねえ、アトリちゃん」

「はい？」

「……ホントにあたしと同い年？」

「ど、どこ見て言ってるんですかっ」

　ぱしゃりと水面を波立たせ、アトリは肩まで湯に沈んだ。しかしそう聞くクロシェも、全然小さくはないというか……まだ若いのだし、伸びしろを感じる。

「……おい。何をいやらしい目つきでニヤついている、変態猫」

「失礼しちゃうにゃ。にゃーとガルにゃんだったら同い年なことに何の疑問もないにゃーって思ってただけなのにゃ～」

「そんなにグーが欲しかったのか。素直にそう言えばいいものを」

「冗談にゃ。持たざる者同士、仲良くするのにゃ」

　その括くくりは惨めすぎるからやめろ。

「えー。でも、ガルちゃん、スタイルはすっごく良いと思うけどなーっ」

「そ……そうか？　そうか。ありがとう」

　そうかそうか。ふふん。

「それだけ美人でスタイルも良くて仕事もデキるお姉さんなら、周りの男の人も放ほっとかないんじゃない？」

「よ、よせ。あまり褒ほめるな」

「そうそう。中身がこれだからにゃ～」

「……ニア。褒めるなとは言ったが、貶けなせとは言ってない」

　睨にらんでみたものの、ニアは愉快そうににへにへ笑うばかりだ。

「クロにゃんの言う通り、ガルにゃんは見た目も結構いいし成績も優秀だったもんにゃから、学生時代はそりゃもうモテモテだったのにゃ。でも性格はキツいし、喧けん嘩かっ早ぱやいし、理想もムダに高かったから、言い寄る有象無象の男子生徒たちは無惨にもバッサバッサと断られまくって……とうとうついたあだ名が、『鉄壁の女』にゃ」

「そ……そんな風に呼ばれていたのか？」

　全然知らなかったぞ。というか、単に障壁魔法の使い手だからじゃないのか。

「あの頃のガルにゃんは周りが皆ライバルに見えてたから、馴なれ合あい無用って感じでだーれも寄せ付けなかったのにゃ。ただ純粋に友達になりたいって子もいたのに。そうこうしてるうちに男の子は『鉄壁』を恐れて誰も寄り付かなくなって……気づけばこの歳としにゃ」

「飛躍しすぎだろう！」

　確かに、今まで浮いた話の一つもなかったのは認めるが……魔法学府ヴイツセルダ卒業以来、十年以上離れて過ごしていたニアに、何な故ぜ今までのことまでわかるのだ。

「えーっ、もったいないなー。ねえ、理想が高かったって言ってたけど、ガルちゃんはどんな男の子だったらオッケーしてたの？　どんな人がタイプ？」

「おっ、コイバナにゃ？　いいにゃいいにゃ、ガールズトークバッチコイだにゃ～」

　な、何だこのノリは。クロシェとアトリが、期待を込めた眼まな差ざしでこちらをジッと見つめている。……クロシェはともかく、アトリ、お前まで……。

「……別に、特段理想が高かったわけではない。あの年頃の男どもは、皆がさつで不ぶ躾しつけだったから、それが嫌だっただけだ。真面目で、礼節を重んじ、優しく思いやりのある相手であれば、私とて無下にはしなかったさ」

「だからそれが理想高すぎって言ってるのにゃ～」

「特にお前のようながさつで適当な奴やつは私の苦手なタイプ筆頭だ、ニア」

「にふふ、ツレないのにゃ～。絶壁の青春を共に過ごした仲じゃないかにゃ～」

　過ごしたくて過ごしたわけではない。同室にされたから仕方なくだ。

「あ、あのっ。ガルノーせんぱいは、レッド二等のことはどう思ってるんですかっ」

　アトリが意を決したような表情で、突然そんなことを尋ねてきた。

「レッド二等？」

「前に、一緒にお仕事をされてたんですよね？　真面目で、優しそうで、礼儀正しいお方だったので……その、どう思ってたのかな、と……気に、なって……」

　だんだん消え入るような声で、縮こまっていくアトリ。

　……ううむ、そう言われてみればそうなのだが。

「確かに、良くできた後輩で頼りになったし、私を慕ってくれていたのもありがたくはあったが……別に意識するというほどではなかったかな」

　審問官同士、ただの仕事仲間だという認識もお互いにあっただろうし、何より彼が私に向けてくれていたのも純粋な憧れだった。変な目で彼を見るのは失礼だったろう。

「それに、これは重要なことだが……レッド二等は緑茶党だ。基本的に器用で、料理などもそつなくこなす家庭的な面もあるのだが……緑茶党なんだ。この意味がわかるな？」

「知らねーのにゃ……」

「紅茶党の私とは、決して相あい容いれないということだ……人として、決して悪く思ってはいないのだが。とにかくそういうわけもあって、彼を特別に想おもうことは特になかった」

　それを聞いたアトリが、視線を泳がせながら湯に顔を沈めていった。

「そ、そうですか……ぶくぶくぶく」

「顔が真っ赤だぞ、アトリ。湯あたりでもしたのか？」

「い、いえっ！　平気ですっ」

　そうは言うが、ますます顔が赤くなるばかりだ。心配していると、ニアが何かに気づいたようにニマーと怪しい笑みを浮かべる。

「にゃははーん」

「……何だ。ニヤニヤして」

「にゃふっ、何でもないのにゃ～」

　パシャパシャと楽しそうに湯を跳ねさせながら、ニアは意味ありげに笑う。

「クロにゃんはレッドにゃんと幼おさな馴な染じみだったにゃ。彼のことはどう思ってるのにゃ？」

「あたし？」

　そうだ。元々吹っ掛けてきたのはクロシェだからな。

「うーん……確かに面倒見が良くて優しいお兄ちゃんなんだけど……それ以上のことは特にないかなぁ。あたしの好みはもうちょっと、強くて頼りになる感じの人だし」

「……何だか彼がちょっと不ふ憫びんに思えてきたのにゃ」

「それに、そもそもレッちゃんは昔からあたしよりルフナのことが好きだったからね」

　……ルフナ。

「二人の、幼馴染……だったか」

　クロシェやレッド二等の口から詳しく聞いていないため、その素性や今どこで何をしているのか、といった事情までは知らない。吹雪とどう関係しているのかも。二人の態度から、過去に何かがあったことは察せたのだが、どうも深く踏み入る気にはならなかった。

「その子のこと、聞いてもいいか？」

　少し遠慮しつつ尋ねると、クロシェはにこやかに頷うなずいて口を開いた。

「あたしね、職人を目指してこの街に来る前は、ここより遠くのサンシュチアっていう小さな村に住んでたの。ハルちゃん……レッちゃんと、ルフナと、いつも三人一緒だった」

　クロシェは頭上を仰ぎながら、尊い記憶に想い馳はせるように静かに語る。

「ルフナはね、あたしと同い年の女の子で……いつも無口で、あまり表情の変わらない子だったの。うん、リネットちゃんに少し似てるかな？　肌が白くて、すぐ日に焼けちゃうから、外で遊ぶのは苦手で、よくお家うちで本を読んでるような大人しい子だったんだ」

　元気の塊のようなクロシェが、そんな性格の少女と仲良くしているところは、あまり想像がつかなかった。

「知り合ってすぐの頃は、何考えてる子なのかよくわからなくて、ちょっと怖かったんだけど……初めて笑顔を見た時、この子は人よりほんの少し不器用なだけなんだって、ちゃんと笑ったり怒ったり泣いたりする普通の女の子なんだってわかって。それからはもっとルフナのことを知りたくなって……ふふっ。今でも覚えてるなあ、あの夜のこと」

　本当にうれしそうに語るクロシェのこぼす満面の笑みに、ニアも、アトリも、自然と同じような笑顔を浮かべていた。

「もう十年近く前かなあ。サンシュチアの村に、旅のサーカス団がやってきてね。村の夜空に、打ち上げ花火が上がるのを三人で見たんだ」

　花火……確か、特殊な製法で調合した火薬を込めた炸さく裂れつ弾を打ち上げ、迸ほとばしる火炎で空を彩るという技術だ。私は実際に目にしたことはないが、魔法が生み出される以前の大昔においては祝砲として使用されたこともあったと聞く。現代にも残っていたのだな。

「赤い菊。青い牡ぼ丹たん。金色の流れ星に、七色の花畑。藍色の夜空をキャンバスに、光の絵の具で好きな色を描くみたいで……本当に綺き麗れいだったんだ。夢中になって見み惚とれてたら、レッちゃんは眩まぶしくて目がチカチカするって文句言って。そんなことないよねってルフナの顔を見たら……すぅーっごくステキな笑顔で、ルフナが笑ってたの」

　思い出の中のその笑顔にもきっと負けないくらいに眩しい笑顔を浮かべるクロシェ。そのルフナという子のことが、よほど大好きなのだろうな。

「綺麗な花火に見惚れて、初めて笑ってくれたルフナの横顔が、私は何年経たってもずっと忘れられなくて……その笑顔をもう一度見るために、私は花火職人を目指してこのクオーヴルに移り住んできたってわけ」

「クロにゃんは、思い立ったらまっすぐな子だからにゃ～」

　確かに、大した行動力だ。

「クロにゃんがクオーヴルに来た時、この街に花火職人はいなかったから、にゃーが基礎から魔法理論を教えることになったにゃ。もう何十回も弟子にしてくださいって押しかけてくるもんだから、流石さすがのにゃーも困ったのにゃ～」

「えへへ……その節はありがとうですっ、ニア先生」

　つまり、ニアにノウハウを教わって、かつて魔法の存在しない時代には火薬弾だった花火を、魔道具マグナフアクトとして再現しているということか。面白い試みだ。

「花火は、空に描く芸術だから……離れていてもどこからでも見えるはずって、そういう願いを込めて頑張ってるんだっ」

「つまり、今はルフナとは離れ離れに暮らしているということか」

「……うん。色々、あったの」

　クロシェは少し悲しそうに笑顔を曇らせて、それ以上は語ろうとしなかった。

「大丈夫です、クロシェちゃん。きっと、ブレイスさんが何とかしてくれますよ」

「ブレイスくんが？」

　きょとんとしたクロシェに、アトリは優しい笑顔を浮かべながら、かつてのブレイスの武勇を語って聞かせた。

　人々の笑顔を奪わせないために、数々の危険な魔獣と戦い続けてきたこと。

　災厄の名を冠する巨大な魔獣にも、恐れず立ち向かったこと。

　どんなに絶望的な状況でも、目の前の人の笑顔のためにもがき続けてくれたこと。

　怨念にまみれた死者の魂さえも、救ってくれたこと。

「だから、きっと大丈夫。どんなに強いしがらみがクロシェちゃんとルフナちゃんを遠ざけていたとしても、あの人ならそれを絶ち切ってくれるはずです」

　自身も、愛する姉も、ブレイス・フロイドロックという男に助けられ、救われた。その立場から、確信をもってアトリは断言する。

「まあ、危ないと思ううちは、戦いに行かせたりしませんけど」

「にゃはは。アトリにゃんが見ててくれるなら安心なのにゃ～」

　揃そろって笑うアトリとニアを眺めて、クロシェは湯気にあてられたように頬ほおを上気させ、しっとりと潤った唇でぽつり一言、呟つぶやいた。

「……ブレイスくんってさ。強くて、頼りになるよね」

　ふいに訪れた沈黙。広々とした浴場に響き渡った水滴音に、クロシェはハッとなって一気に頬を赤らめ、ざぶんとお湯に顔を沈めた。ニアが口に手を当て、下げ衆すな笑みで彼女に視線を注ぐ。アトリも少し驚いた様子で彼女の奇行を見ていた。

「な、何か言ってよお！」

　生温かい沈黙に耐えられなくなったのか、クロシェは困り顔で助けを求めた。

「あー……やめておけ。あいつはリネットのことしか頭にないぞ」

「そうですね……」

「にゃー。ちょっと否定できないのにゃあ」

　リネットがこくこくと頷うなずく。

「もう、リネットちゃんまで……って、へ？　リネットちゃん？」

　……ちょっと待て。何な故ぜリネットがここにいる？

「にゃはっ。言いつけ通り、ちゃんとお風呂にいる間も糸をつないでるみたいにゃ。感心感心にゃ～」

　相変わらずの無表情で、湯舟の縁へりに腰掛けていたリネットがひらひらと手を振る。

「糸、だと……？」

「訓練の一環にゃ。男湯に浸つかってリラックスしてる間も、リネットにゃんに糸をつないで身体からだを洗わせるのにゃ。激しい運動じゃなければ平気にゃし、出力をセーブして長時間つなぐ練習にもなるのにゃ～。それに、訓練で身体からだが汚れたままじゃ可哀かわい想そうにゃ？」

　暢気のんきに説明するニアだったが、それどころではない。

　糸をつないでいるということは、つまり……。

「……っ、やぁっ！」

　いち早く気づいたアトリが、顔から下を一気に湯に沈め、リネットに背を向ける。

　そう、糸をつないでいるということは。

「ブレイスにこの光景が、見えているということではないか！」

「[image: ][image: ][image: ]っ!?　きゃああっ、ブレイスくんの変態ーッ！」

　クロシェが勢いよく投げつけた湯ゆ桶おけを、リネットは何食わぬ顔でひらりと躱かわした。





　　　　◇






「ふーっ……」

　何だよクロシェの奴やつ、危ないことするなあ。リネットに当たったらどうすんだよ。

　なんて考えつつ、俺は男湯側で特訓の疲れを癒いやしていた。

　変態とは言われたけど、覗のぞきのつもりなんてない。ニア先生に言われた通り、これも訓練の一環だ。リネットの身体も洗ってやりたかったけど、男湯に連れてくるわけにはいかなかったし。そうなるとリネットに『専心の糸グランギニヨル』をつないだ状態で自分で洗ってもらうことになるわけだけど、糸をつなげばリネットの視界が俺の方に流れ込んでくるのは不可抗力だし。仕方ないだろ、うん。

　ただ、今の騒ぎで集中が途切れて糸が切れてしまった。またつなぎ直す体力までは残ってないし、流石さすがに怒られそうな気もしたから、リネットのことはガルちゃんたちに任せよう。これも訓練、次はこの失敗を活いかしてもっと長く糸をつなげるようにならないとな。

「付き合ってもらって悪いな、レッちゃん」

　隣で湯に浸つかりながら脱力しきっているレッちゃんに声をかける。

「ああ、いえ……僕も、調査帰りでゆっくり休みたかったので、構いませんよ。しかし、やはり何度訪れても……良い湯ですねぇ～……」

　何な故ぜか外さない曇り切った眼鏡を鼻のあたりまでずり落とさせたまま、レッちゃんは心地よさそうな声で答えた。

　リネットに糸をつなぐ以上、万が一の事態がある。『専心の糸グランギニヨル』を使っている間、俺は動けない。湯舟の中で気を失って溺れたら大変だ。なので、吹雪の調査を終えてクオーヴルに戻ってきたレッちゃんに、俺の様子を見張っておいてもらえるようニア先生が頼んでいたってわけだ。

「吹雪のこと、何か進展あったか？」

「……ええ、一応のところは」

　俺の問いかけに、レッちゃんは真剣な表情になって眼鏡をクイッと上げた。

「吹雪の深部まで辿たどり着つく前に遠ざかってしまったので、吹雪の主については依然不明のままですが……吹雪が去って行った方角、そしてこれまでの移動軌跡から、今後の軌道をある程度割り出すことができました」

「おお、凄すごいな！　次は予測した軌道上で待ち伏せできるってわけか」

「お褒ほめにあずかり光栄です、が……ブレイス、貴方あなたはいきなり吹雪の中心部にまで潜り込み、吹雪の主と出会うことができたのですよね？」

「あーあれな。来るかなーって思ってたところで張ってただけだよ。強いて言うなら、ハンターの勘ってやつだな」

「何ですかそれ……相変わらず無む茶ちや苦く茶ちやだ」

　そうかなあ。意外と馬鹿にできないぞ、勘。俺がリネットより優れてる感覚の一つだ。それだけを頼りに戦おうとしたら、見事に負けちまったわけだけど。

「情報収集は任せたぜ、レッちゃん。俺も特訓の成果が出て戦えるようになったら、すぐに吹雪に向かうよ」

「……すっかり、貴方が倒すつもりでいるのですね」

　当然だ。あの吹雪を止めて、クロシェやレッちゃん……そしてルフナの笑顔を取り戻すのは、他の誰でもなく俺の人形遣いとしての役目なんだからな。

「そこまでしてくれるのは、クロシェのためですか？」

「いいや？　あんたのためでもあるぜ、レッちゃん。それに、ルフナって子も。勿もち論ろん一番はリネットの笑顔だけど……俺が戦うことであんたら三人に笑顔が戻るなら、俺はそうしたい。リネットも、きっとそうしたいって言ってくれるはずだ」

　それを聞くと、レッちゃんは溜ため息いき交じりに笑った。眼鏡の向こうに見えた瞳は、どうしようもなく悲しい色に見えた。

「……それは、無理な話ですよ」

「そりゃ今すぐには無理でも、十分戦えるようになれば……」

「そういうことではないのです」

　俺の言葉を制し、レッちゃんは悲しそうな声を絞り出した。




「もう、三人で笑うことは無理なんです。何な故ぜならあの子は……ルフナは、五年前に死んでしまっているのですから」




　……は？

「ど……どういう、ことだよ？」

「言葉の通りですよ。ルフナという少女は、もうこの世にいません。五年前……僕たちの住んでいた村を襲った吹雪に呑のまれて亡くなった。氷漬けになって見つかった遺体の冷たさも、その恐怖と絶望に満ちた最期の表情も、今でも忘れることができません」

　温かい湯に浸つかっているはずなのに、レッちゃんの声は寒々しく震えていた。

「……ですから、三人一緒に笑うなんてことは、もう永遠にできないのです」

　辛つらさを噛かみ締しめるように、俯うつむいて呟つぶやく。どうしようもない現実に浮かべるしかなかったような絶望的な笑みで。

「で、でもクロシェは……」

「あの子は、ルフナがもういないという事実を受け入れられていないのです。未いまだに、現実を認められないでいる。だから……いつまで経たっても、子供だというのに」

「そんな、はず……」

　世界で一番大切に想おもう相手に笑顔を与えるために、花火職人を目指した眩まぶしすぎるクロシェの笑顔が、俺が目を奪われたあの笑顔が、フラッシュバックする。

　あれが……現実逃避だとでもいうのか？




　──どこにいても、どんなに離れていてもちゃんと見えるように




「……違う」

　本能のままに否定する。

　叶かなわない想いなんてない。手に入らない笑顔なんてない。

　クロシェの頑張りは、ちゃんとルフナに届かなきゃ、ダメだ。

　だってそうだろ。そうじゃないと、俺がリネットのために積み重ねてきた全てを、否定することになっちまう。

「ブレイス。貴方あなたまで……」

「違う。……違うんだよ、レッちゃん。俺はあの時、吹雪の中で……女の子の声を聞いてるんだ」

　そうだ。

　あの声の主が、ルフナに違いない。

「ルフナは、ちゃんといる」

「……何ですって？」

　レッちゃんの顔色が変わる。

「どうしてそんな重要なこと、今まで黙っていたのですか」

「黙ってたわけじゃない。聞かれなかっただけだ」

　そう答えると、レッちゃんは眼鏡に手を当てて何かを考え始める。俺にした質問を全部反はん芻すうしているんだろう。

　彼は、吹雪の中で誰かと出会ったのかなんて質問を俺にしてはいない。

「……だとしても、それは絶対にルフナではありません。無関係な全くの別人です」

「何でそんなことが言い切れるんだよ」

「言ったでしょう！　ルフナは死んだのです！　彼女の埋葬にだって立ち会った！　貴方あなたの方こそ、その声の主がルフナであると言い切れる根拠はあるのですか！」

「ねえよ、そんなもん！」

　ただ感情をぶつけるだけの言い合いの末に、先に冷静さを取り戻したのはレッちゃんの方だった。

「……いずれにせよ、吹雪の中心部に向かえばわかることです。ブレイスの言う通り、吹雪の中に少女がいたとするのなら、その少女こそが吹雪の主……豪雪を操る攻撃魔導士ということでしょう」

　そこで、気づく。

　レッちゃんは、大切に想おもっていた幼おさな馴な染じみが、魔導審問官として裁かないとならない攻撃魔導士かもしれないなんて思いたくないんだ。

「……俺も行く」

「ダメに決まっているでしょう、特訓も終わっていないのに。そもそも攻撃魔導士が相手なら、貴方の出る幕ではありません」

「俺がいないと、その子の声だってわからないだろ」

「僕だけなら、温熱魔法と魔導装甲車を駆使してやり過ごすことはできます。ですがブレイス、貴方まで守る余裕はない」

「何とかする」

「……もし貴方に死なれでもしたら、クロシェの悲しむ顔を見ることになるのは僕の方なのですよ？」

「だから、何とかする！　死んでも死なねえ！」

「無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　堂々巡りと踏んだのか、レッちゃんは大きな溜ため息いきと共に折れた。

「……わかりました。協力者としての同行を依頼します。ただし戦闘行為は厳禁。自身の生存を最優先とすること。接敵、確認の後、速やかに退却します。よろしいですね？」

「……ああ」

「僕も可能な限りサポートはしますが、ニャルネリア女史やギルトフッド一等、アデルフィール補佐官……そしてクロシェ。彼女たちの同意が得られなければ、同行は無しです」

「それも、わかった」

　皆に心配をかけるわけにもいかない。けど、立ち止まってられるわけでもない。

「……どうして、そこまで愚直に信じられるのです？」

　根拠はない。確証もない。ルフナは死んだというレッちゃんの言葉からすれば、彼女が吹雪の中で生きているなんて仮説は、信じる価値もないバカげた妄想だ。

　だけどその疑問に、返す言葉は決まっている。

「リネットの笑顔を見るっていう俺の夢は、一度叶かなったから。クロシェの夢も、きっと叶う。そういう未来が、あの子には待ってなきゃダメなんだ」

「……貴方あなたまで、子供じみた理想論ですか」

「あんたのためでもあるって言っただろ、レッちゃん。俺は三人全員に笑顔になってほしいんだ」

　その言葉に、レッちゃんは答えなかった。

「……先に上がります。彼女たちの許可が取れたら、明日の朝、街の正門でお待ちしています」

　浴場を出ようとする背中に、最後の言葉を投げかける。

「絶対に。三人が笑顔になれる未来を、俺は手た繰ぐり寄せてみせるからな」

　案の定、答えは返って来なかった。
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　翌日。

　俺とリネット、そしてレッちゃんは、魔導装甲車に揺られ、吹雪が直撃する予測定点へと向かっていた。

　吹雪の調査に同行することを皆に伝えたら、当たり前だけど物もの凄すごく心配された。

　戦いに行くわけじゃないこと、レッちゃんの温熱魔法と魔導装甲車という保険があることを説明して、彼の魔法を良く知っているガルちゃんと、装甲車の基本設計者だったというニア先生からは、何とかお墨付きを貰もらえた。

　アトリとクロシェの説得が大変だったけど……年長組二人が協力してくれて、何とか許可を貰えた。心配をかけて悪かったって謝るために、何としても無事で帰らないとな。

「ブレイス。吹雪の主がルフナかどうか確かめると、クロシェに言いましたか？」

「言ってないよ。言ったら多分、ついてくるって言うだろうからな」

「……違いありませんね」

　もしものことがあっても一応戦える俺やレッちゃんとは違って、クロシェは戦闘は一切できない。流石さすがにこんな危険地帯につれてくるわけにはいかないよな。

　ちなみに俺は、ニア先生の『武装箱アーセナル』からいくつか剣を造ってもらって持ってきている。戦闘は極力避けるが、護衛の手段は必要だという判断だ。

　糸をつないだりできないよう、リネットを置いていくという提案もされたけど……それは流石さすがに俺が耐えられないのでお断りした。そりゃリネットと離れ離れにされたら何が何でも生き延びるだろうけど、ほぼ丸一日もリネットの顔が見られないなんて、どうにかなっちまう。……という話をしたら、ガルちゃんにはドン引きされた。

　部下の運転で進む魔導装甲車の中、緊張と沈黙を打ち破るように、レッちゃんが先に口を開いた。

「先日、僕が吹雪の主について貴方あなたを問い詰めた時。クロシェが、ルフナの名前を呟つぶやいたのを覚えていますか？」

「ああ」

　あの言葉を聞いた時、レッちゃんは見たこともない剣けん幕まくでクロシェを責めていた。今にして思えば、あれは死んだはずのルフナを忘れられないクロシェに対する……いや、忘れようとしてしまっている自分自身に対する激情だったのかもしれない。

「あの時僕は、クロシェが吹雪に対するトラウマからルフナの名前を口走ったのだと思ったのです。ですが、まだ花火職人を目指しているという話を聞くに、どうやらあの子は本当にルフナの死を認められていないようですね」

　俺だって、まだ本当にルフナが死んだと決めつけているわけじゃない。むしろそれを疑ってるからこそ、こうして吹雪の調査に同行してるんだ。

「……実は、今回と同じなんですよ。五年前の吹雪は」

「え？」

「ルフナを襲った吹雪は、『氷嵐召士テンペスター』と呼ばれる攻撃魔導士が引き起こした、人為的な災害でした。人の手の及ばない雪山の深くに隠れ住み、時折人里に現れては、己の力の誇示のために……罪なき民の命を奪い続けてきた、外道です」

「…………」

　それが本当なら、胸クソ悪い話だ。

　あの幻術士バーズのように、魔導審問会への復ふく讐しゆうに足る理由があったのかもしれない。真実を知らずに、一方的に責めることはできないのかもしれないけど……自分から攻撃魔法を使って人の命を奪った時点で、きっとそいつは間違った。

「……ご安心を。その魔導士は、とうに審問会によって捕らえられ、処刑されました」

「そう……か」

「そんな、人の悪意が簡単に罪なき者の命を奪ってしまう理不尽に対する憤りから……僕は魔導審問官を志しました。根幹は、貴方と同じですよブレイス。幼く無力な命を奪う存在を、この世から排除する。攻撃魔導士が相手か魔獣が相手か、それだけの違いです」

　その言葉は、暗にこう語っていた。

　復ふく讐しゆう心しんを火種に攻撃魔導士の排除に邁まい進しんしたところで、失ったルフナが帰ってくるわけじゃない。あくまで、彼女のような犠牲者をこれ以上出さないために、少しでも世界を平和に導くために、戦う。

　ドルちゃん……ドルドヴェルク特三等のように、疑心暗鬼で無実の人間を処刑してきたような審問官とは、違うように思えた。

「だからこそ……あの『氷嵐召士テンペスター』と同じように、持てる力と悪意のままに誰かの命を奪おうとしている者がいるのなら。僕はそいつを許すわけにいかない」

「……もし、それが大切な幼おさな馴な染じみだったとしてもか？」

「何度も言っているでしょう。ルフナは死にました。貴方あなたが吹雪の中で声を聞いたという少女が、ルフナであることなど絶対にあり得ません」

　力強く断言したが、俺はそうは思わない。

　死んだはずの人間が、生前と同じ姿で、生きてるように動き出すという現象は、「絶対にあり得ない」なんてことはない。……そんな現象を、俺はよく知っている。

　脳裏に過よぎる、かつての兄弟弟子の嗤わらう顔。

　あの時のように、何らかの悪意を持った存在が関わっているかもしれない。

　ルフナは、生きているかもしれない。死んでいるかもしれないけど、死んでいても生きていた時と同じ姿でそこに立っているかもしれない。

　ルフナは「いる」。俺がついてきたのは、それを証明するためだ。

　その後どうするかは、会ってから考える。

「……もっとも、赤の他人の少女であれ、大切な幼馴染であれ、僕の下すべき決断は変わりませんよ。魔導審問官として、変えてはいけない。それがどんなに、僕の心を灼やく決断であったとしても……審問に、私情を挟む余地などあり得ません」

　口ではそう言っているが、その声は震えていた。「あり得ない」んじゃなくて、「あってはならない」「あってほしくない」と、自分自身に言い聞かせているようにも感じた。

　正義ってのは、そんなに窮屈なもんなのか？

　自分の大切なもの一つ、自分で守るって言っちゃいけないのかよ。

「レッド二等。報告いたします」

　再び車内に降りた沈黙に、運転席からの連絡が入る。

「間もなく吹雪の中心部付近に突入。速度を落とし、周辺を警戒しつつ進行します」

「了解しました。何かあればすぐに報告を」

　……いよいよか。

　剣を握る手に、力が入る。

「そう力まずとも、今回は調査だけが目的です。その剣に、出番はありま──」

　言葉は最後まで続かなかった。




　鋭い金属音と共に、

　装甲壁の上半分が消えてなくなった。




「……ッ!?」

　一瞬で白く染まる視界。無防備に座っていた俺たちに、吹雪が容赦なく襲い掛かる。

「くッ！」

　転がり落ちるように車外へと走り出し、剣を構えて周囲に目を走らせる。急激に冷やされた身体からだはうまく動かず、呪文を唱えようにも唇が震えて声が出ない。そしてそれはレッちゃんも同じのようだった。突如訪れた接敵状況に、完全に虚を衝つかれている。

　直後、後方で地鳴りじみた轟ごう音おん。咄とつ嗟さに振り向いて目を凝らすと、そこには装甲壁の上半分が落ちていた。

　装甲壁は消えたんじゃない。斬り裂かれて、吹き飛ばされたんだ。

　俺たちの剣をことごとく破壊した、「あの剣」で。

「く、そッ……！」

　どこからだ。右か？　左か？

　一瞬でも気を抜いたら、俺たちもあんな風に真っ二つにされるのか？

　吹雪によるものじゃないと断言できる寒気が全身を襲う。そうこうしているうちに、足元にはどんどん雪が降り積もっていく。まずい。早く状況を打開しないと……！




「二度と現れるなと言ったはず。どうして、戻ってきたの」




　轟ごう々ごうと唸うなる吹雪の向こうから、不思議なほど鮮明に届いた、冷たい声。

　そして、確かに聞いた「二度と現れないで」と言う言葉。

　間違いない。あの少女の声だ。

「そんなハリボテも、無意味」

　声が、足音と一緒にゆっくりとこちらに近づいてくる。申し訳ばかりの剣を向け、声の主へと目を向けると、そこには。

　真っ白な世界に、不釣り合いに佇たたずむ……赤。

　真っ赤な頭巾フードを被かぶった、雪のように白い肌の少女が立っていた。

「そんな、まさか」

　視界の外から、彼女の姿を見たであろうレッちゃんの声がぽつりと聞こえた。

「……ルフナ」
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　震える声音は、頬ほおを伝う滴は。

　現れた少女が正真正銘ルフナだということを、雄弁に物語っていた。

「水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよ」

　ルフナが呪文を唱え始める。まずい、あの時と同じ……！

「六りつ花かしんしん、積もりて彩れ、白しろ妙たえに。雪化粧チルルチル」

　吹雪による目の錯覚か、ルフナの瞳が揺らめいて見えた。よどみなく唱え上げられた呪文に応じ、視界中の雪が俺たちの身体からだへと集まってくる。

「くっ……！」

　こいつをやられると、身動きが取れなくなる。慌てて雪を躱かわそうとしたが既に遅く、まるでニア先生に武器固めにされた時のように簡単に動けなくなってしまった。

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞よッ！」

「無駄」

　呪文を完成させる前に、目にも止まらない速さで襲い掛かってきた攻撃に腹を殴られ、吹き飛ばされる。

「ぐぁ……っ！」

　打ち上げられた身体は、すっかり雪の降り積もった装甲車の床、リネットとレッちゃんが立ち尽くす隣に落下した。雪がクッションになって痛みは和らいだけど、腹をやられた衝撃でうまく呼吸ができない。

　気配が近づく。まずい。まずいまずいまずいッ！

　すぐに呪文の続きを唱えてリネットを。

　無理だ。呼吸が整うまで数秒かかる。

　立てるか？　取り落とした剣を拾うだけでも。

　力を入れた腕が震える。どうしてこんなに身体からだが重い。

　静まらない息に引っ張られるように、心臓が早鐘を打つ。

　追撃は、防げない。

　下手したら、ここで死──。

「いい加減に理解して。あなたでは、無理」

　無様に転がった俺に向かって、冷たい声。

　見上げれば、赤い頭巾フード。まるで冷え切った鋼鉄の銃口を額に押し当てられたかのように、頭から全身に悪寒が駆け下りる。血の気が引く、ってのはまさにこのことか。

　何もできなかった。そんな無力な俺が蹲うずくまるのを、少女は嘲あざ笑わらいもせず蔑みもせず、一切の感情を失なくしたかのような冷たい瞳でただ見つめていた。

「どう、して……ルフナ。この吹雪は、本当に、貴女あなたが？」

　纏まとわりつく雪で身動きの取れないまま、放心したように目の前の状況を拒むレッちゃんがその名前を呼んでも、彼女は表情一つ変えずに。

「……あなた、誰？」

　虚うつろな声で、そう呟つぶやいた。

　まるで、彼どころか、自分の名前さえも忘れてしまっているかのように。

「僕を……憶おぼえて、いない？　ルフナ、僕です。レッドです！」

　必死な呼びかけにも、ルフナは答えない。本当に憶えてない……いや、知らないのか？

「……まさか。魂なかみが、違うってのか？」

　ルフナの姿をしたルフナではない何者か、ってことなら、それで説明がつく。

　見ず知らずの俺ならともかく、仲の良かった幼おさな馴な染じみにまで攻撃を加えるだなんてこと、相手を憶えているならしないはずだ。

　全く別の人格が、ルフナの遺体に宿っている……そう、例えば、ルフナの命を奪った吹雪の魔導士の魂がルフナに乗り移って暗躍しているなんて荒唐無稽な話でも、可能性としては十分考えられる。

「最後の忠告。もう二度と、私に近づかないで」

　そう言い残して、身動きの取れない俺たちに背を向け、彼女は立ち去ろうとする。

「……っ。火霊サラマンダーよ、火霊サラマンダーよ、熾し烈れつなる同胞はらからよ」

　それを拒むように、追いかけるように、レッちゃんが手を伸ばし呪文を唱えた。

「奔はしれ命脈、滾たぎれ血潮。獅し子し奮ふん迅じんと、燃え盛れ……！　熱る血オルハザロフ！」

　心の内に秘めた熱を、解放するような、荒々しく力強い呪文。

『結詞フエンネル』が唱えられた瞬間。

　彼の身体からだから熱気が噴き出し、纏まとわりついた雪が一瞬で白い煙に変わった。

　じゅっ、という音を聞き、少女がこちらを振り返って……初めてその表情に、冷たさ以外の感情を乗せた。

「……！　ダメっ……」

　見えたのは、わずかな焦り。

　直後、姿の無い絶風が襲い来るのを肌で感じ取る。

「危ねえッ！」

　一歩前へと進もうとしたレッちゃんの目の前に立ち塞がる。

　嫌な予感は的中した。無我夢中で立ち上がり剣を構えた俺の身体ごと、超速の攻撃が貫く。腹の中をひっくり返されたような衝撃を一瞬遅れて認識した頃には、二人の身体はまとめて吹き飛ばされていた。

「が……ッは！」

　揃そろって、雪の中に落下する。

「雪化粧チルルチルっ！」

　ダメ押しのように唱えられた呪文で、再び全身に硬く重い雪が纏わりつくのを感じる。

「無駄な足あ掻がき。死期が早まるだけ」

　言葉の通りだった。果敢に立ち向かっても、無惨に踏み散らされるだけ。力の差が、あまりに開き過ぎてる。

「くそ、ここまでなのかよ……！」

　悔しさのまま、雪に埋もれる視界に向かって喚わめいた。

「吹雪を止めるって、クロシェと約束したのに……！　何もできねえのかよ、俺はッ！」

　喚いたところで、何がどうなるわけでもないってのに。




「……あなた、クロシェを、知っているの？」




　その呟つぶやきだけが、はっきりと聞こえた。

「……っ、何だと……？」

　どうしてクロシェの名前を知っている。

　レッちゃんのことは、知らない様子だったのに。

　別人の魂が宿っているのなら、幼おさな馴な染じみのクロシェのことも知ってるはずがない。

　ということは……やっぱり彼女は、ルフナ本人なのか？

　戸惑う俺の頭上から、冷たい声だけが降ってくる。

「……あの子に、クロシェに、伝えて。もうすぐあの街に、雪が降る。あの時と同じように、全てが白に染まる」

「何、言って……」

「今すぐ、私の目の届かないどこか遠くに消えて。二度と私の前に現れないで。……そう伝えて」

「ま……待て！　お前、やっぱりルフナなのか!?」

　返事は無かった。白く染まった世界で、寂しそうな足音が一歩、また一歩と遠ざかり、消えていく。

　どれだけの時間が経たっただろう。

　吹雪はどこかへ去り、見渡す限りの大地を覆い尽くした雪原だけが残った。

「……レッちゃん。生きてるか？」

「……はい」

　意外と近くから、くぐもった声が返ってきた。全く身動きの取れない俺ほど雪まみれにはされなかったみたいで、ザクザクと雪を掻かき分わけながら這はい出でようとする音も続く。

「悪い。また負けた。あいつを引き留められなかった」

「貴方あなたが謝ることではありません」

　……前にも、こんなやり取りをしたっけな。

　俺はクロシェに伝言を届けるために、生かされたのか。なんて情けない命拾いだ。

「彼女は……本当に、ルフナだったのでしょうか」

　恐怖と絶望に満ちたような、震えた声。

「顔も、声も。僕の良く知るルフナでした。……いえ、少しだけ、大人になっていたかもしれません。五年も経ったのだから、仕方ないことなのか……」

　……そこがわからない。

　ルフナが本当に五年前に亡くなっているなら、その遺体を魔法で操ろうが、魂を宿して動かそうが、生きた人間と同じように成長することはない。モーゼットと彼の『娘』たちを見て、それはよく知っている。死体人形は、生命活動をしないんだ。

　なのに、五年の時を経て姿を現したルフナは、成長していた。

　そして、レッちゃんと同じように知らないはずのクロシェのことだけは憶おぼえていた。

　だとするとやっぱり、身体からだも魂もルフナ本人のものだってことなんだろうか。

　死んだと思っていたルフナが実は生きていて、吹雪の中に潜み、各地に災厄を振ふり撒まいている……ということなんだとしたら。一番信じたくない、最悪のケースだ。

「五年で、何があったってんだよ……」

「わかりません。ただ、かつての彼女は、笑顔を浮かべることは多くなくても、あんな瞳はしていなかった。触れれば凍えてしまいそうな……冷たい、瞳。氷の中で息絶えていた時の瞳と、まるで同じでした」

　信じたくなかったのは、レッちゃんも同じか。

　事情がどうあれ、彼女は俺たちを攻撃した。

　魔導審問官の見ている前で、雪の攻撃魔法を使ったんだ。

「彼女は赤いローブを身に着けていました。その意味をご存ぞん知じですか、ブレイス」

「……ああ」

　前に、ガルちゃんから聞いたことがある。

　人類が魔法を手にし、魔王の軍勢と激しい戦争を繰くり広げていた頃。人々は戦場において味方の扱う魔法を効率よく識別するために、三色のフード付きローブを用いた。

　補助魔導士は緑。回復魔導士は白。……そして攻撃魔導士が、赤。

　戦後、審問会によって存在を否定された攻撃魔導士が、今この時代に赤いフードを被かぶり続ける理由は……魔導審問会に対する、反逆の意思表示だと。

「彼女は、僕の……審問官の前で、自分が攻撃魔導士であると名乗ったも同然です」

　初めて赤いローブの話を聞いた時、俺はバカげてると思った。何でわざわざ自分から法律を敵に回すような損な真ま似ねをするんだろうって。俺は法律が全部絶対に正しいとは思わないけど、破った人が損をするように作られていることは知ってる。

　わざわざ進んで赤いフードを被るのは、審問会をおちょくって楽しんでいるような悪趣味な野郎か、損をしてでも貫きたい信念を持った奴やつのどっちかだと思っていた。

　……けど、ルフナはそのどちらでもないように見えた。

　審問官に敵意を向けるわけでも、信念をもって災厄を振ふり撒まいているわけでもなく、抗あらがえない運命に全てを諦めたかのような、感情の死に絶えた冷たい顔。

　……あれは、本当に敵対の表明だったのか？

「……火霊サラマンダーよ、火霊サラマンダーよ、熾し烈れつなる同胞はらからよ」

　雪から這はい出でて、俺の前に立ったレッちゃんが唱えた、温熱魔法の呪文。

「奔はしれ命脈、滾たぎれ血潮。獅し子し奮ふん迅じんと燃え盛れ。……熱る血オルハザロフ」

　静かに、けれど力強く唱え上げられた呪文は、まるで冷え切った心に無む理り矢や理り使命の火を灯ともすかのような、物悲しい響きをしていた。

「……だから、彼女は。僕が、裁かなくちゃいけないんだ」

　自らの心を灼やき、血も涙も渇かすような、暴力的な熱。その決意の凄すごみに、かつて復ふく讐しゆうの果てに全てを焼いたバーズの炎が重なる。

　何もかもを燃やし尽くして残る焦土に、七色の花は咲かない。

　それでも、魔導審問官である以上、正義に徹さなくてはならない。多くの命を奪うかもしれない攻撃魔導士を、排除しなくてはならない。誰よりも大切に想おもっていたはずの幼おさな馴な染じみを、自分自身の手で裁かなくちゃいけない。それでどんなに自分が苦しむことになったとしても、それが彼かれ等らにとって「正しい」ことだから。

　こんな、惨むごい話があるかよ。

「……そんなの、絶対間違ってる。そんなんじゃ、誰も笑顔になれないだろ……！」

　レッちゃんは、何も答えずに俺を雪の中から引きずり出す。

　触れた手は雪を溶かすほど熱いのに、何よりも冷たく感じた。





　　　　◇






「祭りももう三日後か。準備も佳境だな」

　クオーヴルの丘の上、ブレイスとニアが特訓に使っていた広場。

　ニアを始めとした腕利きの職人たちが集まって、祭りの目玉であるメインステージの舞台を設営している様子を遠巻きに眺めながら、私とアトリ、そしてクロシェは優雅なティータイムに興じていた。

「ブレイスくんとレッちゃん、大丈夫かな……」

　心配で食事が喉を通らない、などという形容がこの世で最も似合わないクロシェが、スコーンをもりもり食べながらそんなセリフを宣のたまう。

「心配は要らない、目的は調査だ。万が一戦闘に巻き込まれたとしても、二人とも戦闘経験は豊富だし、いざとなればニア特製の魔導装甲車もある。滅めつ多たなことは起こるまい」

　ニアの設計した魔導装甲車は、どんな衝撃や魔法攻撃をも防ぎ切る革新的な魔道具設備マグナフアクトリーだ。私の障壁魔法からヒントを得て土霊ノームの力を編み合わせて作ったという装甲壁は、超重量の物理的衝突も、超高温あるいは超低温の熱的変化も、金属を腐食させる化学的干渉も、その一切を受け付けず無効化する。なればこそ攻撃魔導士を相手取る審問官にとっても「防壁」たり得るのだが、それをいちいちクロシェに説明するよりも、「お前の先生の自信作だ」と一言告げてやれば納得するだろう。

「そっか……そうだねっ。うんっ、二人が頑張ってる間に、あたしもあたしにできることをしなきゃ！」

　一転、笑顔になって勢いよく立ち上がるクロシェ。

「あたしもあのステージに立って、花火を上げるんだ。今のうちから打ち上げる練習、たっくさんしておかないとねっ」

「……練習？」

　ニアに教わっていたのは、花火……火薬弾の作り方ではなかったのか？

　と思ったが、それをクロシェやニア本人から直接聞いたわけではなかった。ということは、花火を打ち上げるのは、クロシェ自身の魔法……？

「ホントは、ニア先生が見てる前以外では使うなって厳しく言われてるんだけど……忙しいみたいだし、あそこからなら見えるし、問題ないよねっ」

　ぶんぶんと大きく手を振った向こうで、ステージ設営に精を出していたニアがこちらに気づき、笑顔を返してくる。

「よしっ。頑張るぞっ」

　ふうっ、と気合い入れに大きく息を吐き、クロシェは呪文を唱え始めた。

「風霊シルフよ、風霊シルフよ、飄ひよう逸いつなる同胞はらからよ」

　……風霊シルフ？　風属性の、魔法だと？

「いざや闇裂け、闇に咲け。七色七重に、咲き誇れ！」

　青白い雷光が、クロシェの突き上げた腕を伝って昇り、弾はじける。

　瞬間。彼女の背中の向こうで、こちらに目をやったニアの表情が豹ひよう変へんするのが見えた。

　同時に思い出す。ニアの工房を半壊させた爆発。教え子が制御に失敗してやらかしたとニアが笑いながら話していたあの衝撃は、そう、例えるなら……雷のようだった。

「電光閃華サクイカズチ！」

　呪文の完成と共に、激しい光が無数に迸ほとばしる。

　赤、青、黄色……色鮮やかな雷光は、クロシェの腕に沿って発射され、高く高く立ち昇り……七色の光の花となって、空に咲き乱れた。

「やったっ！　上う手まくいった！　いぇいっ」

　小さくガッツポーズをして、クロシェはこちらに笑いかける。そこで初めて、私たちが浮かべていた表情が、自分を褒ほめ称たたえる類のものでないことに気づいたらしい。

「えっ……？　何、どうしたの怖い顔して」

　きょとんと首を傾かしげるクロシェが、「花火」と称して打ち上げた今の魔法は。

　風霊シルフの力で雷を発生させ、狙った場所に放出して炸さく裂れつさせる、雷撃系統の魔法。




　……純然たる、攻撃魔法だ。




「……クロシェぇっ！」

　血相を変えて駆けてきたニアの姿を見て、クロシェも流石さすがに何か不ま味ずいことをしてしまったのかもという不安に至ったらしく、その顔に戸惑いを浮かべ始めた。

「クロシェ。……手を出せ」

　なるべく平静を努めて絞り出した言葉に、彼女はただただ困惑を見せる。

「手……？　え、えっと……うん」

　戸惑いつつも差し出された手に……私は、『腕輪』をかけた。




「クロシェール・フィーリエ。お前を……攻撃魔導士とみなし、拘束する」




「……冗談だよね？」

　精一杯の苦い笑みを浮かべながら、クロシェはそう口にした。

　冗談であってほしいのは、こっちだって同じだ。

　沈黙を貫く私の顔から、これが冗談でも何でもないことを悟ると、クロシェの顔がどんどん青ざめていった。

「い……嫌だ！　嫌だよ！　あたしはただ、ルフナに花火を見せてあげたくて……もう一度、二人で同じ花火を見たくて！　どんなに光の届かない場所にいても、あの子の心を照らしてあげたくてっ、ずっと必死に磨いてきた魔法なの！　あたしからそれを、う……奪わないでよっ！」

　泣き叫ぶように懇願するクロシェ。だが、魔導審問官であるという立場上、聞き入れるわけにはいかない。私は何も答えずに、ニアの改良によって鎖で繋つながれた形になった一対の『腕輪』、そのもう一方もクロシェの手に嵌はめた。

「嫌だぁっ！」

　取り乱したクロシェが、腕輪を嵌められたままの手を振り回して暴れ出す。私から逃れようと身体からだを捩よじった方角には、設営に励む街の人々。
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「……土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ」

　クロシェは恐らく、審問官である私に処こ刑ろされると思っている。このまま行かせては騒ぎになる。彼女を落ち着かせ、事情を説明するためにもそれは避けたい。そう判断した私は咄とつ嗟さに呪文を投げかけた。

「築け城じよう塞さい、塞げ四天。難攻不落と居構えよ。完き壁ブエルカザレフ」

　私とアトリ、クロシェの三人を覆う形で、四面体の障壁群を構築する。こうして障壁で補助せねばならない以上、『腕輪』はまだ拘束具と呼ぶに足るものではなさそうだ。

　逃げ場を失なくしたクロシェは、青ざめた顔でがくりと腰を落とした。同じくらいに強こわ張ばった表情で、アトリが震えた声を漏らす。

「が、ガルノー、せんぱい……」

　戸惑いか、恐怖か、あるいは懇願か……いずれにしても、私がその感情に応えることはできない。

　たとえ知った仲であれ、魔導審問官が目の前で攻撃魔法を使った者を見過ごすわけにはいかない。そんな独断専行が所属支部や中央本部に知れれば、処分は免れない。

　……私はいい。私自身が選択し決断し罰を受けるのなら、それは私が招いた因果だ。

　しかし、補佐官であるアトリにまで厳罰が及ぶことはあってはならない。審問補佐官の役目には、補佐を担当する審問官の越権行為を監視し咎とがめることも含まれる。ここで私がクロシェを見逃すことは、アトリの監督責任にも繋つながる。

　それだけは、ダメだ。

　私はこの子を、どんな脅威からも守ると約束したのだから。

「クロシェ。落ち着いて、まずは私の話を……」

　障壁の外側から、続く言葉を遮る声。

「だから、ニアの見てない所で魔そ法れを使うなって、言っておいたのに」

「……ニア」

　息を切らしながら駆け付けたニアが、重々しい口調で呟つぶやいた。

　いつものにゃーにゃーとふざけた軽薄な態度は掻かき消きえている。

　彼女の告げた言葉は、工房を吹き飛ばした爆発の後に聞いたものと同じ。

　つまり……クロシェこそが、件くだんの教え子。爆発の正体は、クロシェの『花火』だったというわけだ。温泉で花火のことを聞いた時には、よもやそれが雷撃魔法だなどとは思いもよらなかった……というのは、私の注意力不足への甘えた言い訳か。

「クロシェの魔法のこと、知っていたなら何な故ぜ黙っていた」

「言うわけないでしょ、ガルノー。相変わらず頭が固いな」

　攻撃的な声音で、豹ひよう変へんしたニアは言い放つ。

　彼女がこの態度を見せるのは、初めてではない。学生時代、何度か経験している。そのきっかけは、決まって……私と本気でぶつかり合う時だけだった。

「強いて言うなら、彼女が裁かれるべきだとは思わないから。攻撃魔法を使うこと、イコール悪だなんて短絡的な思考は持ってないからだよ。この話、昔もよくしたよね？」

「……そうだな。何度も論じたが、互いに納得のいく答えは出なかった」

　魔導審問会の存在意義そのものに疑問を投げかけるような意見。魔導審問官を目指して魔法を学びに学府の門をくぐった私に、ニアが何度となく投げかけた言葉だ。

　魔王軍の残党である魔獣を狩るために攻撃魔法を使おうとする者もいる。あるいは裁かれるべき悪辣な魔導士を成敗するために使おうとする者だって。平和を守るために使うこともできるはずの力の存在を、何な故ぜ魔導審問会は頑かたくなに排除しようとするのか？

　私はいつもこう答えた。その力が、誰かを傷つけるために振るわれてからでは遅いからだと。大戦の最中で生み出された攻撃魔法は、その全てが例外なく敵を傷つけ捻ねじ伏せ滅ぼすための破壊の力。存在するだけで人々を恐怖に陥れる暴力だ。だから多くの先人は、それを禁ずることが平和への近道であると信じ、攻撃魔法の詠唱を、所持を、研究を、伝達を、存在を禁じた。

　だがニアは、反証になっていないと何度も食って掛かってきた。十数年経たっても、それは変わらないらしい。

「うん。まだ一度も、納得のいく答えを聞いてない。ガルノー、キミには……逃げられたままだと思ってる」

　低く、威圧的な声で、ニアは続ける。

　薄くも強固な障壁を挟んで、私とニアは睨にらみ合あった。

「魔法は道具と同じだよ。正しく使えば人を助け、誤って使えば人を殺す。剣や銃と何も変わらない。ニアたちが学び伝えるべきは、正しい道具の使い方であって、間違っている道具の壊し方じゃない」

「正しい使い方を知っていることと、いつでも正しく扱えることは違う。人は間違える。手にした力が大きければ大きいほど、人はその制御を誤る」

「護身のために使うんだとしても？　だったらどんな力も同じことじゃないか。害意をもって使えば、剣も銃も……いや、キミの障壁魔法だって、人を傷つけることはできる。攻撃魔法だけが取り立てて悪だと決めつける理由は何？」

「剣ならば鞘さやに納めればいい。銃ならば弾を抜けばいい。だが攻撃魔法に限っては、力だけを奪うことはできないし、一度解き放たれれば人の手で立ち向かうことも難しい。手にした時点で、その魔導士自身が制御困難な兵器と化す。攻撃魔法の存在が人の手に余るというのは、人類が出した結論だ」

「先人の言葉なんかを借りるなよ。キミの意見を聞いてるんだ、ガルノー。クロシェは制御困難な兵器だっていうの？　彼女が死罪を被こうむるべき、悪だっていうの？」

　怯おびえ切ったクロシェの肩が、死罪という単語に大きく震える。

　確かに、クロシェの魔法は、違うかもしれない。分類上は攻撃魔法であったとしても、人を傷つけるために、平和を破壊する目的で生み出した魔法などではなく、偶然の産物であるかもしれない。

　だが、彼女は制御を誤りニアの工房を壊している。怪け我が人にんこそ出なかったものの、一歩間違えば惨劇が起こっていたかもしれない。クロシェ自身に誰かを傷つけるつもりが無いとしても、正しく扱えているとは言い難がたい。

　悲劇が起こってからでは遅いからこそ、魔導審問会は攻撃魔法を扱う者を全て「悪」であるとし、最も重い刑罰をもって抑圧することで、存在ごと排除しようとしてきた。

　……だが、それは私ではなく、魔導審問会の出した答えだ。

「私の答えなら、お前もよく知っているだろう、ニア」

　クロシェの手に嵌はめた『腕輪』に手を添え、そう告げた。

　これは、鞘だ。命ではなく、力だけを封じ込めるための、鞘さや。ニアの発明によって手の届いた、死刑以外の方法によって攻撃魔導士を罰するための手段。

　そう。私はクロシェを処刑するつもりはない。

「鞘さえあれば、制御可能な力として扱える。クロシェの魔法は、この『腕輪』で半永久的に封じる。剣や銃と同じように、正しく。これが私の答えだ」

　ブレイスやアトリと出会わなければ、思いつきもしなかっただろう。

　道具さえあれば、死をもってせずとも攻撃魔導士を排除できる。

『腕輪』による刑罰の代替は、攻撃魔導士を例外なく極刑と定める現状の審問会のルールから外れた越権行為ではある。しかし、法とは日々最適化していくもの。私はこの手段の有用性を証明し、審問会を内側から変えていくつもりだ。認められて、浸透していけば……少しずつ、魔導審問会の形は変わるだろう。恐怖による弾圧ではなく、真っ当な秩序をもって人々を平和へと導く存在に、少しずつ変わっていけるだろう。

　正直、一等審問官に過ぎない私一人の力が、どこまで通用するのかはわからない。だとしても、少なくとも今この時、私はクロシェの命を奪わない。それが、私の答えだ。

「……なってないよ、ガルノー。それじゃ、ニアの大事な教え子から『花火』を奪う理由になってない」

「……何？」

　しかし、予想に反してニアの攻撃的な表情は変わらないままだった。

「『腕輪』で拘束して、魔法を暴走させない安全な存在になりました、めでたしめでたしって？　ふざけないでよ。それじゃ花火を奪われたクロシェの想おもいはどうなる？」

「それは流石さすがに傲慢が過ぎるぞ、ニア……看過するばかりでなく、自由に攻撃魔法を使わせろとでも言うつもりか」

「ニアは、攻撃魔法じゃないって言ってるんだよ！　クロシェの花火は、鞘さやに込めて封印するような兵器なんかじゃない。分類が攻撃魔法だからって、人を傷つけるために生み出された魔法と一緒にしないでよ！」

「わけのわからないことを言うな……！　本来なら処刑対象であるクロシェが、こうして一命を取り留めていることがそもそも奇跡に近いのだ！　私以外の審問官に見つかっていたら、そこで終わりだったんだぞ！　何の不満がある！」

　ガン、と。ニアの小さな拳が、障壁を殴りつけた。

「命拾いした代わりに、この街にいる全員の笑顔が失われた！」

　その叫びに、ハッとなる。

　改めて周りを見回すと、ステージの設営に携わっていた者や、騒ぎを聞きつけて集まった者……それこそ街中の職人全員と思えるほどの人数が、私たちを取り囲んでいた。

「ニアたち職人にとって、技を奪われることは死ぬのと大差ない。クロシェだってそうだよ。大切な人に笑顔を与えるための手段を永遠に奪われたら、それは死罪と同じことだ。……わかるかな、ガルノー。キミは彼女の命を救ったつもりでも、そんなことは重要じゃないんだよ」

「……っ、しかし……！」

「もう一度聞くよ。クロシェが花火魔法を使ったことは、大切な人の笑顔のために花火職人になったことは……そんな死刑同然の罰を受けなきゃならないほど、罪深い行為？」

　答えられなかった。

　私は、人々の笑顔を守る審問官を目指したはず。

　攻撃魔導士の命を奪わない手段を取ることが、ひとつでも多くの笑顔を守ることに繋つながると信じて、ニアに『腕輪』を作らせたはず。

　だが、実際はどうだ。

　私がクロシェを拘束したことで、新米の見習い職人クロシェを可愛かわいがっていた住人たちや、花火を楽しみにしていた者たちの笑顔が、失われた。

　これが、本当に私の選びたかった正義だというのか？

「また、答えが出ないままか」

　その溜ため息いきの意味は「また逃げるのか」という責めだった。私が障壁の中に籠っている限り、ニアは手出しができない。実力行使に打って出られない。彼女たちにとっては、私はクロシェを人質に取ったも同然だ。

「……障壁さえなくなれば、腕輪はニアがいつでも壊せる。けど、ニアはガルノーのこと親友だと思ってるから、完全な敵対はしたくない……にゃ」

　握った拳から血を流しながら、ニアは感情を抑えた声で告げた。

「答えを、聞かせてくれると嬉うれしいにゃ。魔導審問官としてではなく、ガルノー・ギルトフッドとして彼女をどうするのか。……勿もち論ろん、納得のいかない結論だったら、みんなで抗議はするつもりにゃけど」

「ニア、先生……」

「ごめんにゃ、クロにゃん。もうしばらく、そこで待っていてほしいにゃ」

　力なく笑いかけるニアに、クロシェは笑顔を返せない。

「大丈夫にゃ。きっとまた、花火を上げられるのにゃ。ニアはクロにゃんの先生だにゃ、ちゃんと安全に魔法を扱えるよう、教えてあげるのにゃ」

「……っ」

　魔法理論を教えた相手が、偶然生み出してしまった攻撃魔法を見て、ニアが取った行動はまさしく、「正しい道具の使い方」を教え導くことだった。

　私がクロシェの解放を拒めば、ニアは「先生」としてクロシェを守るために私に敵対するだろう。一方で私は「先輩」としてアトリを守るために、攻撃魔導士であるクロシェを野放しにはできない。『腕輪』による拘束が最大の譲歩、私が負える最大のリスクだ。

　互いに自身のためではなく、大切な人のための選択。間違ってなど、いないはずだ。

　そう信じたいのに……私は、クロシェやアトリの笑顔を奪った己の選択を、本当に正しいのかと信じ切れずにいた。
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「……何とか無事に帰って来れたな」

　真っ二つに斬り裂かれて吹ふき曝さらしになった魔導装甲車の荷台に揺られながら、クオーヴルの近くにまで戻ってきた俺はレッちゃんにそう話しかける。

　装甲車はこのザマだけど、あれだけ圧倒的な力を前にして、俺もレッちゃんも部下の人たちも誰一人欠けることなく帰って来られたのは、本当に奇跡みたいな話だった。

「そう……ですね」

　彼はずっと思い詰めた顔で、本当に俺の言葉が聞こえているのかもわからない。

　理由はわかり切ってる。ルフナのことだ。

　大切な幼おさな馴な染じみが、赤いローブを着て無差別に災害を振ふり撒まく攻撃魔導士に変わり果てていたなんて話になれば、当然戸惑う。ましてや自分が魔導審問官で、その幼馴染を裁かなくちゃいけないなんてことになったら、なおさら葛藤だ。

　どうにかして、その事実を飲み込もうと。自分の心を押し殺し、審問官としての使命ってやつに徹しようと、苦しみもがいているように……俺には見えた。

　……けど、俺は信じてる。ルフナは、まだ救えると。




　──クロシェに、伝えて。




　ルフナは、クロシェのことを憶おぼえていた。

　全ての感情が白く凍り付いたかのように色の感じられなかった彼女の心に、唯一残ったのがクロシェの名前、クロシェとの思い出なら。

　ルフナを暗闇から救い出す手立ても、きっと同じところにあるはずだ。

　俺は信じてる。信じたいんだ。クロシェの夢は、三人で一緒に花火を見てもう一度笑うって夢は、まだ途絶えたわけじゃないと。どんなに細くて頼りない希望の糸だとしても、そこに一筋残されているなら決して絶ち切れることはない。

　クロシェは言っていた。『もしかしたら』の希望を諦めることが、人は一番辛つらい。だから、どんなに絶望的な状況だって、『もしかしたら』を捨てちゃいけないんだ。

　クロシェも、ルフナも、レッちゃんも。全員まとめて救い出す。

　それが、人形遣いとしての、俺のやるべきことだ。

「……とは息巻いてみたものの、な……」

　情けない話、手も足も出なかった。急襲を喰くらったとはいえ、人形操術さえ唱える暇も手にできずに惨敗だ。これまでも別に驕おごっていたわけじゃないけど、流石さすがにこうもボロ負けが続くと正直ヘコむ。

　けど、一応収穫はあったと言えばあった。敵の斬撃は、やれ頑丈だ最強だと聞かされていた装甲車をいとも簡単に切断してしまえるだけの斬れ味を持ってた。つまりは、どんなに丈夫な剣を手にしていたとしても、あの斬撃を受けるのは不可能に近いってことだ。

　……ええと、わりとマジでどうすりゃいいんだ？

　いくら特訓を重ねて、吹雪の中でリネットが自由自在に動けるようになったとしても。あの攻撃を剣で受けられないってんじゃ、勝機も何もない。

「いやいや、諦めんな」

　危険級の飛竜ワイバーンに、災厄級の砕岩鯨グランヴエイル。それに、モーゼットの魔王人形……。今までだって、どんなに強大だと思った敵でも、勝機を見み出いだして立ち向かってきただろ。何か、あるはずなんだ。

「……そういえば、レッちゃん」

「何でしょう」

　感情の起伏無く答えたレッちゃんに、俺は気にかかったことを尋ねた。

「レッちゃんが温熱魔法を唱えた時、ルフナの顔色が変わったのを思い出したんだ。あの時確かに、ルフナは『ダメ』って言ってたよな？」

「……ええ」

　氷像のように無表情だったルフナが、あの時だけは明確な焦りを見せた。あれは一体、何だったんだ？

「単純に、雪の魔法は温熱魔法に弱いからでしょう。現に僕の全身を覆い固めていた雪は『熱る血オルハザロフ』で一気に溶けました」

「うーん、本当にそうだったのかな。あの焦り方も、ダメって台詞せりふも、なんか違う気がするんだよな……」

「またお得意の勘ですか」

　あくまで興味が無いという冷めた態度で、レッちゃんは溜ため息いきをつく。

「確かなことがあるとすれば、僕の魔法がルフナの吹雪魔法に通用するということくらいです。それはつまり、他でもない僕が、やるしかないということ……」

「何でそういう方向に話を持ってくんだよ！　まだわからねえことの方が多いだろ。もしかしたら……」

「希望を持ち続けることが、必ずしも救いになるわけではないのですよ、ブレイス」

　顔も合わせず、悲痛な声で唸うなる。強い拒絶に、俺は思わず押し黙ってしまった。

「……着きましたね。すぐに、調査報告書を作成します。吹雪の主の正体がわかったと」

「レッちゃん！」

　それ以上は聞き入れようともせず、レッちゃんは車を降りて街の中へと足早に歩いていく。俺も急いでリネットをおぶって後に続いた。

「…………？」

「……何だ、この雰囲気？」

「ブレイスも気づきましたか」

　何だか、街の様子がおかしい。道行く人たちが、ただならない雰囲気でひそひそと話していたり、こちらを見て耳打ちなんかもしている。注意深く声を拾ってみると、聞き取れたのは意外な名前だった。

「……クロシェちゃん、大丈夫かねぇ」

「ニア先生もいるし、きっと何とかしてくれるよ……」

　クロシェ、だって？　クロシェに、何かあったってのか？

「あの……すみません。クロシェがどうかしたのですか？」

　同じように訝いぶかしんだレッちゃんが歩み寄って話しかけると、クロシェについて話していた住民は露骨に嫌そうな顔で舌打ちをした。

「ちっ……てめえも魔導審問官かよ！」

「は……？」

「てめえらが蒔まいた種だろ、クソったれが！　祭りの前の大事な時に、厄介事持ち込んでくれやがってよ！」

　剣けん呑のんな雰囲気に何も返せずにいると、いつの間にか俺たちを遠巻きに囲うように人だかりができていた。

「……レッちゃん。嫌な予感がする。クロシェの所へ行こう」

「ええ……この時間なら、まだあの広場にいるはず」

　突き刺すような視線の雨を抜け、街道を駆け抜けて丘の上の広場へと向かう。一歩一歩前へ進むごとに、焦りと悪寒が際限なしに増殖していくようだった。

　辿たどり着ついた広場で見たのは……夕日の下に佇たたずむ、見慣れた正四面体の囲い。

　ガルちゃんの障壁魔法……『完き壁ブエルカザレフ』。

　そしてそれを取り囲む、鈍器を手にした住民たちの姿だった。

「この卑ひ怯きよう者もの！　いつまで閉じこもってるつもりだ！」

「クロシェちゃんを解放しろ！」

　聞こえてくるのは、そんな荒々しい言葉ばかり。一目でわかる、異常事態だ。

「ダメにゃ、ダメにゃ。いくら叩たたいたり刺したりしたところで、傷一つつけることはできないにゃ。この障壁魔法は、天才と名高いこのにゃーでさえ、ただの一度も破ることはできなかった最強の『鉄壁』なのにゃ」

　人だかりの中央から聞こえてくる、ニア先生の声。彼女の言葉と手応えの無さに、障壁を取り囲んでいた住人は一人、また一人と悪態をつきながら離れていき……まばらになった人の隙間から、障壁の中に誰がいるのかが見えた。

「……クロシェ？」

　ガルちゃん、アトリ、そしてクロシェ。障壁は三人を囲み鎮座していた。

「ギルトフッド一等。これは一体……？」

「二人とも、無事だったか」

「え？　お、おう何とか……って、それどころじゃねえだろ。何なんだよこれ」

　壁越しに語り掛けてきたガルちゃんの表情は、険しいままだ。横に立つアトリの顔には果てしない不安が、そしてへたり込むクロシェの手には……、

　あの『腕輪』が、かけられていた。

「……おい」

　伸ばした手が、障壁に阻まれる。

「どういうことだよ」

　クロシェを心配していた住民。審問官を目の敵にした言動。魔法を封じ込める腕輪と、魔導審問官の職務。最悪の状況証拠ばかりが次々に揃そろっていく。

　問い詰めた彼女の口から、聞きたくなかった言葉が返ってきた。




「……クロシェは、攻撃魔法を使用した。だから私が、拘束した」




「[image: ][image: ][image: ]ッ！」

　正体のわからない熱が、胸の奥から込み上げてくる。

「どういうことだよッッ！」

　さっきと同じ問いを繰くり返す。

　あの『花火』の魔法が、攻撃魔法だったっていうのか？

　だからって、ガルちゃん、あんたがクロシェを処刑するつもりなのか？

「そんな……ッ」

　言葉を続けたのは、俺じゃなく。

「何な故ぜですか、クロシェ！　どうして、貴女までも攻撃魔法など……！」

　レッちゃんの、悲痛な叫び。

　ついさっき、ルフナが攻撃魔導士だという残酷な現実を見せつけられたばかりなのに。魔導審問官として幼おさな馴な染じみを処刑することになっても、それが自分の使命だからと心を殺す覚悟をしたばかりなのに。

　戻ってきてみれば、クロシェまでもが処刑台に上げられている。

「彼女、だけでなく。クロシェまでも、裁かなくてはならないというのですか……！　どうして、どうして僕の、大切な人たちばかり……ッ！」

　障壁を挟んでクロシェの目の前に座り込み、悲痛に顔を歪ゆがめて叫ぶ。

　吹雪を操る攻撃魔導士としてルフナの存在を審問会に伝えることも、捕らえられたクロシェが攻撃魔導士として処刑されることも。魔導審問官として選ばなくちゃいけない「正しい」やり方で、だけど幼馴染を大切に想おもう彼にとっては耐え難がたい苦痛だ。

　目を覆いたくなるような苦悩に、呻うめくばかりのレッちゃんを見て……ずっと放心していたクロシェが、何かに気づいたようにその目に光を宿した。

「彼女……って、もしかして……っ、レッちゃん、ルフナに会ったのっ!?」

　血相を変えて詰め寄るクロシェに、レッちゃんは半ばやけくそ気味に叫び返す。

「人のことを気にしている場合ですか！　貴女あなたが処刑されるかもしれないんですよ！」

「今はそんなこと関係ない！　会ったんだね？　吹雪の中で、ルフナに！」

　押し切られ、口ごもった後。眼鏡を直して、告げる。

「ええ……会いましたよ」

「…………っ！」

　息を呑のんだクロシェの表情には、驚きよりも安あん堵どが濃く映って見えた。親友が無事だったことへの安堵が。頬ほおを一筋の涙が伝い、相好が崩れる。

「ルフナは、元気だった？　何か言ってた？」

　長年離れ離れだった幼馴染の息災を、心の底から喜ぶような涙と笑顔。そんなクロシェに、レッちゃんは聞いたままの内容を告げた。

「……貴女あなたに、自分の目の届かないどこか遠くへ消えてほしいと。二度と自分の前に現れるなと。そう言っていました」

　絞り出された、突き放すような言葉。ルフナのことを完全に諦めさせるためにわざと言い放ったのかもしれないその伝言を聞いて、クロシェは。

「……そっか」

　花が咲くように、笑った。

「逃げろって、言ってくれたんだね」

　予想と違った反応に戸惑うレッちゃんだったが、俺はクロシェの解釈に納得していた。




　──もうすぐあの街に、雪が降る。あの時と同じように、全てが白に染まる。




　ルフナが言っていた「あの時」ってのが、五年前、故郷の村が吹雪に襲われた時のことなら。ルフナが「死んだ」日のことなら。

　クオーヴルを吹雪が襲う前に、どこか遠くへ逃げてほしい。そう願ったんじゃないか。

「変なの。目の届かない遠くへなんて。そんなの絶対無理だよ。どこにいても届くのが、どこにいても見えるのが……あたしの、花火なんだから」

　大切な人を愛いとおしむような声。ただ、その物悲しい視線は、自分から花火を奪った両手の『腕輪』に注がれていた。

「……でも、もう見せてあげられないのかな」

　大切な人を笑顔にしたくて、頑張ってきたはずのことが、自分から何もかもを奪う結果になるなんて、考えもしなかっただろう。

「……何とかならないのかよ」

　無言で、ガルちゃんが首を振る。

「失礼を承知でお聞きします、ギルトフッド一等。クロシェの花火は、間違いなく攻撃魔法だったのですね？」

「……ああ。風霊シルフの力で発生させた雷を、放射し操作する雷撃魔法だ」

「雷撃……確かに、クロシェの魔法適性は風属性でした。てっきり、自身の魔法は使わずに花火を作る勉強をしているのだと、思い込んでいたのですが……」

　障壁の横に立って神妙な顔つきをしているニア先生を、レッちゃんが睨にらみつけるように見上げる。

「ニャルネリア女史。貴女はクロシェに魔法理論を教えていたはず。彼女の魔法が攻撃魔法に分類されることも、理解していたのではないですか？」

「勿もち論ろん、分類上はそうだとは知ってたにゃよ」

「ならどうして……！」

「花火魔法は、人を傷つけるために生まれた魔法じゃないからにゃ。キミたち魔導審問会は、平和を守る正義の味方のはず。裁くべきは『他者を攻撃する魔導士』であって『攻撃魔導士』そのものではないにゃ」

「詭き弁べんです！　害意の介在の有無に関わらず、攻撃魔法に分類される以上、その魔法は人を傷つける性質を持っている！　貴女あなたはそんなものをクロシェに与えたんだッ！」

「だから安全な使い方をにゃーが教えるつもりだったのにゃ。クロにゃんってば、にゃーの見てない所で使うなって言っておいたのに、ヤンチャしちゃうんだもんにゃ～」

「……ごめん、なさい……」

「でも、大切な魔法を奪われるほど悪いことしたわけじゃないのにゃ」

　ニア先生の小さな手が、障壁をこつんと叩たたく。

「ガルにゃんが障壁を解除してくれたら、にゃーがクロにゃんの『腕輪』を外して花火を上げさせてあげるのにゃ。だから安心するにゃ」

「な……っ、それはなりません！」

　黙り込むガルちゃんに変わって、レッちゃんが猛烈に抗議する。

「一度、攻撃魔導士として拘束したクロシェを解放するということは……審問官の責務を放棄するということ。攻撃魔導士を野に放つ、反逆行為になってしまう……ギルトフッド一等や、監督役のアデルフィール補佐官までもが、刑罰を受けることに……！」

「じゃあ、このままクロにゃんを処刑するにゃ？」

「……っ、それは……！」

　複雑な状況がようやく見えてきた。

　魔導審問会は、攻撃魔導士であるクロシェを処刑しなくちゃいけない。

　クロシェを助ければ、ガルちゃんやアトリが反逆者として審問会から罰を受ける。

　ガルちゃんの選択次第で、アトリかクロシェ、どちらかが確実に犠牲になるってこと。

「バ、バレなきゃいいだろ？」

「気持ちはわかるがな、ブレイス。我々審問官の前でそんな言葉を口にするのは、正義に対する侮辱のようなものだ。人の神はいつでも我らの行いを見守っている。この空の下にある限り、魔導審問官は偽りを為せないのだ。無論、私情によって裁くべき対象を選別することも、我々には為なし得えない」

「……っ、じゃあ俺の時みたいに、攻撃魔法じゃないって証明できりゃ……」

「それも無理だ。クロシェの花火魔法は、呪文こそオリジナルのようだが、戦時中に実際に用いられた雷撃魔法と全く同一の原理で組まれている。比較的新しい魔法だった貴様の人形操術と違って、紛まぎれもない攻撃魔法だ」

「あーっ、何で審問官ってのはどいつもこいつもこう頭が固かてえんだよ！」

　今この場に、クロシェが処刑されるべきだなんて本気で思ってる人間は誰もいない。みんなクロシェを助けたいんだ。そんな簡単なことが、どうして実現できないんだよ。

「……もういいよ、ブレイスくん。元はといえば、あたしが先生の言いつけを無視して勝手に魔法を使ったのがいけなかったの」

「クロにゃん、それは違うのにゃ。キミの魔法は、裁かれるような罪深いものじゃ……」

「ううん。きっと、おこがまし過ぎたんだよ。みんなでもう一度、あの日みたいに笑いたいだなんて願いは」

　クロシェの力ない笑みは、絶望に満ちていた。『もしかしたら』を諦めざるを得なかったとでも言うみたいに。

「ねえ、ブレイスくん……人を笑顔にするのが、人形遣いなんだよね？　だったらさ。花火を見せてあげられなくなったあたしの代わりに、ブレイスくんがルフナを……」

「冗談でもッ！　そんなこと言うんじゃねえッ！」

　最後まで聞かなかった。いや、言わせたくなかった。

　そんな言葉を、クロシェの口から。

「前に、俺に同じようなことを言ってきた奴やつがいた。俺は結局、そいつの笑顔も、そいつが守りたかった大切な人の笑顔も、どっちも守ることができなかった！」

　最愛の妹の笑顔だけをただ願った、幻術士バーズ。

　師匠の教えを貫いてきた俺にとって、忘れがたい敗北。

　信じることが足りていなかったから、招いてしまった悲劇だ。

「俺は、諦めねえぞ。まだ信じてる。絶対に、何か道が……みんなが笑顔になれる道が、残されてるはずなんだ。ガルちゃんだってそう信じてるから、まだクロシェに何の手出しもせずに、突破口を探し続けてるんだろ！」

　その言葉で、アトリやニア先生の目がガルちゃんに向く。

「……買かい被かぶりだ」

「構わねえよ。……俺はあんたを信じてるからな、ガルちゃん。クロシェのことは、あんたに全部任せる。俺は、俺にできることをやる。吹雪を止めるのが、俺の役目だ」

　そう言って、俺はニア先生に視線を向けた。

「先生。また特訓、頼めるか」

　一秒だって、立ち止まってなんかいられないんだ。

「……今日はもう遅いにゃ。明日の朝からなら構わないのにゃ」

「ありがとう。よろしく頼む」

　それだけ告げて、宿に向かおうと歩き出した俺の背後で。

「みんなが笑顔になれる道……？　ありませんよ、そんなもの……！」

　レッちゃんの慟どう哭こくのような叫びが、誰にともなく投げかけられた。

「吹雪を止めるということは、吹雪の主を……ルフナを倒すということでしょう！　彼女は、我々に対して雪の攻撃魔法を使い、敵対しました！　道を誤った以上、もう誰かが彼女を処刑するしかない……昔のように笑うことはもう、できない……っ！」

「違う！　そんなことないっ！　だってルフナは……」

　反発したのはクロシェだった。集まった視線にハッとして口ごもりながら、目を泳がせて言葉を続ける。

「……っ、ルフナは……違う。ルフナが、そんなことするはずないもん」

「何を、根拠にッ！」

　レッちゃんの自棄的な問いかけに、クロシェは返す言葉を失なくして黙り込む。

「貴女あなたも、あのルフナの冷たい目を見れば、そんなことは言えなく……」

「その辺にしとけよ、レッちゃん」

　そこから先は、二人の友情を踏みにじる言葉だ。それに気づいたのか、彼の方も口を噤つぐみ、沈黙が流れた。

「わかってるよ、クロシェ。俺はルフナを信じてる。吹雪を止めて、ルフナを助け出す。そこまでが俺の役目だ。……そっから先は、ルフナを笑顔にするのは……クロシェ、お前の仕事だぜ」

「……でも、花火はもう」

「何とかするんだよ。探そう、みんなで。俺は絶対に、諦めないから」

　どんな絶望的な状況だって……たった一本でも希望の糸があれば。

　そいつを手た繰ぐって、笑顔の未来を引き寄せることができるはずなんだ。

　俺たち、人形遣いなら。




　夜。人々がすっかり寝静まった頃。

　明かりを落とした宿の部屋で、リネットの身体からだに残った雪を拭き取りながら、ルフナの言葉についてずっと考えていた。

　──今すぐ、私の目の届かないどこか遠くへ消えて。

「やっぱり、吹雪で街を襲おうなんて人間だったら、そんなこと言うはずないよな。クロシェの言い分が正しい」

　あれがクロシェの言う通り、安全な場所まで逃げてという意味なら。破壊を振ふり撒まきながら襲い来る吹雪の主本人が、そんなことを心配するのはおかしい。

　クロシェだけが記憶の中に残っているから、彼女を守りたい？　それにしたって、じゃあクオーヴルに吹雪をもたらさなければいい話だ。

「……ルフナは、悪い奴やつじゃない」

　これは、単なる俺の直感だ。根拠も何もなく、誰に信じてもらえるかもわからない。

　ただ、俺だけは信じなくちゃいけない直感だ。

　たとえルフナが、赤いローブを着て吹雪の中に立っていても。呪文を唱え、雪の魔法で攻撃を加えてきたとしても。立ち向かう剣を折り、装甲車を斬り裂き、敵対者を雪の中に叩たたき伏せたのだとしても。

　それでもルフナは悪人じゃないと、俺だけは信じなくちゃいけない。

　俺まで『もしかしたら』を諦めたら、彼女はきっとずっと吹雪の中を彷徨さまよい続ける。

「吹雪を、止めるんだ。俺が……」

　そう呟つぶやいた時、ふと指先に冷たさを感じる。

　融とけ残った、雪のしずく。

　冷え切って動かない、リネットの背中。

「……俺が、か」

　口をついて出た言葉に、うんざりする。

　俺じゃない。俺たちだ。俺とリネットは、二人で一つのはずなんだ。

　飛竜ワイバーンも、砕岩鯨グランヴエイルも、モーゼットの魔王人形も。リネットがいたから戦えたんだ。リネットがいたから勝てたんだ。

　半人前の俺ひとりの力じゃ、何もできやしない。

「……声が、聞きたいよ。リネット」

　勿もち論ろん、答えは返ってこない。

　指先から全身へ、冷気が駆け抜けていく。リネットの身体からだの冷たさじゃない。

　一人ぼっちで戦わなくちゃいけない、恐怖によるものだ。

「……モーゼットは俺のこと、勇者だなんて呼んでやがったっけ」

　違う。俺は、勇気ある者でも何でもない。

　リネットがいてくれないと、何もできない。リネットの声が聞こえないと、敵の気配にすら気づけない。リネットと半分ずつの糸をつながないと、剣を握ることさえできない。

　強大な敵に立ち向かう勇気さえ、俺ひとりじゃ持てないんだ。

　──無力。

　ルフナの言葉が蘇よみがえる。

　悔しいけど、彼女の言う通りだ。モーゼットとの戦いを終えてから、ずっと。リネットの声を失った俺は、正真正銘の無力に成り下がっていた。

　誤ご魔ま化かしながら魔獣と戦い続けてきたけど。吹雪の主という圧倒的な強者との戦いと無様な敗北、そして『魔核マギアトム』の暴走を経て、とうとう誤魔化しきれなくなった。今の俺は、剣士としても人形遣いとしても、半人前未満の弱者だ。

　こんな状態のままじゃ、どんなに特訓したって吹雪の主には勝てやしない。

　二度も命拾いした。命綱に等しい剣を容易たやすく折られ、雪で身動きも封じられ、目の前に死が迫ったあの恐怖。どうして俺は、誤ご魔ま化かし続けていられたんだろう。寒さで震えていたわけじゃない。剣を握ろうとする手すら、恐怖で震えて力が入らなかった。

　リネットが剣を振るう時、力を込められなかった理由も。今ならよくわかる。

　無意識のうちに恐怖してるんだ。敗北に、魔核マギアトムに、声が届かない孤独に。

　怯おびえてみて、ようやくわかった。心で負けたら、剣なんて握れない。

「なあ、リネット……お前の声さえ聞こえたら、俺は何も怖くないのに」

　何も言わない背中を、そっと抱き締める。

　今の俺に出来ることは、たったひとつ。

　希望を信じて、糸をつなぎ続けることだけなんだ。

「…………」

　情けねえな。リネットが動かなくなっても、声が聞こえなくなっても、俺はリネットに語りかけ続けるし、笑いかけ続けるって、約束したのに。

　その約束が、今はずっと遠いものに感じてしまう。

　押し潰されそうな孤独と沈黙を振り払うように、俺はリネットに服を着せ、毛布をかけ……いつもの夜と同じように、彼女の額に口づけた。

「……おやすみ、リネット」

　今夜も、返事はない。





　　　　◇






「ガルノーせんぱい。お加減は平気ですか？」

　アトリの不安そうな声で、ハッと我に返る。

　どうやら、半分意識が飛んでいたようだ。慌てて状況を確認するが、障壁は依然展開されたままだった。頭がジンと痛むが、まだ大丈夫だ。失神するほどではない。

「ああ。心配をかけてすまない。それに、一緒に閉じ込めることになってしまって……」

「……いえ。それは、わたしじゃなくて……」

　アトリが目を伏せた先に視線を向ける。

　そこには、疲れ果てて眠ったままのクロシェの姿。

　昨日、クロシェの拘束のために障壁を展開してから、既に半日以上が経過していた。

　私はブレイスのように、寝たまま魔法を維持し続けるという変態……いや、器用な芸当はできないので、障壁を展開し続けたまま一睡もせずにクロシェを見張り続けている。悪夢にうなされるような苦痛に満ちた寝顔は、アトリの罪悪感を増幅するに十分なものだったようで、一晩が明けてなお張り続けられた障壁の中には、陰鬱な空気が満ちていた。

「……あまり、素直には喜べない上達だな」

　陽炎かげろう事件のことがあってから、鍛錬を続けてきたことと、あの日よりも障壁のサイズが小さく済んでいるのもあってか。睡眠を犠牲にしてはいるものの、障壁の長時間展開には成功していると言ってよかった。

　クロシェを一時的に閉じ込めるために展開した障壁だったが……昨日の騒ぎを思えば、正解の選択だったのかもしれない。まさか、攻撃魔導士を捕らえたことで、あれだけの数の人間から憎悪の目を向けられることになるなんて、考えもしなかった。『腕輪』があれば、誰の笑顔も奪うことはないと信じていたのに。攻撃魔法を封じることで、敵視される……まるで、バーズ・アンティノアの怒りを買ったドルドヴェルク特三等の気分だ。

　最初からクロシェの命を奪うつもりなどなかった。クロシェの花火が攻撃魔法であることを説明し、腕輪で魔法を封じ、二度と魔法を使わないよう本人や周囲を説得して、それで事が済むと思っていた。花火を奪われることが彼女にとって死よりも耐え難がたい苦痛であったことに気づけなかったのが、私の落ち度だ。

　今クロシェを解放したら、ニアが腕輪を外すだろう。そうなれば私とアトリが一度捕らえた攻撃魔導士を野に放つ構図になってしまう。腕輪を外さないよう説得したくても、ニアを始め街全体を相手に理屈を通すなど困難極まりない。私にとっては攻撃魔法でも、彼かれ等らにとってはただの花火を上げる芸術。奪われる道理などないのだから。

　──職人にとって、技を奪われることは死ぬのと大差ない。

　命を奪わないことだけに固執しすぎた。生きてさえいれば、やり直せる……それだけを愚かにも信じていた私が、甘かった。奪うということへの、覚悟が足りなかった。

　極論、ニアたちの説得が無理なら……魔導審問会に背くことなく刑罰を完遂するためには、クロシェを処刑するしかない。

　……馬鹿げている。私はクロシェの命を奪わないために『腕輪』を選んだのに。

　だが、クロシェの命を救えば、今度はアトリが危険に晒さらされる。

「……それで、籠城か。頭脳派らしくもないな」

　本物の頭脳派なら、華麗な解決策を即座に発想し、状況を収束させてみせるのだろう。だが私は、アトリもクロシェも守りたいという我わが儘ままな想おもいを通したいばかりに、解決策を考え続ける間障壁に籠り続けるという無様な方法しか取れずにいた。

「ん……」

　草の上に寝転んでいたクロシェが、目を覚ました。しばし半覚醒状態で眼を擦こすっていたが、周囲に張られた障壁、そして目の前の私の顔を認め、自分が置かれている状況を思い出して、その顔を翳かげらせた。

「おはよう、クロシェ」

　そんなクロシェに対して、私はあくまでいつも通りに接することにした。

　互いにいがみ合い、腹を探り合うような緊張状態を続けたところで、結局誰の精神にも良くはない。こんな状況だからこそ、張り詰めた空気は身体からだに毒だ。

　草の上に腰を下ろし、足を崩して一息つく。

「紅茶でも飲むか？」

「……うん」

「ミルクは？」

「ほしい……」

　要望に応え、私は普段欠かさず持ち歩いている『魔保瓶キープボトル』からカップに紅茶を注つぎ、数滴のミルクを加えてクロシェに手渡した。

「ふーっ、ふーっ……いただきます」

　吐息を吹きかけて冷ましてから、クロシェはミルクティーを一口すすり、ほう、と深く息を漏らした。

「おいしい……」

「当然だ。私は紅茶職人だからな」

「……ふふっ。何それ」

　か細く頼りないものだったが、それでもクロシェはその顔に初めて笑顔を浮かべた。

　その笑顔を直視できず、私は逃げるように立ち上がり障壁に手を伸ばす。

「……すまない、クロシェ」
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　思わず口をついて出た、あまりにも無責任な言葉。偽善と傲慢に満ちた、醜い言い訳。

「……寝てないの？　すごいクマ」

　クロシェは私の言葉に怒りも悲しみもせず、それだけ尋ねてきた。

「障壁を、解くわけにはいかないからな……」

「そっか。そうだよね。……ごめん」

「……お前が、謝ることはない」

　クロシェは押し黙り、それから遠慮がちにアトリに目を向けた。つられて私もそちらを見ると、アトリは辛つらそうな表情で固く唇を結んでいた。

　……こんな顔を、させたいわけではなかったのに。

　アトリは、理解している。私がこうして障壁を展開し続けるのが、他ならぬアトリを守るためだということを。そして理解していながら、「自分のことはいい」とも口にはできない。アトリはアトリで、私を守りたいと思ってくれているからだ。

　クロシェを解放すれば、私とアトリは共に魔導審問会に背くこととなる。互いが互いをそんな目に遭わせたくないと思い合っているから、何も言えない。全て理解しながらこの状況をアトリに強いている自分に、どうしようもなく腹が立つ。

「……ガルノーせんぱい。わたしも、お紅茶いただいていいですか？」

「……ああ」

　それでも何とか力ない笑みを浮かべて、私を気遣ってくれるアトリに、情けない顔はいつまでも見せられない。二人分の紅茶を注つぎ、朝のティータイムに興じていると、丘の下から人影が近づいてくるのが見えた。

「ずいぶんと優雅な朝だな、ガルちゃん。おはよう」

「ブレイス……」

　所謂いわゆるお姫様抱っこという形でリネットの身体からだを抱え、障壁の目の前まで歩いてきたところで、ブレイスは苦笑しながら挨拶してきた。

「言っておくが、貴様の分はないぞ」

「いらねーっての。俺にゃ嗜たしなみとやらはサッパリわからないんでね。……いつも通りのガルちゃんで、ちょっと安心したよ」

　そういうブレイスの方はどこか覇気のない笑みを浮かべ、リネットをそっと地面に降ろす。彼女が今は物言わぬただの人形と成り果てていることを、改めて実感させられた。

「クロシェも、元気出せよな。……きっと何とかなるから。ガルちゃんが全部、何とかしてくれるはずだからさ」

　まったく、無責任なことを言ってくれる。

　だが、ブレイスの言葉通り、私が何とかするしかないのだろう。障壁の外からは、誰もクロシェに手を差し伸べられない。彼女の命運を握っているのは、この私なのだから。

「ううん、あたしのことは大丈夫」

　あくまで気丈なクロシェの答えに、ブレイスの眉がピクリと動く。

「あたしは、どうなってもいいの。でも、ルフナのことだけは、助けてあげて欲しい」

　まただ。またクロシェは、自分のことなどお構いなしに大切なルフナの心配をする。ルフナのために練習してきた花火魔法で罪に問われることになっても、恨み言の一つも言わずに。自分が処刑されれば、ルフナには二度と会えないのに。

　大切な人が生きていてくれれば、自分はいなくなってもいいとでも言うように。

　そう決心して死を選んだ人物が、未練を残してこの世に留とどまってしまったことを……私は、アトリの悲しそうな表情を見るまでもなく、痛いほどにはっきりと覚えていた。だからアトリは、「自分のことは大丈夫」なんて呪いのような言葉は、口にできないんだ。

「……そんなツラして言うことかよ。無理してんのが見え見えだ」

「無理なんか……っ」

　慌てて弁解したクロシェの声は、上ずっていた。固く決めたはずの意思とは裏腹に、その頬ほおを涙が流れ、肩は震え強こわ張ばっていた。

　彼女が今しがた見せた動揺は、明らかに死の恐怖に対するものだ。

　当然だ。アトリと同じ年頃の、まだ若い少女。どんなに強がってみせても、死に対する覚悟などできようはずもない。誰もがエルディマリー三等のように、強い人間ではない。

「……っ、嫌だ。止まってよ。こんなの、私が、ルフナより自分のことが大切だって言ってるみたいじゃん……っ」

「どっちも大切でいいだろ。手放したくないもの、天てん秤びんになんか載せんな」

　ブレイスの言葉は、どちらも天秤に載せかねた挙句に迷い抜いている私への当てつけにも聞こえてしまった。……ダメだな、心まで弱ってしまっている。

「ルフナのことは、絶対に助けるって約束するよ。けど、自分がどうなってもいいなんて言うな。ルフナを笑顔にできるのは、俺じゃなくてクロシェなんだから」

　涙を我慢しようとするクロシェの頭を優しく撫なでるように差し出された手が、そこに届く前に障壁に阻まれて止まる。

「……今度は、間違えたくないんだ。俺も、ガルちゃんも」

　独り言のように呟つぶやいたそれは、かつての失敗。一方を死なせ、もう一方を絶望させるような道は、かつてバーズの時に辿たどってしまった間違えた正義と同じ。だから今度こそ、二人とも救う。夢物語でも、叶かなえなくては……散っていった者たちに、顔向けができない。

「……ブレイスくんは昨日、ルフナに会ったんだよね？　その時のこと、もっと詳しく教えて。どういう状況で会ったのか、吹雪の中で何をしてたのか、どうしてあたしに逃げろなんて言ってくれたのか……何か、苦しんだりしていなかったか、全部っ」

　クロシェが障壁に張り付くように身を乗り出して捲まくし立たてた問いかけに、答えたのはブレイスではなく別の人物だった。

「それは、僕からお話しします」

　重たい足取りで丘を登ってきたレッド二等だった。隣にはニアの姿もある。

「レッちゃんに、ニア先生。一緒にいるなんて珍しいな」

「んみゅ。昨日ちょっと、ニワカには信じられない出来事があったらしいから、色々と確認させてもらってたのにゃ」

　そう言ってから、ニアはこちらに真まっ直すぐ視線を向けてきた。まだクロシェの拘束を解いていないのか、と咎とがめるような表情。答えることもできず、見つめ返すしかなかった。

　まったく、同じ親友でも私とニアはクロシェとルフナとは大違いかもしれないな。こうして喧けん嘩かしてばっかりだ。心の中で溜ため息いきをついていると、レッド二等が眼鏡をクイッと直してから、ゆっくりと口を開いた。

「ルフナは……吹雪の中で我々を襲撃してきました。我々をいとも容易たやすく雪の中に放り出し、何度も攻撃を加えてきた。僕のこともわからない様子で、もはやかつての面影などありません。何な故ぜか、クロシェのことだけは憶おぼえていたようですが」

　落ち着き払って淡々と並べられた、クロシェにとっては絶望的と言うほかない事実の数々は、レッド二等が一晩のうちに何らかの覚悟を決めたことをも告げていた。ルフナが攻撃魔導士として、明確な敵意をもって襲撃してきたというのなら、処刑は免れない。二等はその事実を受け止め、自身がルフナという攻撃魔導士に引導を渡す決意をしたのだ。

「にゃーがレッドにゃんから確認してたのは、その襲撃のことにゃ」

　ニアがピンと指を立て、難しい顔で口を挟んだ。

「レッドにゃんたちは昨日、魔導装甲車に乗って吹雪の調査に向かったはずなのにゃ。装甲車に乗っている限りはどんな攻撃も受け付けないはずにゃのに、襲撃されて戦闘に応じるのはおかしな話にゃ。そう思ってさっきレッドにゃんに聞いてみたら、街の外に停とめてある真っ二つに斬り裂かれた装甲車の無残な姿を見せられたにゃ」

「……は？　ま、真っ二つにだと？　何かの間違いではないのか？」

　ありとあらゆる物理的衝撃、あるいは殲せん滅めつ魔法にすら耐え得る強度を誇る最新鋭の装甲壁が……私の障壁魔法をモデルにニアが生み出した自信作である魔導装甲車が、真っ二つにされるなど。到底信じられる話ではない。

「設計者としては悔しいし、認めたくもなかったにゃけど……事実だにゃ。この目で断面もしっかり観察してきたのにゃ。それでわかったことは、装甲壁はただ物理的に斬り裂かれたわけじゃなく、瞬間的に超低温にまで冷却され、金属部の脆ぜい化かと土霊繊維グノミウスの崩壊を起こしていた形跡があったにゃ」

「……んん……つまり、どういうこと？」

　小難しい単語に首を捻ひねるブレイスに、ニアが子供に聞かせるような用語に置き換えて説明し直した。

「ようは、カチコチに凍らされてぶっ壊されたみたいな感じにゃ～」

「……あ！　もしかして、俺の剣もそれで？」

「その通りにゃ。レッドにゃんが押収した剣の断面も、同じことになってたのにゃ。つまりそこからわかるのが、装甲壁を破壊した斬撃は超低温の冷気を伴うということ……言い換えれば、氷雪の属性を持った攻撃魔法である可能性が非常に高いのにゃ」

　重々しい口調で結論付けたニアに、レッド二等が神妙な顔つきで頷うなずく。

「……さらにルフナは、僕たちの身体からだに雪を纏まとわりつかせて身動きを封じるような魔法も使ってきました。恐らくは吹雪を生み出している魔法と同じ……氷雪の攻撃魔法。疑いようもなく、彼女は攻撃魔導士……吹雪の主ということになります」

　アトリが怯おびえ切った表情で息を呑のみ、ニアが困ったように頭を掻かき、レッド二等が絶望を絵に描いたような顔でうなだれる。

　重苦しい沈黙を破ったのは、クロシェだった。




「……ううん。違うよ」




　……何？

「何が、違うのですか」

「だから、ルフナは吹雪の主じゃないよ」

　毅き然ぜんと、言い放つ。昨日と同じく、根拠を述べることも無しに、クロシェはルフナを信じているということだけを示すように告げた。

「クロシェ……いい加減にしてください。信じたくないのなんて、僕だって同じです。ですがこれだけ状況証拠が揃そろっていては……」

「……いや、そこは俺も引っ掛かってた。ルフナが攻撃魔導士かもしれないって証拠は並べたけど、吹雪の主だってことには繋がらないよな？」

「ブレイスまで……貴方あなたは聞いているでしょう、ルフナが唱えた呪文を！　それに呼応して雪が巻き起こったのを見ているはずです！」

「でも、レッちゃん自分で言ってたよな、恐らくはって。確証まではないんだよな？　氷の斬撃と、雪固めと、吹雪。全部が同じルフナの魔法だって確証は」

　結論が出かけた話を不用意に混ぜ返すブレイスの暴走に抗議しようと口を開いたが、私が言葉を発するのに先んじて声を上げた人物がいた。

「あ、あのっ、レッド二等っ」

　アトリ、だった。誰もが彼女に視線を向ける。

「……ルフナちゃんの唱えたという呪文。内容を、覚えていらっしゃいますか？」

　突然の質問に戸惑うレッド二等に、アトリは胸に手を添えながらゆっくりと続けた。

「わたし、以前に一度だけ、殲せん滅めつ魔法の詠唱を聞いたことがあるんです。……あれだけ大規模な吹雪を起こせるとしたら、上級魔法の詠唱には留とどまらないかもしれません」

　アトリが聞いたという詠唱とは、バーズの用いた火炎の殲滅魔法『火神の憤激ソングリーム＝ニルム』のことだろう。確かに、吹雪と比較してみれば被害の規模としては似通ったものがあるかもしれない。もしバーズの放ったものと同種の魔法であるならば、非常に長大な詠唱と、相応の代償を伴うはずだ。

「……すみません。襲撃の直後で動揺していたのもあって、全容までははっきりと記憶していないのですが……『結詞フエンネル』は確か、雪化粧チルルチル……だったかと」

　その呪文を聞いて、私は耳を疑った。

「俺も二回聞いてるはずなんだけど……まあ、人の詠唱なんて、よっぽど繰くり返し聞かないと記憶には残らないしなぁ。えーと何だったか、水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ……」

「……水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよ。六りつ花かしんしん、積もりて彩れ、白しろ妙たえに。雪化粧チルルチル……だ」

　驚きに彩られた全員の視線が、一斉に私に向く。

「そ……そうです。確かにそのような詠唱でした」

「何で知ってんだ、ガルちゃん!?　あんた土属性だろ？」

「……知っているさ」

　学生時代、嫌と言うほど文献を読よみ漁あさり、他属性の魔法であっても貪欲に知識を求め、やがては『鉄壁』の二つ名を取るに至るほどに。学び、求め、究めた……防御魔法のことであるならば、私はよく知っている。




「雪化粧チルルチルは、吹雪を起こす攻撃魔法ではない。周辺の雪を衣服や身体からだに纏まとい集め、硬く重い鎧よろいと為なす、水属性の防御魔法。れっきとした補助魔法だ」




「何、ですって……？」

　レッド二等が驚きよう愕がくに目を見開く。しかし、一方でブレイスは私が突拍子もないことを言い出したとは思っていないのだろう、その表情には複雑ながらも納得の色が見て取れた。

「身に覚えがあるような面だな、ブレイス？」

「……ああ。ずっと不思議だったんだ。装甲車をぶった斬っちまえるような凄すさまじい攻撃を、俺は何度も喰くらってるはずなのに、何で俺の身体は真っ二つになってなかったんだろうって。ようやくわかったよ。最初に戦った時も、次に会った時も、俺の身体はルフナの魔法で雪を纏ってた。……守ってくれてたんだ、ルフナが」

「ま、守ってくれてたって……一体、誰からですか！」

「決まってんだろ？　吹雪の主だ」

　当たり前であるかのように提示された結論に、レッド二等は言葉を失う。

「吹雪と、氷の斬撃が、吹雪の主の仕業で。ルフナはその攻撃から、俺たちを守ってくれていた。レッちゃんが温熱魔法で雪を溶かした時も、『雪化粧チルルチル』の鎧よろいが無くなって無防備になったら、真っ二つに斬られちまうから、ルフナは焦ってたんだ」

「やっぱり。あのルフナが、みんなを攻撃なんてするはずないもん。ずっと変わらない、あたしの知ってる優しいルフナのままだよ」

　ブレイスとクロシェが、ともに視線を交わし笑顔を浮かべる。

「そんな、まさか……本当に……？　で、ですが。それでは吹雪の主とは、一体何者だというのですか？」

　戸惑いを隠し切れずも、当然の疑問に思い至り尋ねたレッド二等に、ブレイスは心底得意げに答えてみせた。

「最初に言っただろ、レッちゃん。俺の相手は、魔獣だって」

　そして、障壁越しにクロシェと目配せし、ブレイスはこう続けた。




「もういいよな？　クロシェ」




　……どういう意味だ？

　クロシェが嬉うれしそうに頷うなずくのを見て、ブレイスはこともなげに打ち明けた。

「吹雪の主は、冷気を生み出す魔獣だ。ただし、吹雪蜥蜴ブリザードみたいに身体からだに冷却器官を持ってるってレベルじゃない。そいつを中心に、周辺の天候そのものが極寒の吹雪に変わる。言ってみりゃ、存在自体が天災って感じだな」

　吹雪蜥蜴ブリザードの脅威度は危険級。その能力を遥はるかに凌りよう駕がし、存在するだけで天候にまでも影響を与えるとなれば……その脅威度は、紛まぎれもなく災厄級だろう。

「そんなとんでもない魔獣の存在を誰よりも早く知った奴やつがいてな。そいつは、自分の住む街にたまたまふらっとやってきた魔獣ハンターを捕まえて、討伐を依頼したんだ」

　……ん？　そのハンターというのが、ブレイスのことか？

　とすると、その依頼人というのは……、

「……まさか、クロシェ。貴女あなたが、ブレイスに依頼を？」

　信じられないといった表情で尋ねたレッド二等に、クロシェがこくりと頷く。

「ごめんね、レッちゃん。あたし、吹雪の主が魔獣だってことも、ルフナがその魔獣と一緒にいることも、全部知ってたんだ」

「は……？　何を、言って……」

「話すね、全部。あたしと、ルフナの、今日までのこと」

　レッド二等の動揺を遮るように、クロシェが言葉を紡いでいく。

　今から三年と少し前。

　ルフナと「再会」したその日のことを、クロシェは語り出した。





　　　　◇






　クロシェは、寂れて人のいなくなった廃村で、ひとり孤独に暮らしていた。

　サンシュチア村は吹雪によって壊滅的な打撃を受け、畑は潰れ、川は凍り、白く凍えるような緩やかな死が人々を襲った。実りを失った滅びの村に、一人、また一人と見切りをつけていき、吹雪で失なくした親友の面影を忘れられないクロシェだけが最後に残った。

「……もう、あれから二年」

　時折、自分を憐あわれんで食べ物を届けに来てくれる優しい大人のおかげで、痩せ細り、衰えながらも、何とか生き続けることができていた。そこまでしてなおクロシェが村を離れることができなかった理由は、誰もいなくなった村の外れに、自分と同じように孤独に佇たたずむ墓標の存在があったから。

　世界で一番大切だった親友。ルフナ・メルトレイナの墓。

　ルフナの遺体は、そこに眠ってはいない。大人たちから聞いた話では、氷像と化した遺体は、溶けたり傷つくことの無いように、村より北方にある雪山の奥に埋葬したと。そのような秘境まで墓参りに通い詰めることはできないから、村の近くに墓標だけを建てたとのことだった。

　毎日のように自宅と墓前を行き来しては、日がな座り込んでそこにいないルフナに語り掛け続ける。それがクロシェの日課で、呪いだった。

「……今日は寒いね」

　忘れもしない、その日。

　生前ルフナが好きだった白い花を手に、いつものように墓前を訪れた日。

　その日はいつもより寒く、ちらちらと雪が降っていた。

　クロシェは、雪が好きではなかった。ルフナを奪い、村人を去り行かせた雪が。世界から色と温ぬくもりを刈り取っていく無情な白い絶望が、好きではなかった。

　二年前、吹雪が村を襲ってからは、滅めつ多たに見ることの無かった雪。その寒さに嫌気がさして、クロシェは墓前で焚たき火びを起こした。

「これで少しは、暖かくなったかな？」

　答える者など当然いない。

　こんな孤独を、クロシェは毎日ずっと繰くり返してきた。

　一体いつまで続けられるのだろう。一人ぼっちは、寒くて、寂しくて、凍えそうで。いつか心まで凍りついて、永遠に止まってしまうのかな。

　それでも、ルフナと一緒に果てるなら、それも悪くはないのかもしれない。

「……っ」

　一際強く、冷たい風が、ささやかな火を吹き消した。

　二人から温ぬくもりを奪い去った風の吹いてきた方角を、憎々しげに見つめる。

「…………、え？」

　初めは、寒さで幻覚を見ているのだと思った。

　色の無い世界。遠く先は闇に閉ざされた、灰色の空の下で。

　鮮烈な赤が、佇たたずんでいた。

「……うそ」

　赤い頭巾フードの下から覗のぞく、驚きよう愕がくに染まったその顔。

　雪が嫌いなクロシェが、唯一心から美しいと思える、雪のように白く透き通った肌。

　見間違えるはずもない。

「……ルフナ」

　二年前に亡くしたはずの親友が、そこに立っていた。

「クロ、シェ」

　彼女もまた、虚うつろな声で自分の名を呼ぶ。

　他人の空似なんかじゃない。

　あれは、ルフナだ！

「ルフ……」

「来ないでッ！」

　駆け寄ろうとした私に、悲鳴じみた制止の声。

　思わず立ち止まり、黙り込んだクロシェの耳にきこえてきたのは……低く、獰どう猛もうな、獣のような唸うなり声ごえ。

「グルルル……ッ」

　ルフナの背後、雪に隠れて見えない闇の中。「何か」がいた。ルフナはその存在に制止をかけるように、片腕を真まっ直すぐ横に突き出していた。

　……あれは、魔獣？

　今の「来ないで」は、私に言ったの？　それとも「あれ」に？

「……どうして、こんなところにいるの、クロシェ」

　今にも泣きだしそうな痛ましい表情でルフナが口を開いた。あたしが聞きたいよ、と言葉を返したい衝動さえもはねのけて、真っ先に口をついて出たのは、自分でも諦めかけていた『もしかしたら』だった。

「ルフナに、会えるかもしれないって、思って」

　決して叶かなわないと知りながらも、ずっと。

　孤独に生きてきたのは、きっと。

「ずっと、会いたかった。ルフナ」

　今日この日、ルフナとまた出会うためだった。

「……ダメ。ここにはもう、何もない。私も、そこにはいない」

「うん……だってルフナは、そこにいるもん。ねえっ、ルフナ。あたしと一緒に……」

「ダメ」

　突き放すような冷たい言葉には聞こえなかった。

「どこか、ずっと遠くへ行って、クロシェ。今日のことは、夢だと思って忘れて。そしてもう二度と、私に会いたいなんて思わないで」

「……どうして？」

「私は、あなたと一緒には、生きられないから」

　どうして。

　こんなに近くにいるのに、駆け寄って触れられない？

「……それのせいなの？」

　背後の魔獣を指した言葉に、ルフナは力なく首を振る。

「……あなたにはまだ、明るくて暖かいところで生きていける未来が残されてる。こんなところで凍えていたらダメ。……私はもう、そっちには行けない」

　凍りついて届かない想おもい。

　渡ること敵かなわない氷河で隔てられたような、絶望的な距離の溝。

「……さよなら、クロシェ。どうか幸せに」

　零こぼれる涙さえ凍りつかせて、色の無い闇がルフナを連れ去ろうとする。




「……花火」




　勝手に口が動いていた。

「……え？」

「花火、好きだったよね、ルフナ。小さい頃に、一緒に見た花火」

　サンシュチアに旅のサーカス団が訪れた日、夜空を七色に染め上げた、無数の光の花。無口で無表情なルフナが、初めて笑ってくれたあの日のことを、今でも覚えている。

　ううん、きっと永遠に忘れたりしない。

「あたし……ルフナのために、花火を上げるよ。どんなに遠くに離れていても、どんなに暗くて寒い場所にいても、ルフナの心を照らして、温めてあげられるように！　いつか必ず、この空いっぱいの、色とりどりで超ビッグな花火を、打ち上げてみせるから！」

　視界はすっかり滲にじんで、ルフナの表情は見えない。

　ちゃんと笑えているかな。

　届かない小指を、赤い影に向かって伸ばす。

「だから、約束っ。その日がきたら、もう一度笑って」

　返事は、雪風が吹き抜ける空寒い音。

　遠く離れたまま、結ぶことのできなかった指。

　クロシェが最後に交わした、届いたかもわからないままの、遠い遠い約束だった。





　　　　◇






「……それからあたしは、サンシュチア村を出てこのクオーヴルに辿たどり着ついて、ニア先生の弟子として花火職人見習いになったんだ。レッちゃんとも何度か顔を合わせるようになって、元気になったあたしの姿を見せられたって思う。心配かけちゃって、ごめんね」

　いつの間にか涙を流していたクロシェが、レッド二等に向かって精一杯微笑ほほえみかける。

「私とルフナがもう一度離れ離れになったあの日から、三年経たった今になって。この近くに吹雪が発生したって情報を聞いたんだ。間違いなく、ルフナだって思った。ルフナと、あの日見た魔獣だって。だからあたしは、あの魔獣をやっつけてくれる強いハンターを探してたの。そして、ブレイスくんを見つけた」

　以前、ブレイスとリネットが二人組の魔獣ハンターとして巷ちまたの噂うわさになっていると聞いたことがあった。噂が大陸のどこまで広がったのかわからないが、その後もブレイスは災厄級魔獣まで討伐している。彼の実力に目をつけるのは至極自然なことだった。

「どうして、ずっと隠していたのですか」

「だって、隠し味は秘密にしておいた方が面白い、だろ？」

「もうっ、違うよ！」

　冗談めかして笑うブレイスと、それを慌てて否定するクロシェ。

「……もしかしたら、ルフナがあの魔獣を操っているのかもしれなかったから。召喚獣の使役は、攻撃魔法だから……レッちゃんには内緒にするしかなかったんだよ」

「……召喚獣、だと？」

　耳慣れない単語が飛び出してきて、思わず聞き返す。しかし、それを聞いたレッド二等が青ざめた顔をしているのを見て、聞くまでもなく察してしまった。

　サンシュチアを襲い、ルフナを氷の牢ろうに閉ざした吹雪。

　そして再び現れたルフナと共にいた、吹雪を生み出す魔獣。

　今なお吹雪の主として君臨する、全てを呑のみ込こむ豪雪と装甲壁をも容易たやすく斬り裂く氷の斬撃を備えた、推定脅威度災厄級の怪物。

　悲劇を引き起こしたのは、同一の存在だ。

「吹雪の主は……『氷嵐召士テンペスター』の召喚獣ということですか……！」

　召喚魔法。

　異次元空間内に捕獲・封印した魔獣を、召喚し、洗脳し、使役する魔法。性質そのものが支配系の魔法であることと、使役した魔獣が専ら攻撃のために利用されることから、攻撃魔法に分類される強力な魔法だ。

　レッド二等が口にした『氷嵐召士テンペスター』という名前には、私も聞き覚えがある。今から五年ほど前、冷気を生み出す凶悪な魔獣を使役して各地の村落を襲い、力量の誇示のために民の命を奪ってきた、極めて下劣な攻撃魔導士。しかし、私の記憶が正しければそいつはとうに審問会によって処刑され、残された召喚獣も活動停止が記録されていたはず。

　だが、もしルフナと同じ理由で、一時的に凍結していただけなら。時を経て休眠状態から目覚め、野良召喚獣として再び世に解き放たれたということになる。

「ガルちゃんがルフナの魔法はただの防御魔法だって教えてくれたから、確信が持てた。ルフナは吹雪の主を使役なんかしちゃいない。ただあの吹雪に近づく人を、呑のみ込こまれそうになった人を、雪の鎧よろいで守り続けてきたんだ。自分自身は、呪いみたいに吹雪の中に囚とらわれたままで、ずっと」

　根拠なく信じていたわけではない。クロシェは、知っていたのだ。大好きなルフナが、吹雪の主などではないと、最初から。昨日の妙な口ごもり方も、審問官に事情を告げるわけにはいかなかったからだ。

　そのしがらみから解き放たれた今、クロシェはとても晴れやかな顔をしていた。

「だったら、助け出してやらなくちゃな」

「……うんっ」

　力強い微笑ほほえみが、ブレイスとクロシェの顔に浮かぶ。どんな暗闇も照らし温めるような眩まぶしく熱い希望の光。笑って前を向く力が、二人の瞳に灯ともっていく。

「あたし、あの子を助けたい。ブレイスくん、改めて依頼しますっ。あの吹雪を止めて、ルフナを助けて。吹雪の主を……ルフナを閉じ込める魔獣を、やっつけて！」

「おうッ、任せろ！」

　障壁越しに、二人が拳を突き合わせる。

「やっつける……？　あの、吹雪の主を。我々が手も足も出なかった怪物を？　馬鹿げています。万に一つも、勝算などあり得ない……」

　変わらず絶望的な声音で、レッド二等が零こぼす。

　彼自身も、本当はクロシェと同様ルフナのことを助けたいと思っているはずだ。ルフナは裁かれるべき攻撃魔導士ではないとわかったのだから、吹雪の主を討伐すれば彼女は無事に解き放たれる。暗く寒い吹雪の牢ろう獄ごくから、救い出すことができる。

　だが、肝心の討伐が成功するビジョンが見えない。

　装甲壁をやすやす斬り裂く凶悪な斬撃に、絶え間なく降り注ぎ続ける雪と冷気。そんな劣悪な戦闘環境の中にあってさらに、今のブレイスは「本調子」とはほど遠い。実際、ブレイスの上げた声は自らを無む理り矢や理り奮い立たせるための空元気にさえ思えた。

　そんな視線に気づいたのか、ブレイスは苦笑いで答える。

「……情けない話だけど、今の俺は確かに弱い。ニア先生に訓練はつけてもらったけど、それでも昨日はまるで歯が立たないどころか、まともに剣を握ることすらできなかった」

「ならば……」

「任せろ、って言ったのは。俺ひとりにって意味じゃない」

　草の上に座り込んでいたリネットを抱き起こし、ブレイスはそう口にする。

「俺とリネットだけの力じゃ、どうにもならない。吹雪の主に勝つには……レッちゃん、あんたの協力が必要なんだ」

「僕、の……？」

　困惑するレッド二等にブレイスが説明するより先に、彼らの背後から呼びかける声が聞こえた。

「レッド二等ーッ！」

　彼の部下の審問官たちだ。こちらに向かって駆け寄ってくるその顔触れには、いずれもひどい焦りと恐怖の色が浮かんでいた。

「ご報告、致しますッ」

　ただ事ではない雰囲気を感じ取った一同が、彼らの言葉に耳を傾ける。

　嫌な予感がする。

「昨日の調査結果、およびこれまで収集したデータから、吹雪の移動予測を再度計算し直しました。結果……」

　その、予感の通り。

　極めて良くないニュースが、その口から告げられることとなった。

「明日の、午後。吹雪がこのクオーヴルに直撃します」
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「これで全員、避難できたのにゃ」

　クオーヴルを覆い尽くす、大雪の中。

　街の地下に築き上げられた緊急避難壕シエルターの入り口から顔を覗のぞかせたニア先生にそう伝えられた俺は、ひとまず胸を撫なで下おろした。




　今日は技ぎ芸げい祭さいの前日。当然、住人の熱気は最高潮に達していた。

　これから街が吹雪に見舞われるから、地下に避難してくれ……なんて言っても、ほとんどの住人は自分の作業に夢中で聞く耳持たなかったし、ましてやクロシェを捕まえた魔導審問会側が呼びかけてるってんだから、まともに取り合ってくれる人は少なかった。

「大事な祭りの前って時に、どうしててめえらの言う事聞かなきゃならねえんだよ！」

「どうしてもオネガイシマスってんなら、まずはクロシェちゃんを解放しやがれ」

「ニア先生も、何でこんな連中に協力なんてしてるんですか」

　非ひ難なん轟ごう々ごう、一触即発の雰囲気の中。どう説得したもんかと俺やニア先生が頭を捻ひねっていたら……それらを一発で黙らせたのは、レッちゃんの見せた凄すごみだった。

「あなた方の命のただのひとつとて、あの吹雪に奪わせるわけにはいかない。そんな過ちは起こさせない。死にたい者にも勝手は許しません。何があろうと、あなた方全員、絶対に生き延びてもらいます！」

　静かに滾たぎるマグマのような、下手に触れれば火傷やけどじゃすまない熱量に圧おされ、住人たちは一人、また一人とシェルターに案内されていき、本格的に雪が降り始める頃になってようやく、住人全員の避難が完了した。

　……ただ一人を除いて。

「ガルちゃんたちは？」

「……シェルターの中にいると、みんなを刺激するからって。クロにゃんとアトリにゃんと一緒に、どこか離れた場所に隠れてるはずなのにゃ」

「あの、頑固もんは……」

　一昨日、ガルちゃんがクロシェを拘束してから、もう丸二日経たってる。その間ずっとろくに眠らずに障壁魔法を展開し続けてるんだから、いつぶっ倒れてもおかしくない。

「でも、キミは信じてるのにゃ？」

「当たり前だ」

　俺たちが吹雪の主を倒して、この吹雪を止めるまで。ガルちゃんはクロシェを守り抜いてくれると、俺は信じてる。

「んじゃ、そろそろ行くよ。シェルターの中のことはよろしく頼む、先生」

　隣のリネットに『専心の糸グランギニヨル』をつなぎ、ニア先生から借り受けた『武装箱アーセナル』を運んでもらう。

　俺たちが使う剣は、この箱から取り出せるもので全てだ。十数本か、あるいはもっと少ないか……とにかく、この『武装箱アーセナル』から剣を取り出し尽くして空っぽになってしまった時が、万策尽きる時だ。できることなら、そうなってしまう前に勝負を決したい。

「……健闘を祈るにゃ」

　最後まで心配そうな顔のまま、ニア先生はシェルターへと潜り、入り口を閉ざす。

　……自分では、笑えてたつもりだったけど。先生にあんな心配そうな顔させちまうってことは、つまり俺の方も不安を隠しきれてないってことか。

「……っ、うし！」

　大きく息をついて気合いを入れ直し、俺とリネットは轟ごう々ごうと雪風の吹き荒れる方角へ向き直った。そこには、思い詰めたような、あるいは覚悟を決めたような、重々しい表情で立ち尽くす、レッちゃんの姿があった。

　無言で視線を交わし、俺たちは吹雪の中心部へと歩き出す。

　この先に、ルフナが……そして、「吹雪の主」がいる。

「……ブレイス」

　真っ白に様変わりしたクオーヴルの街道を並んで歩きながら、レッちゃんが顔を合わせずに俺に話しかけてくる。

「たとえ、我々が吹雪の主に勝つことができたとしても」

「できたとしてもじゃねえ、勝つんだよ」

「……それでも、クロシェは救うことができないということを、理解していますか」

　気丈な笑顔で俺たちを見送った、優しい少女の顔を思い出す。

　攻撃魔導士じゃないことがわかったルフナと違い、クロシェはガルちゃんの……魔導審問官の見ている目の前で攻撃魔法を使ってしまった。どうあがいても、彼女には処刑される未来が待ち受けていることになってしまう。

　……それでも俺は、信じていた。

「大丈夫。きっと何とかなる」

「何を根拠に……」

「俺はガルちゃんを信用してる。あいつの不器用な優しさも、掴つかみたいと思った未来は意地でも勝ち取ることも、俺と一緒で、みんなの笑顔のために頑張ってくれることも」

　そういう奴やつだから、俺は信じられるんだ。

「だから、俺たちは俺たちにできることをすればいい」

　足元の雪が、深くなる。

　渦を巻いて、吹き抜ける冷風。

「……っ、レッちゃん。そろそろ頼む」

「……はい。火霊サラマンダーよ、火霊サラマンダーよ、熾し烈れつなる同胞はらからよ」

　レッちゃんが温熱魔法の詠唱を始める。

　俺一人では、吹雪の中ろくに身動きも取れない。だから彼には、俺の身体からだに絶えず熱を送り続けてもらう。極寒下でも普段通り動けるようになって、初めてスタートラインだ。

「奔はしれ命脈、滾たぎれ血潮。獅し子し奮ふん迅じんと燃え盛れ。熱る血オルハザロフ」

　呪文が完成し、全身を熱された血が駆け巡る感覚を覚える。ゆっくりと右手で握り拳を作って開いてを二、三度繰くり返す。あれだけ全身を責せめ苛さいなんでいた酷寒は今や微み塵じんも感じられず、何なら身体に火が入って普段より激しい運動にも耐えられる気さえしてきた。

「……ビックリするほど力が溢あふれてくる」

「元々非力な僕でも、貴方あなたを難なく組み伏せられたほどですから。貴方の身体に熱が宿れば、その身体強化の効果のほどは劇的なものでしょう」

「頼もしいな」

　これが、レッちゃんに求めた協力。温熱魔法のおかげで、寒さの中でも問題なく動けるようになるだけじゃなく、腕力や脚力を軒並み底上げして戦闘に臨める。効力は期待していた以上だった。これなら、俺も戦える。

「ふうぅーッ……」

　吐く息が、雲のように白い。

　視界を覆い尽くすように広がった息が、強風に吹かれて散った時。

　前方には、赤い頭巾フードを被かぶった少女が立ち尽くしていた。

「よう、ルフナ」

　彼女の顔は、悲痛に歪ゆがんでいた。

「……どうして」

　二度と姿を見せるなと、何度も忠告したのに。

　どうして勝ち目がないとわかっていながら、再三姿を現すのか。

「決まってる。お前を、助けるためだ」

　その宣言に、しかし彼女は顔色を変えない。

　代わりに、ルフナの背後に広がる白い闇が、ほんの少し揺らめいて見えた。




　……違う。

　あれは、影だ。




　そう認識した瞬間、秩序なく吹ふき荒すさんでいた雪風が、突然逆巻き始めた。

　吸い寄せられるような強い風に体勢を乱されながらも、腰を低く落として耐える。吹雪はルフナの背後の空間を中心に竜巻のような渦を形成し、まるで鈍にび色いろの嵐のように、周囲の石塊いしくれや煉れん瓦がを吸い上げ巻き込んで肥大化していく。

　そして、一瞬。

　颱たい風ふうの中心のような、一瞬の無風状態が、吹雪の中に生まれた。

「……来ないで」

　風が止やみ、雪が全ての音を吸い尽くすような静寂の世界の中で、透き通るようなルフナの声だけが、波紋のように響き渡る。

　巻き上げられ、空へと放り出された雪の下。

　彼女の背後に存在する巨影の全容が、はっきりと俺たちの目に映った。

　建ち並ぶ家屋ほどの巨きよ躯くが、雪の光に照らされて輝く。

　全身を覆う鋭く尖とがった剛毛は、金属のように銀色に光り輝き、その硬度を触れずとも伝えてくる。

　剥むいた牙は無む垢くで汚れなく、しかし幾つもの生命を砕き喰くらってきたことを本能的に理解させるような殺意を帯び。

　雪上に根差した四本脚は、爪の代わりに氷柱つららが生はえ揃そろい、撫なぜるだけでたちまち凍いてつかせ砕くような冷たさを湛たたえ。

　何より目を奪ってやまないのは、その頭部に一本、突き立つように生えた鋭い角……いや、まるで人ならざる者が鍛え授けたかのような、銀色の剣。

　神々しささえ感じさせる威容は。

　狼おおかみによく似た姿をしていた。




「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッッッ[image: ]」




　遠とお吠ぼえ。

　自ら生み出した静寂を、劈つんざくような大音声。

　街道中の窓が割れ、家屋は降り積もる雪の重みに崩れ潰れていく。

　大地すら震え上がらせる咆ほう哮こうと共に、波は濤とうのような大質量の豪雪が突風に乗って襲う。

「ぐぁッ」

　咄とつ嗟さに両手で顔を覆い、防御の姿勢を取ったが、圧倒的な重量に圧おし負けて吹き飛ばされてしまう。煉瓦の塀に背中を打ち据え、痛みに流れた冷や汗がそのまま氷の粒と化す。

「この、野郎……この壁には、ガストさんって職人さんの奥さんが描かれてたんだ……お前、知らねえからな。あとでブチギレられても」
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　喉の奥からせり上げてきた熱を、雪の上に吐き出す。赤黒い血が、じゅうと音を立てて雪を蒸発させる。

「……あいつが、『氷剣狼ウルズヴオルク』」

　吹雪の調査資料にその名前を見つけた、『氷嵐召士テンペスター』の召喚獣。資料の通り、冷気を操る能力と、特徴的な剣状の一本角を持っている。……ただ、五年前の記録では、あんなに馬鹿デカい図ずう体たいはしてなかったはずなんだけど。

「五年も野良やってりゃ、肥え太りもするか。ったく、成長期かっつうの」

　悪態をついてから、周囲を確認する。

　氷剣狼ウルズヴオルクの一ひと吠ほえで、あたりにはまた吹雪が舞い始めた。冗談みたいな巨体も、雪の向こうに隠れて見えない。初めて戦った時と同じ。次に襲ってくるのは、視界の外、白い闇の中からの奇襲攻撃だ。

　目を凝らして雪の向こうを見据える。

　さっきまで俺たちが立っていた場所に、重々しく鎮座する『武装箱アーセナル』。その背後に隠れるようにして、リネットが力なく座り込んでいる。

　ニア先生にも散々言われた通り、吹雪の中での戦闘の鍵になるのはリネットだ。血液の流れていないリネットは、温熱魔法を使えない代わりに、吹雪の中でも寒さを感じることなく動くことができる。

　加えて、豪雪下のような極限環境を生活圏とする魔獣には、共通の特性がある。吹雪の中では視界も悪く、音も聞き分けられず、匂いも追えない。ではどうやって敵の位置を捉えるかといえば……そう、温度だ。生き物が放つ僅かな熱を感知する能力に長たけている。

　つまり俺の見立てでは、氷剣狼ウルズヴオルクは人肌の熱を持たないリネットの気配を察知できない。

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ。連ねば縺もつれ、定めば綻ぶ。されば従えよ、縦ほしいまま」

　リネットに向かって手を伸ばし、呪文を唱える。

『祝詞セントランサス』完唱と同時に、走り出す。

　雪を蹴って跳んだ身体からだは、想像よりも速く動いた。これも温熱魔法のおかげか。

　五歩、いや六歩。吹雪に逆らって真まっ直すぐ走り抜けた勢いのまま、『武装箱アーセナル』に右手を突っ込み、一振りの剣を引き抜く。

「専心の糸グランギニヨル！」

　助走の勢いと、抜剣の勢い。二つの慣性に乗せて引き抜いた剣を頭上にぶん投げ、空いた手からすかさず「糸」を伸ばす。

　冷たい殺意が振り下ろされる直感に合わせ、大きく横に飛とび退のく。

　直後、それまで俺の立っていた地面が爆はぜ飛ぶように斬り裂かれるのが見えた。

　予想通り、氷剣狼ウルズヴオルクの攻撃は、温度の高い俺に向かって飛んでくる。

「……今ッ！」

　斬撃後、一瞬の硬直。

　俺が高く放り投げた剣を、さらに高く跳躍したリネットが空中で掴つかみ取とる。

　舞い飛ぶ雪塊を蹴り、流星のように急降下。

　闇の中、朧おぼろに捉える敵の姿。

　一直線に振り抜き、氷剣狼ウルズヴオルクの剣角に直撃したはずのリネットの剣は……鈍い音を立てて二つに折れた。

「……クソっ」

　完全に急襲が決まったと思った。

『専心の糸グランギニヨル』で戦う以上、長時間の接続は難しい。爆発的に向上するパワーとスピードに全てを賭けた一撃必殺の奇襲しかないと、はなから決めていた。

　温熱魔法で俺の運動能力を高め、素早い動きで敵の攻撃を誘い、躱かわしたところにすかさずリネットが叩たたき込こむ。視界の外からの超高速での接近なら、温度を頼りに索敵する氷剣狼ウルズヴオルクには察知すらできないはずだった。

　だが、剣を振り抜く瞬間に、どうしてもリネットの力が抜けてしまう。

　ニア先生の特訓のおかげで、敵の攻撃を避よけながら武器を拾う立ち回りや『専心の糸グランギニヨル』の使い所の見極めは会得でき、リネット主体の戦闘スタイルは付け焼刃ながら完成した。実際、今の奇襲は完璧なタイミングだった。

　けど肝心の斬撃だけ、とうとう最後までうまくいかないままだった。

　やっぱりまだ、怖いのか、俺は……！

「……だから、言ってる。あなたでは、無理だって」

　ルフナの冷たい声が、すぐ傍そばから聞こえる。

「何度やっても同じこと。あいつには勝てない。いつも通り雪に塗れていてくれれば、それでやり過ごせる……だから、諦めて。水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよ……」

　……そうか。今までの戦いで、ルフナの『雪化粧チルルチル』を受けて雪の中に埋められた後、氷剣狼ウルズヴオルクの追撃が無かったのは……そのへんに積もる雪とまるで同じ見た目と温度になった敵を、見分けられなくなったからだ。

　とことん、俺たちの命を助けてくれていたんだな、ルフナは。

「六りつ花かしんしん、積もりて彩れ、白しろ妙たえに。雪化粧チルルチル」

　呪文に呼応して、舞い踊るように集まってきた雪が、俺の身体からだを包み込み……、

　雪の鎧よろいとなるより先に、溶けて消えた。

「……ッ!?」

　ルフナの表情に強い焦りが浮かぶ。

　それを認めたのも束つかの間ま。俺に向かってまっすぐに振り抜かれた前肢が、後ろに飛とび退のいた俺の視界を埋め尽くす。

「ど……どうして！」

　温熱魔法がかかっていれば、雪の鎧は熱で溶ける。レッちゃんが何度も実証済みだ。

　けど、多分ルフナが聞きたい「どうして」は、そんな原理のことじゃない。

　雪の鎧を纏まとってさえいれば、氷剣狼ウルズヴオルクの猛攻も街を襲う吹雪もやり過ごすことができるのに。どうして自分の身を危険に晒さらしてまで、戦おうとするのか……ってところだろう。

「言ったろ。ルフナ、お前を助けに来たんだって！」

　雪だるまにされて、守られてるばかりじゃ、何も変わらない。

　戦って勝たなきゃ、この吹雪は止まらない。クロシェも、ルフナも、レッちゃんも、誰一人笑顔になんてできないんだ。怖くたって……俺がやるしかない。

「グルルゥアッ」

　突如、目の前に現れた氷剣狼ウルズヴオルクの大口が勢いよく開かれる。呼気中の水分が、冷気で一瞬にして白く凍り、敵を凍いてつかせる息吹ブレスとなって襲い掛かった。

「ぐっ、寒ッ、うぇ、ぶぇえっくしょん！」

　衣服や髪に瞬間で降りた霜。あまりの冷たさに、咄とつ嗟さにくしゃみが出た。

「……熱る血オルハザロフッ！」

　間髪入れず、右後方から聞こえた詠唱。

　凍えかけた身体に、たちまち火が灯ともる感覚。

「サンキュー、レッちゃん！」

　敵の攻撃は吹雪を伴う冷気だ。長く渡り合う以上必要になってくるのが、温熱魔法の再詠唱。そのタイミングは、俺が寒さを感じたその瞬間……つまり、くしゃみを合図にすることを、事前に取り決めておいた。

　これ以上ない最高のタイミングで受けた熱を最大限に活用し、氷剣狼ウルズヴオルクの追撃圏から離脱する。攪かく乱らんを兼ねて走り回り、再び『武装箱アーセナル』の元へと駆け戻る。

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ！　連ねば縺もつれ、定めば綻ぶ！　されば従えよ、縦ほしいまま！」

　今度は両手で二本の剣を引き出し、同時に次の奇襲のための呪文を準備する。吹雪の中は氷剣狼ウルズヴオルクの舞台。息もつかせずに畳みかけるしか、こっちが優位に立つ方法は無い！

「ガァアッッ！」

　咆ほう哮こうと共に跳躍した氷剣狼ウルズヴオルクの巨体が、頭上から迫る。

「んなッ!?」

　押し潰される寸前に、剣を手放し転がるように身を捩よじって何とか避よけたが、体勢を大きく崩された。くそ、図ずう体たいのわりに身軽な野郎だな！

　その隙を見逃すほど甘い相手でもない。右前肢を大きく振り上げ、立ち上がろうとする俺に向けて鉄てつ槌ついのごとくに勢いよく振り下ろす。

「専心の糸グランギニヨル！」

　詠唱とほぼ同時に、横合いから突き刺すように、薄紅色の一撃。

　斬撃が上う手まくできないなら、突進のスピードと剣自体の重量だけで剣角を打ち砕いてやろうと奇襲をかけたが、これもまたやすやすと砕かれた。あの角が一番厄介だから先に折ってやりたいが、そう簡単にいかないらしい。

「……まあ、あの角って骨格の一部だろうからな」

　魔獣の骨は、どんな金属よりも硬いと言われている。最新鋭の装甲車をバターみたいに斬り裂いてしまえるのも、奴やつの冷却能力だけじゃなく、純粋に剣角の硬度と鋭利さが優れているからだ。たとえ俺たちが万全でも、一撃で斬り砕けるかはわからない。

　辻つじ斬ぎりのような一撃離脱であっという間に視界の外へ消えたリネットを、氷剣狼ウルズヴオルクは追おうともせず俺に殺意を向け続けてくる。

　どうやら吹雪を生み出す魔獣である氷剣狼ウルズヴオルクにとって、熱を持つ俺は本能的な敵意の対象として映るらしい。「糸」が切れている間のリネットや、魔獣との戦闘経験に乏しいレッちゃんに攻撃が向かないのはかなり好都合だ。俺一人が攻撃を引き付け、回避に専念し、好機を見み出いだして奇襲をかければいい。シンプルな戦型だ。

　ただ、雪の鎧よろいを纏まとっていない以上、一発でも剣角の攻撃を喰くらえば真っ二つになってお終しまいだ。剣で防ぐこともできないから、無駄な武器の消耗を避けたいのなら全部見切って躱かわし続けるしかない。

「……ったく。何だかんだで、『鉄壁』が後ろにいてくれないってのは不安なもんだな」

　これまでの戦いでも、ピンチに陥ることはあった。回避が間に合わなかったり、思いがけない奇襲を受けたり。今になって思い返してみれば、そういう時は決まってガルちゃんが守ってくれていた。

「……なんて、弱気になってる場合じゃねえか！」

　こんな弱音、あいつに聞かれたら思いっきり笑われるに決まってる。面子メンツに関わるからご遠慮願いたい。獰どう猛もうな連撃を全力疾走で避よけながら、俺はそんなことを考えていた。

「土霊ノームよ、土霊ノームよッ！」

　若干の頭痛を覚えながら、もう何度目かわからない人形操術の詠唱を繰くり返す。俺が剣を持って攻撃に出ても、その動きは熱のせいで見切られてしまう。だからたとえ無理筋だとしても、リネットの攻撃に賭けるしかない。

　特訓の成果、「糸」の主導権の支配で、何とか『魔核マギアトム』に意識を奪われることもなくここまで戦ってこれたが、一方で限界が静かに近づいてきているのも嫌と言うほど感じていた。

　氷剣狼ウルズヴオルクが前肢で弾はじき飛とばした地面の煉れん瓦がと雪の塊を、側転して躱かわす。今の光る煉瓦は、ドラミューリさんという職人の力作、メロディレンガの一部だった。

　これ以上、みんなの笑顔の結晶をめちゃくちゃにされてたまるかよ。

「うぉぉおおおらァッ！」

　気合いの雄お叫たけびと一緒に、『武装箱アーセナル』から特大の巨剣を生成する。並の剣じゃ歯が立たねえってんなら、こいつをお見舞いしてやる。

　構えるどころか持ち上げることすらできないほどに重く分厚い鉄塊を足元に放置し、反対側に回り込むようにして氷剣狼ウルズヴオルクの攻撃を誘導する。

「専心の糸グランギニヨル！　喰くらいやがれッ」

　剣角による大振りの斬撃を回避し、その勢いに真正面からぶつけるようにリネットが巨剣で迎え撃つ。今度こそ、と思っていた重量の暴力は、しかしこれまでと同じように容易たやすく打ち負け、砕かれてしまった。

　くそ。超重量の巨剣なら、飛竜ワイバーンの首を圧潰した時のように、魔獣の骨の硬度を無視できると思ったのに。

　やっぱり、魔核マギアトムに喰われてでも全力を込めるしかないのか？

「っ、ダメだ、それだけは！」

　脳裏を過よぎりかけた捨て身の戦法に、必死で頭を振る。そんなことをしても、よくて相討ちで終わるだけだ。俺とリネットが一緒に生きて帰れなくちゃ、意味がない。

　けど、だったら届かない分はどうやって埋めればいいんだ……!?

「……もうやめて！　何度やっても、無駄！」

　いつの間に近くに来ていたのか、ルフナの悲痛な叫びが吹雪の中に響いて消えた。

「こんなこと、無意味っ！　あの怪物には、誰も勝てない！」

「うるせえッ！　無理とか、無駄とか、無力とか、無意味とか！　そんな立ち止まった言葉ばっかり並べ立てるな！」

　思わず突っかかってしまったが、半分は痩せ我慢だった。本当の無力を認めたくないから、認めるわけにいかないから、ルフナの言葉を肯定することはできない。それでも、彼女の表情を染める絶望の色は変わらなかった。

「……もう、諦めて。終わりにして。私のことなんて、助けなくていい……」

「それじゃ、いつまで経たってもお前が救われねえままだろッ！」

　今ここで全てを諦めて、雪だるまになって吹雪が去るのを待っても。それでクロシェや俺たちの命が助かったとしても。それじゃルフナは、吹雪に囚とらわれたままだ。

　尻尾を巻いて逃げ帰ったところで、ルフナの悲劇は終わらない。

　そんなのはごめんだ。誰も笑顔になれない、最悪の選択肢だ。

　だから、俺は諦めない。吹雪を止めて、ルフナを助ける。

　俺は、クロシェとそう約束したんだ。任せろ、って言ったんだ。

　希望の糸は、どんなに細くても必ずある。『もしかしたら』を諦めなければ、勝機を見つけられるはずだ。

　リネットの奇襲も、無意味なんかじゃない。奴やつの迎撃が間に合わない条件下で一撃喰くらわせることができれば、あの角も圧へし折おることができるはず。勝利を確信できる状況に持ち込めれば、この鬱陶しい恐怖ってやつも振り払えるはずなんだ！

　一瞬でいい……一瞬の隙さえ作れれば、それで溝は埋まる、打開できる！

「だったら次も、大剣を……、ッ」

　次の武器を取り出そうと駆け寄った『武装箱アーセナル』を見て、言葉を失う。

　こんなに……小さかったか？

　いや、違う。『武装箱アーセナル』は元々そういう魔道具マグナフアクトだ。本来の質量を超える量の武器を生成することはできない。剣を取り出せば取り出すほど、小さくなっていくのは当たり前だった。さっきの巨剣で大きく消費したのもあるだろう。……恐らく、残り一本が限度。

「…………ッ」

　ぞわり、と背筋に怖おぞ気けが走る。

　無力。ずっと虚勢で誤ご魔ま化かし続けてきた、半人前ゆえの、無力。

　いつもなら弱気になりかけた俺を励まし、奮い立たせてくれたはずのリネットの声は、もうずっと聞こえない。

　そう気づいた瞬間、どうしようもない孤独感が押し寄せ、あっという間に一人ぼっちの俺を呑のみ込こんだ。

　全身の震えが止まらない。剣の一本も満足に握れないほど、手に力が入らない。色の無い真白の世界の闇が、やがて暗く、黒く、光まで失なくしていく。

　俺は、終わるのか。こんなところで、一人ぼっちのままで。

「…………ぁ」




「熱オるルッ……血ハザロフ！」




　全身を巡った熱に、意識を戻される。

　同時に、すぐ頭上まで迫った殺意を感じ取り、全力をもって身を捩よじり転がる。

　積もった雪ごと、地面が割れる。あと一瞬判断が遅れていたら、やられていた。

「何を、呆ほうけているのです、ブレイス・フロイドロック！」

　再詠唱の合図を出していないはずのレッちゃんの温熱魔法が全身を温めていた。温熱効果が無かったら、きっと今の攻撃は気づいても避よけきれなかった。

「僕が、逃げないと、諦めないと決めたというのに。貴方あなたが諦めて、どうするのですか！　吹雪を止めてくれるのでしょうッ！　情けない話ですが、貴方がやられてしまっては、僕一人ではどうすることもできません！」

　……そうだ。一人で戦っていたわけじゃない。

　俺には、仲間がいた。長年の相棒じゃなくても、信じて背中を預けられる仲間が。

「ですが、貴方も、一人ではない！　信じて託します！　僕の、熱を！　永い永いこの吹雪を、どうか温め溶かし尽くしてくださいッ！」

　烈れつ吼こうに込められた熱意が、そのまま俺の血管に流れ込むように身体からだ中じゆうへと伝わる。

　力が、まるでマグマのように沸々と湧き上がってくる。

　全身の熱を吐き出すように、本能に従って、吠ほえた。

「うううおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッッ[image: ]」

　負けじと威圧を返すように、氷剣狼ウルズヴオルクも雄お叫たけびを上げる。

「グォゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ[image: ]」

　天地を揺らすような強烈な震動。すぐに、その揺れが錯覚ではないと気づく。

　俺たちの背後。上り坂になっているクオーヴルの街道を、轟ごう音おんを立てて大量の雪が滑り落ちてくる。……雪崩だ。

　こいつを利用すれば、ずっと欲しかった一瞬の隙が作れるかもしれない。けど、さて俺たちはどう避けたもんかな、なんて考えていると。

「…………うそ」

　坂の上を見上げるルフナの顔に、今までで一番強い驚きよう愕がくの色が浮かぶのが目に入った。

　理由は、すぐにわかった。







「ルフナぁぁぁぁぁぁああああああああああああああっ!!」

　雪崩と一緒に落ちてきたのは……クロシェの声だった。





　　　　◇






「……ブレイスくん、大丈夫だよね？」

　クオーヴルの街道を上った丘の上。

　街を襲う吹雪の中、障壁内に拘束されたクロシェが漏らした言葉は、相変わらず他者を心配する言葉だった。

「心配するな。どんな魔獣が相手でも、奴やつ等らは負けない」

「……でも、『魔核マギアトム』のこともあるし」

「討伐を依頼したのはお前だろう。信じて任せたのなら、最後まで信じて待て」

　その言葉で、クロシェは苦笑して黙り込む。

　直後、丘の下の街道の方角から、大気を震わせるかのような遠とお吠ぼえが聞こえてきた。吹雪の主と目される魔獣……氷剣狼ウルズヴオルクのものだろう。

「……っ」

　ふと、くらりと身体からだが傾く。

「ガルノーせんぱいっ！」

　アトリの悲鳴にも似た叫びで我に返る。

　もう、何度目だろう。クロシェを拘束して、およそ丸二日。私は絶えず障壁魔法を展開し続け、精神も肉体も、既に限界を迎えていた。

「せめて、横になって休んでいてください」

　優しい声でそう告げ、アトリは私の頭を柔らかな枕に……そう、膝枕に横たえた。

「……アトリ。流石さすがにこれは少し、恥ずかしいのだが」

「地面に直接寝転んだら、首や背中を痛めてしまいますから」

　今はあまり反論する気力もない。仕方なく、私はアトリの心優しさに身を委ねた。

「……ごめんね。あたしが攻撃魔法なんて使わなければ、こんなことには……」

「クロシェは悪くない。むしろ謝るべきは、お前を閉じ込め続けている私の方だ」

　そう思うなら、素直に解放してやればいい。そうできたら、どんなに楽なことか。

　この状況を作り出すことになってから、何度葛藤したかわからない。

　親友の懇願に背き、クロシェを罪人として処刑するか。

　審問会の使命に背き、私とアトリが犠牲になるか。

「……もし、ガルちゃんがあたしに同情してくれているんだとしたら……あたしはそれを望んでない。なんて言ったら、怒る？」

「怒りなどしない。呆あきれるがな」

「あたしが助かるために、アトリちゃんやガルちゃんが辛つらい目に遭わなきゃいけないのなら、あたしはその方がヤだよ。あたしは、攻撃魔法を使うっていう……悪いことをしちゃったんだから、ちゃんと罰を受けなくちゃ」

　暗く澱よどんだ黒雲を仰ぎ、猛然と荒すさぶ吹雪を見つめながら、クロシェが続ける。

「ブレイスくんたちが、吹雪の主を倒して、この吹雪が止やんだら。それを見届けたら、もう思い残すことは何もないから。そしたら、あたしを処刑すればいいよ」

「……ルフナとの約束は、花火はどうなる」

「残念だけど、上げられないよ。だってあれは攻撃魔法、なんだから」

「二言で語るに落ちるな。残念というのは、思い残すことがあるという意味の言葉だ」

　痛いところを突かれたのか、クロシェは一旦は口を噤つぐんだが、思い詰めながらも無理に言葉を紡いでいく。今にも泣き崩れてしまいそうな、ひどく憔しよう悴すいした顔で。

「……仕方ないよ。だってあたしは、あたしのために誰も犠牲になんてなってほしくないんだもん。ルフナが無事なら、あたしはそれで満足だよ。あの子には笑顔になってほしいけど、他の誰かを傷つけてまであたしは幸せになりたくない」

「……でも、クロシェちゃん。クロシェちゃんがいなくなったら、残されたルフナちゃんは、誰が笑顔にしてくれるんですか？」

「っ、それは……」

　再び口ごもる。

　クロシェが私たちを傷つけたくないというのなら、私たちだって考えることは同じ。平行線の堂々巡りだ。

　だからこそ、私の決断ひとつで全てが決着するとも言える。

　選択の余地がなくなってしまう前に。私が結論を出さなくてはならないことだ。

　アトリか、クロシェ。どちらの笑顔を守るのか。

「……にしても」

　ともすれば押し潰されてしまいそうな長い沈黙を破るように、声を絞り出す。

「戦闘が始まってから大分経たったが……まだ決着はつかないのか」

　恐らくは開戦の合図であろう、先程の遠とお吠ぼえから既に十数分。依然、吹雪は止やまない。

　ブレイスが吹雪の主に対して取るつもりでいる作戦は、大方耳にしている。自身を囮おとりとしながらの、『専心の糸グランギニヨル』をつないだリネットの膂りよ力りよくと機動力を最大限に活用した奇襲。

　究極的には、かの災厄級魔獣、砕岩鯨グランヴエイルを仕留めた時のような一撃必殺の短期決戦だ。

　にもかかわらず、これだけ戦闘が長引いているということは。

「……苦戦を強いられているのかもしれない」

　魔獣の弱点部位と、攻撃の合間の隙を的確に見抜き、最も効果的な一撃を叩たたき込こむのが『人形剣士ドールブレイブ』の戦闘……さらに今回は『魔核マギアトム』の影響もあって長丁場は望めない。最初から致命打を狙うはずだ。

　あまり想像はしたくないが。吹雪に阻まれて敵の弱点をうまく見抜けず、一瞬の隙を見つけられずに攻めあぐねているというのなら……時間が経たてば経つほど、不利になる。

「では、こちらから隙を作れれば、あるいは……」

　想像する。敵の姿。置かれた環境。戦闘状況の推移。打開のための一手。

　焼き切れるような熱と痛みに耐え、私の頭脳がひとつの奇策を導き出す。

　この方法ならば、ほぼ確実に隙は作れる。

　……だが、そのためには。

　二日間結論を出せずにいたクロシェの処遇に、確実な終結を与えねばならない。

　二人のうち、片一方の未来を犠牲にすることとなる、無情な裁定を。

「ガルノーせんぱい。……仰おつしやってください。作戦、思いついたんですよね」

　落ち着いた声。アトリは、きっともう私の出す答えに気づいているのかもしれない。

　目を閉じて、尋ねる。

「……アトリ。お前は、どうしたら皆が笑顔になれると思う」

「クロシェちゃんが、ルフナちゃんに約束の花火を見せることです」

「その『皆』には、お前も含まれているか？」

「はい。勿もち論ろん、ガルノーせんぱいも」

「お前は、どうしたい」

「あなたに、ついて行きます。どこまでも」

「……そうか」

「はいっ」

　顔を見なくてもわかる。

　私は、お前の笑顔を守るためなら……、きっと、何だって、捨てられる。

「……クロシェ、アトリ。まずはお前たちを二日もこんな狭い壁の中に閉じ込めていたこと、謝らせてくれ。……怖い思いをさせてしまって、すまなかった」

　起き上がり、頭を下げる。二人は否定するように、私の両手に手を重ねてくれた。

「……終わらせる、覚悟ができた。お前には、そのことも謝らなくてはならない」

　私の決断で、彼女の未来を奪ってしまうこと。口で謝っても、とても足りない。

　だから、この先。一生かけてでも、償っていく。

「……その上で、お願いだ。私に、奴やつを助けるための力を貸してほしい……！」




「ルフナぁぁぁぁぁぁああああああああああああああっ!!」

　魔獣の咆ほう哮こうで巻き起こった地崩れ……いや、雪崩に乗り、私たちを乗せた『完き壁ブエルカザレフ』が吹雪の中を滑り落ちる。

　目を凝らしてようやく見える遠く。この速度なら数秒と要せず辿たどり着つける近く。

　彼女の姿を見つけたクロシェが、その名を声の限り叫んだ。

　勿もち論ろん、こんなもので敵に隙が生じるとは考えていない。私の策は、その次。

　今この瞬間、打つ一手だ。

「……頼む。クロシェ」

「うんっ。任せて」

　少女の背中に、手を添える。その両腕に、『腕輪』は無い。

　クロシェの答えに感謝しながら、我々を守り囲む障壁を、解除した。




「電光閃華サクイカズチぃぃぃッッ！」




　吹雪が舞う、鈍にび色いろの空に向けて。

　クロシェは、ありったけの力を込めた花火を、放った。

　七色の稲光が炸さく裂れつする。色の無い暗闇に慣れた目を眩げんする、激しく色鮮やかな閃せん光こう。




　……そう。私が犠牲にすることを選んだのは、アトリの方だ。

　だからこそ、彼女は私が、私自身の未来全てを賭してでも、守り抜く……！

「ふわあああっ！」

「アトリ！」

　空中に放り出されながら、アトリの身体からだを力強く抱き寄せる。

　そして、吹雪の中、定まらない視界……立ち尽くす影に向かって、私は叫んだ。

「ブレイスッ！　今だ！」





　　　　◇






　……了解だ、ガルちゃん。

　最後の剣を引き抜き、構える。

　氷剣狼ウルズヴオルクの真上で、輝き爆はぜる無数の花。

　無色と無音が支配する吹雪の中に、舞い込んできた爆発的な光と音。

　一瞬。

　たった一瞬、その光に怯ひるみ、氷剣狼ウルズヴオルクが動きを止めた。




『ひ、いやあああああああああああッッ!?』




　同時に、悲鳴。

　きっと俺にしか聞こえない、悲鳴。

　悲鳴なんかを嬉うれしがるなんて、後で怒られても文句は言えないな。

　けど、どうか許してくれ。

　たとえ悲鳴でも、その声は、俺がずっと聞きたいと願っていた声だ。

　無理じゃない。無力じゃない。無意味なことなんて、何もなかった。

　立ち止まるための言葉なんて、必要ない。

　ああ、リネット。お前の声さえ届くのなら、もう何も怖くはない。

　俺は。俺たちは。無敵だ。

「うおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　滾たぎる全身の熱を、踏み込んだ足に込め。

　弾丸のように、真まっ直すぐに飛び込む。

　閃せん光こうに怯ひるんだ、氷剣狼ウルズヴオルクの剣角目がけて。

　手にした剣を、力の限り振り抜いた。




　非情な、破壊音。




　携えた剣の重みが、吹き散らされるように失うせていく。

　斬り結んだ俺の手に、刀身を失った柄だけが残る。

　これだけやっても、あの角は斬れない。

「あ……っ」

　息を呑のむような、ルフナの声。

　ようやく手にした一いち縷るの希望が、無惨に絶ち切られたような、確かな落胆。

　それでも俺は諦めない。

　たった一人で飛び込んだなら、確かに俺の負けだ。

　けど俺は、一人じゃない。

　仲間がいる。

　届かない分の力を、貸してくれる仲間が。

　そう、お前も。一緒に戦う、俺の仲間だ。

「ルフナ！　雪だ！　剣にッ！」

　最小限の言葉で、伝える。

　少女はハッと目を見開き、次いで呪文を口にする。

「水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよ！」

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞よ！」

　重ねるように、詠唱。

「六りつ花かしんしん、積もりて、彩れ、白しろ妙たえにっ！」

「連ねば縺もつれ、定めば綻ぶ！　されば従えよ、縦ほしいまま！」

　打ち合いの振動に痺しびれたままの手で、柄だけになってしまった剣を放り投げる。

　きっと同じ振動が、角を伝って氷剣狼ウルズヴオルクの脳にも届いている。

　その一撃を喰くらわせるチャンスは、今この時をおいて他にない。




「雪化粧チルルチル！」




　すぐ背後にまで迫っていた雪崩が、一面に積もる雪が、宙を舞い、逆巻き、集つどい、凄すさまじい密度で固められ、ひとつの形を成していく。

　折れた剣の刀身を、形作っていく。

　……そう。俺が剣を砕かせたのは、わざとだよ。




「専心の糸グランギニヨル！」




　つないだ糸から、微かすかに感じる、呼吸。

　大丈夫。怖くない。ちゃんと、つないでいるから。

　俺が一緒だ。

　俺たち、全員が一緒だ。

　今、この場にいる全員の力で手た繰ぐり寄せた勝機の糸。

　氷剣狼ウルズヴオルクの斬撃を唯一防ぎ切った雪の鎧よろいは、すなわち最強の剣。

　諦めずに、同じ箇所に攻撃を叩たたき込こみ続けたおかげで、僅かに亀裂の入った剣角は。

　リネットが全力で振り抜いた雪の大剣を受けて。

　根元から、圧へし折おれた。




「グォアアアアアアアアアアアアアアッ[image: ]」

　痛みに絶叫する氷剣狼ウルズヴオルク。

　宙を舞った剣角が、雪の降り積もる地面に深々と突き刺さった。

「どうだ……！　俺たち全員の、力は！」

　雪の剣を手にふわりと降り立ったリネットの隣に並び立つ。
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　今なら、負ける気がしなかった。災厄級の魔獣にも……そして、『魔核マギアトム』にだって。

「土霊ノームよ、我が友よ！　絡つなげ……繰たぐれ！　半らなる糸アンギニヨル！」

　危険だからと止められていた半操術。リネットの悲鳴が聞こえても、魔核マギアトムに意識を呑のみ込こまれなかった今なら、自信を持って唱えられる。

　つないだ半分の糸は、牙を剥むくことはなかった。

　届くのは相変わらず悲鳴だけのようで、リネットの声はまた聞こえなくなってしまっていたけど。

　静かな寝息のような、脈動のような。彼女がそこにいるというリズムが……糸を通じて伝わってくる。

　今は、それだけで十分過ぎるくらいに幸せだ。

「……さあ」

　地面に突き立った銀色の剣角の、剥き出しの刃やいばを右手で握り締め、引き抜く。

　掌てのひらから流れた血が、刃から滲にじみだす冷気に触れて固まった。

　斬撃に用いるだけじゃなく、冷気を生み出し操っていたのもこの角だったらしい。

　つまりこいつを失った氷剣狼ウルズヴオルクは、もう図ずう体たいのデカいだけの犬っコロも同然だ。

　吹雪は明らかに弱まり、あれだけ街中を埋め尽くしていた雪もほとんど『雪化粧チルルチル』によってリネットの雪の剣に変わっていた。

　頭部から血を流して唸うなる氷剣狼ウルズヴオルクの全身が、遮るものを失なくした無防備な巨きよ躯くが、俺とリネットの目にはっきりと映る。

「ルフナの笑顔、返してもらうぜ」

　反撃、開始だ。

「ガァァァアアアアアッ！」

　怒りに打ち震えた咆ほう哮こう。

　同時に襲い来る前肢。

　生はえ揃そろった氷柱つらら状の爪を、手にした剣角で受ける。

　あまりに容易たやすく、氷柱が砕け散った。

「手にできちまえば、これほど頼もしい武器もねえな！」

　氷剣の名を冠する通り、この銀色の角はまさしく一振りの剣だ。

　なら、その扱いは俺たちの得手、ってな。

「今度はこっちから行くぜ」

　リネットと二人、散開し、氷剣狼ウルズヴオルクの身体からだに視線を走らせる。

　眼球。雪から守るためか、水晶のような膜が張ってるが、目玉を動かす以上、そう硬くはできていない。

　四肢。雪の中にあっても素早い動きを実現するための、靭しなやかな関節のバネ。氷柱に覆われていない部分は柔らかく、脆もろい。

　下腹部。脂肪が溜たまり、防寒の必要性が薄いからか、胴体の他の部位に対して体毛の量が少ない。

　そして頭部。剣角が折れて血が流れ続けている部分は、恐らく脳の直上だ。

　ざっと見てこれらが、氷剣狼ウルズヴオルクの弱点。そして仮にそれらの部位を狙えないとしても、俺とリネットは共に、金属剣を遥はるかに超えた強度の雪と氷の剣を携えていた。

「負ける気が、しねえッ！」

　流血で視界を塞がれたのだろう。

　相変わらず温度を頼りに、俺へ集中攻撃を仕掛けてくる氷剣狼ウルズヴオルク。

　大口を開けての噛かみつきを受けた剣角は、牙よりも硬かったらしく。

　鋭い牙の砕ける痛みに、悶もだえ暴れ。

　ガラ空きになった後脚を、リネットが斬りつける。

「見えてんだよ。俺たちには」

　バランスを崩しながらも、戦意を失わずに吼ほえる氷剣狼ウルズヴオルク。

　こんな矮わい小しような存在に、自分が負けるはずがない……とでも、考えてるんだろうか。

「だったらそいつがお前の敗因だ」

　たとえどんなに強大だとしても。

　仲間のいない一匹狼に。

　俺たちの絆きずなが、負ける理由はねえんだよ！

「行くぜ、リネット！」

　雪上に咲く花のように、リネットがふわりと俺の後ろに舞い降りる。

　俺が前ま衛えで、リネットが後衛うしろ。

　やっぱりこれが、一番しっくりくる。

　剣角を大きく振り上げると、刀身から生み出された冷気で風が凍る。

　駆け走り、地を蹴って跳べば、後ろには流星が尾を引くように氷の粒が舞う。

　氷の銀河をなぞるようにリネットが雪の剣を振るえば。

　刀身は冷気を纏まとってその重さと硬さを増していく。

「……すごい」

　どこからか、感嘆のままに漏れ出たような声が聞こえた。

　氷剣狼ウルズヴオルクの攻撃を躱かわし、受け流し、斬り結ぶたびに。

　生じた冷気を吸い上げて、リネットの剣が巨大化していく。

　四肢を裂かれ、爪も牙も砕かれ、ついに支えを失なくして崩れ落ちた氷剣狼ウルズヴオルクの巨体。

　血に染まった瞳と、憎々しげな唸うなり声ごえ。

　召喚士に捕まり、洗脳されていいように使われ、やがては主も力も失った狼おおかみ。

　人間への強い憎しみが、氷剣狼ウルズヴオルクをここまで強大な存在に育てたのかもしれない。

　……けどな、お前は奪い過ぎた。

　これまで奪ってきた笑顔は、きっちり返してもらう。

　剣角が生えていた頭部の傷。

　その一点を、俺が氷の剣角で斬りつけ。

　すぐさま、リネットが雪の巨剣を突き立てた。

「……強かったよ、お前。もしかしたら、今まで相手した魔獣の中で一番」

　けど、今回は。俺たちの力を合わせた方が、上だった。

「……グル、ル、ル……」

　低い唸りを最後に、氷剣狼ウルズヴオルクは瞼まぶたを閉じ。

　その吐息が止まるのと全く同時に。

　空を覆い隠していた分厚い黒雲は、嘘うそのように消え去った。
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「……終わったのですね」

　戦いを終え、すっかり疲れ果て、氷剣狼ウルズヴオルクの亡なき骸がらに身体からだを預けるように座り込んでいた俺たちの元に、最初にやってきたのはレッちゃんだった。

「ああ。吹雪も止やんだ。俺たちの勝ちだ」

　まだ現実が、目の前の光景が信じられないといった表情で、何度も眼鏡を直す。

　でも、この勝利は彼のおかげでもある。温熱魔法のサポートが無かったら、最初から戦いにすらならないまま、無様に負けて終わってただろう。

　それに、『武装箱アーセナル』が尽きかけたあの時。レッちゃんは、恐怖に凍えて動けなくなっていた俺に、進むための勇気を……熱を、分けてくれた。

「ありがとな、レッちゃん。レッちゃんが諦めなかったおかげで、こうして吹雪を止められた。みんなの笑顔を守れた」

「……礼を言うのは、こちらの方です」

「いらねーよ。俺は『協力者』なんだろ？　存分にこき使ってくれよ」

「……はは。意地が悪いですよ。感謝の言葉くらい、素直に受け取ってはどうです？」

「わははっ、冗談だって」

　そんなことを言い合って笑っていると、また新たな人影が近づいてきた。

　ぐったりしているガルちゃんに、彼女を肩で支えるアトリ。

　そして、涙をボロボロと流してこちらに駆け寄ってくる、クロシェだった。

「よ。みんな、お疲れさん。助けてくれて、ありがとな」

「ブレ、イス、ぐんっ」

　感極まったのか、顔をぐしゃぐしゃにしたクロシェが泣なき喚わめきながら抱き着いてきた。

「ぐぇっ」

「うわあああああんっ……！　よがっだっ、よがっだよぉっ……！　無事で、本当によがっだあああっ……！」

「いだだだ……！　ちょ、無事じゃなくなっちまう！」

　温熱魔法の効果で調子に乗って、強引に身体を動かし続けてたもんだから、その揺り戻しが一気に来てるところだってのに。仕方なく、リネットにクロシェをヒョイとつまみ上げて引ひき剥はがしてもらった。

「うぁっ、ご、ごめんねリネットちゃ……むひゅ」

　お仕置きに、リネットがクロシェのほっぺを指でつんつんする。

「むぅ、ひゃめて……」

「……その様子だと、もうリネットに『半らなる糸アンギニヨル』をつないでも平気なようだな」

　アトリに支えられてゆっくり歩いてきたガルちゃんに、リネットが手を振る。

「また急に倒れたりするんじゃないぞ」

「そんな恰かつ好こうで言われてもな、ガルちゃん。あんたの方こそぶっ倒れんなよ？」

「ぬかせ。頭脳派は、同じ轍てつを二度と踏まないのだ」

　まあ、そんな強がりが言えるくらい元気なら大丈夫か。

「……ギルトフッド一等。クロシェの拘束を解いたということは、つまり……」

「今は私の話などいい。レッド二等、それにクロシェ。吹雪は、止まったのだぞ」

　その言葉で、クロシェとレッちゃんがハッとする。

　同時に、微かすかに残った雪を踏む軽い足音が、背後に聞こえた。

　脱ぎ捨てられた赤いローブが、ふわりと風に乗って何ど処こかへ飛んで行く。




「ルフ、ナ」

「……クロシェ」




　互いの名前を、宝物のように呼び合う二人。

　一歩、また一歩と。
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　遠く吹雪の向こうに消えた大切な人の存在を確かめるかのように。

　クロシェが、ルフナに歩み寄っていく。

「……ルフナっ！」

　固く、抱きしめ合う。

　もう二人の間を阻むものは何もない。

　俺たちは、勝ち取ったんだ。彼女たちの、笑顔を……。

「……ッ!?」

　その時だった。

　クロシェが、引ひき攣つったような声にならない声を上げて、ルフナから飛とび退のいた。

　その動作に異変を感じた一同の視線が二人の方へと集まり。

　そして、信じられない光景を全員が目の当たりにした。




「うそ、ルフナ、とっ、……溶けてる！」




　クロシェの触れていた箇所が、まるで雪のようにどろりと溶けていた。

「な、何で。何でッ……！　どういうことなの、ルフナ！」

　震え上がったか細い声で目の前の現実を拒否しようとするクロシェに、ルフナは力なく……しかし優しく、笑いかけた。

「言ったでしょ。私は、あなたと一緒には生きられないって」

　かざした手から、冷たい滴が落ち、地面に吸い込まれて消えていく。

　……違う。手が、溶けてるんだ。

「私の、この身体からだは……本当は、ルフナのものじゃない」

　彼女を知る誰もが口を揃そろえてルフナだと呼んだ姿で、そんなことを言う。

　理解が及ばず、ただ涙を流して困惑するばかりのクロシェに、ルフナは物悲しそうな微笑ほほえみを向けて、ゆっくりと真実を告げた。

「私は、ルフナの魂と、氷剣狼ウルズヴオルクの纏まとう冷気……水霊ウンデイーネとが混ざり合ってできたモノ。それがルフナの姿を象かたどった雪の塊に宿って生まれた、雪人形」

「雪、人形……？」

「そう。ルフナの魂の記憶から、彼女の姿を再現しただけの……偽物。ルフナ・メルトレイナじゃない。あの子はもう、五年前に死んでる」

　……何だよ、それ。

　あれだけ想おもい合って、やっと再会できた二人に。

　何でそんな残酷な運命が待っていやがるんだ。

　けど、今までのことに何もかも納得がいってしまう。

　クロシェのことを憶おぼえていたのは、ルフナの魂がベースになっているから。彼女にとって一番消え難がたい想おもい出が、クロシェと過ごした日々だったから。

　五年前より成長したルフナの姿をしていたのは、魂が本人のもので、身体からだは形を変えられる雪の塊だったから。

　氷剣狼ウルズヴオルクと行動を共にしていたのは、彼女の身体は雪でできていて、吹雪の中でしか生きられなかったから。

　……じゃあ、氷剣狼ウルズヴオルクが討伐され、吹雪が止やんだ今、彼女はどうなる？

「雪で、できてるから……あたしが触ったら、溶けたの……？」

「触れなくても、朝日が昇る頃には。この身体はもう、全て溶けて消える」

「……うそ……っ！」

　微笑ほほえみながら淡々と、自分の命の刻限を伝える少女に。

「どうして！」

　慟どう哭こくを返したのは、レッちゃんだった。

「どうして、そんなことを黙っていたのですか！　氷剣狼ウルズヴオルクを討伐したら、自分も溶けて消えてしまう、なんてこと……！」

　そんな激情にも動じることなく、彼女は微笑みながら言葉を紡ぐ。

「……だって、それじゃ、いつまでも吹雪は止まない」

　そうだ。吹雪が止まないままじゃ、どこかで誰かが、ルフナのように命を奪われる未来が繰くり返かえされるだけ。だから、氷剣狼ウルズヴオルクは倒さないといけなかった。

　けど、俺が、俺たちが頑張ったのは全部。

　ルフナを含めた全員の笑顔のためだったのに。

「私の魂は、クロシェを暖かい所に逃がすことだけをずっと考えてきた。たった一人の、大切なあなたを。けど、吹雪から遠ざけるだけじゃダメ。吹雪が、止まないと」

「だから、受け入れたとでも、言うのですか」

「そう。吹雪さえ止めば、五年前に止まったままの時間……いいえ、ルフナと一緒に生きてきた全ての時間に縛られ続けてきた、クロシェの心を、解放してあげられたから」

　そのために、自分がどうなってもいいってのか。

　どうしてお前ら二人とも、揃そろいも揃ってお互いのために自己犠牲を選ぶんだ。

「嘘うそっ。うそだよっ！　あたしはただ、ルフナを吹雪から助けたくて……そのために、ブレイスくんに依頼をしたのに！」

　大切な人を想ってしたことが、実は相手の命を絶えさせる結果に繋つながってただなんて。

　そんな残酷な話が、そんな救われねえ話が、あってたまるかよ……！

「……泣かないで、クロシェ」

　ルフナの冷たい指先が、クロシェの涙をそっと拭う。

「っ、ダメっ！」

　慌てて飛とび退のいたクロシェの、温かな涙にほんの少し触れただけで……ルフナの指は、溶けて小さくなってしまっていた。

「私は、もう助けてもらった。こうして、笑えてもいる。だからもういいの」

「よくないっ……！」

「吹雪は晴れたよ。花火も、見せてもらった。綺き麗れいだった。……本当に、綺麗だった。だから、もう未練は無い。私の役割は、果たされた。……ねえ、だから、クロシェ」

　先端から溶けつつある両腕を広げて、ルフナがクロシェに歩み寄る。

「最後の、お願い。このまま、溶けて消えてしまうのなら……最後は、あなたの腕の中、大好きなあなたの温ぬくもりの中で、果てさせて」

「…………！　イヤ……だ……」

　クロシェは、泣きながら首を振る。本当は今すぐにでも抱き締めたいほどに愛いとしい相手から、そうしてあげることが本当は一番だとわかっていながら、後あと退ずさるしかない惨めさを必死で否定するように。

　……こんなの、間違ってる。

　だって、クロシェが……あれだけルフナを助け出すことを望んでいたクロシェが、笑っていないんだから。

「嫌だ……イヤ、だよ……そんなの……！」

　だから、俺は。

　クロシェを押おし退のけ、ルフナの目の前に割って入り。

　手に持っていた銀色の刃を、ルフナの胸に突き刺した。

「な……ッ」

　この悲劇の結末を、否定するために。

「何をやっている、ブレぇぇぇぇぇぇイス！」

　怒号と共に突っ込んできたのは、ガルちゃん……ではなく、レッちゃんだった。

　思い切り横っ面を殴られ、雪の上に倒れ込む。鬼のような形相でそのまま襟首を掴つかまれ引き起こされた。温熱魔法は使っていないはずなのに、以前にも増して凄すさまじい力だ。

　怒るのも当然だ。今のは、目の前で死にかけている大切な人に、トドメを刺されたようなもの。どんな弁解も、多分通じないだろう。

「少し落ち着け、レッド二等」

「落ち着いていられるわけがッ……！」

　吼ほえ立てながら顔を上げたレッちゃんの言葉が、そこで止まる。

「……これ、は……」

　胸を貫かれたはずのルフナが、ピンピンして立っていたからだ。

　いや、それどころか。さっきまで溶けかかっていたはずの身体からだが、少しずつ元の形を取り戻していってる。

　そう、どんな弁解よりも、こうして一目見るのが一番手っ取り早い。

「氷剣狼ウルズヴオルクの、角……？」

　俺が刺したのは、主の身体を離れてなお、絶えず冷気を発し続ける銀色の剣角だ。

　ひとまずの時間稼ぎにと思っての行動だったけど、実際の効果はもっと目覚ましいものだったらしく、ルフナの雪の身体はみるみるうちに元の形を取り戻した。

「……どうして、こんなこと」

　ところが、そのルフナが抗議する。

「どうして、このまま消えさせてくれないの。どのみち私は、クロシェと一緒には生きていけない！　だったら、せめて……！」

　どうして、か。そんなの決まってる。

「……お前が、心の底から笑ってるように見えなかったからだ」

　そう告げると、ルフナは表情を歪ゆがめた。

　そうだ。本当はルフナだって、こんなこと望んでない。叶かなうことなら、吹雪が晴れたこの先の未来を、ようやく動き出した二人の時間を、一緒に生きていきたいはずなんだ。

「……っ。私、だって。本当は消えたくない。溶けたくない。もっと、ずっと、クロシェと一緒にいたい。でもっ……近づけば、触れ合えば、その温ぬくもりで溶けてしまう！　誰も私に、触れることすらできないのに、この先どこにいたって希望なんて……！」

　氷柱つららのように冷たく尖とがった悲痛な声音で、ただ絶望を吐露するルフナの身体を。

　リネットが、そっと抱き締めた。

「……え……」

　戸惑うルフナの頭を、リネットの左手が優しく撫なでる。

「そう、か……」

　得心したような声を漏らすレッちゃん。

　リネットは、血の通った人間とは違う、人形だ。

　その肌に温度は無く、触れても雪を溶かすことはない。

「触れられたぞ。撫でるのも、抱き締めるのも、できた」

「あ……」

「希望なんて、どこにだって必ずある。どんなに無理だ、無駄だって思ったって。たった一本きりの頼りない糸でも、必ずどこかにつながってる。……だから、探せばいい」

　諦めずに探せば、必ず方法は見つかる。そうやって、俺は今までいくつもの大切なものを掴つかんできた。取りこぼしたものも、あったけど……救えなかった過去も含めて、全てが今の俺を形作っている。無意味だったことなんて、ただのひとつもないんだ。

「……ブレイスは、十年かけたものな」

「へへっ、その通り！」

　流石さすがガルちゃん。俺の言いたいことをよくわかってる。

「……あたたかい」

　リネットに抱き締められたルフナが、そんな言葉を呟つぶやいた。

　勿もち論ろん、本当に温かかったら溶けてしまう。

　彼女が感じたのは、リネットの心の温ぬくもりなのかもしれない。

「私、ここにいても、いいの？」

　戸惑いつつ、確かな本音をこぼしたルフナに、答えたのはクロシェだった。

「いいよ」

「クロシェ……」

　ルフナに触れるかわりに、クロシェの両手がリネットの華きや奢しやな肩に乗せられる。

「いいに、決まってるよ、ルフナ……！」

　どっちが、先だっただろう。

「うああっ……あああああっ……！」

　ルフナと、クロシェ。

　二人が涙を流して、笑ったのは。

　雪でできた人形の、冷たくてあたたかい涙が。

　まるで雪ゆき融どけ水のように、凍りついていた二人の心を、優しく洗い流していった。




　夜が明け、朝が来て。待ち望んだ非日常が、目を覚ます。

　今日は、技ぎ芸げい祭さいの当日。

　氷剣狼ウルズヴオルクの襲撃で壊滅的な被害を受けたってのに、街の人たちは吹雪が去ったとみるや夜通しで祭りの準備を再開していた。何つうたくましい連中だよ。

「ほい、ブレイスにゃん。頼まれてたもの、これで出来上がりにゃよ」

　太陽が高く昇った時間帯になって、俺がニア先生の工房を訪ねると、昨日のうちに作ってほしいとお願いしておいた道具がもう完成したらしい。

「いくら何でも早すぎない？」

「この天才職人捕まえて何言ってるのにゃ。一刻も早く作ってほしいって言ってきたのはキミの方にゃよ？　そういう期待にはしっかり応えるのが一流の職人の条件だにゃ」

「……まあ、そうなんだけど」

　何かこの人、ガルちゃんと似てるとこあるよなあ……と思いつつ、受け取ったのは。

　銀色に光り輝く、一振りの剣。

「名付けて『銀世界アルギユロス』。振るえば敵を凍いてつかせる、氷の剣にゃ」

　手渡された剣の刀身からは、確かに氷のような冷気が絶えず立ち昇っていた。

　見た目はほとんど氷剣狼ウルズヴオルクの剣角と変わらない。剥むき出だしの刃はに、柄と鞘さやをあてがっただけの無骨な様相……けど、どんな金属よりも硬いと言われる魔獣の骨をこうして武器の形に加工するだけでもかなりの手間がかかるはずだ。

　ともあれ、氷剣狼ウルズヴオルクに手持ちの剣を全部壊されて無様に敗走してきた俺は、奴やつへのリベンジを経て、こうしてちょっとやそっとじゃ折れない業物を手に入れられたってわけだ。そういう意味では、あの強敵に少しだけ感謝したい。

「……でも、ニア先生」

「何にゃ？」

「本当に俺が貰もらっちゃっていいのか？」

　氷剣……いや『銀世界アルギユロス』と一緒に申し訳なさそうな顔でついてきたルフナに視線をやりながら、俺は先生に確認した。

　冷気を放つこの剣は、雪人形であるルフナの身体からだを維持し、永らえさせるためのアイテムでもある。俺じゃなくとも、彼女と共にいたいであろうクロシェやレッちゃんが持っていてもいいはずの物だった。

「氷剣狼ウルズヴオルクを討伐したのはキミにゃからね。これはキミが得るべき報酬なのにゃ……って、レッドにゃんが言ってたのにゃ」

　にゃ、とは言ってないんじゃないの。

「なんつうか、律義だな。クロシェは何て？」

　その名前に、黙り込んでいたルフナがぴくりと反応する。

「……ルフにゃんがこんな調子にゃから、クロにゃんからお話は聞けてないのにゃ。剣角を預かってた都合で、ルフにゃんは一晩中うちにいたからにゃ」

「ルフナ……お前なあ」

「だ、だって」

　ルフナが気まずそうに視線を泳がせながら抗議する。

「一緒にいたいとは、思うけど。よく考えたら、私はルフナ自身じゃないし。ルフナと同じようにクロシェと過ごすのは、もしかしたらとってもルフナに申し訳なくて、おこがましいことなんじゃないかって、思って……」

「そんな『もしかしたら』はノーサンキューなんだよ。今さら変なこと気にしないで、さくっと会いに行けばいいだろ？　魂の一部は、ルフナのものなんだし……少なくともクロシェのことを憶えてるルフナの部分は、間違いなくルフナ自身だろ」

「……ブレイスは、乙女心、わかってない」

「まったくにゃー」

　こくこく、とリネットまでもが頷うなずく。マジかよ。

「でも、不思議な話なのにゃ。死者の魂が、雪に宿るだにゃんて」

　ニア先生がしみじみと呟つぶやく。

　ルフナのことを説明した時、死者の魂と器、モーゼットの死霊術ネクロマンシーについても俺の知識を交えて伝えたところ、ニア先生は驚くべき仮説を立てた。

　人の魂を核に集まったとはいえ、高密度で凝縮した水霊ウンデイーネ……つまり魔素が、意思を持ち人格を宿すのなら……リネットの人格も、『魔核マギアトム』内に圧縮されていた土霊ノームが意思を持った存在なのかもしれないと。

　仮説は、あくまで仮説。けど、もしその仮説が正しければ。

　俺がリネットに「糸」をつなぎ続けて魔核マギアトムを満たしていくことは、リネットが声と心を取り戻すための、近道だってことだ。

　ちなみに。もしかしたら、一度空っぽになった魔核マギアトムには、もうリネットの人格を宿した土霊ノームは残っていないんじゃないか？　ニア先生はこうも予想したが。

　そんなはずはないと、俺は断言できる。

　……だってリネットは、昔から雷が苦手だからな。

「何にせよ、せっかく吹雪が晴れたのに、二人がぎこちなくしてたら周りの皆も気まずいのにゃ。早く元通りの関係になって、存分にイチャイチャするのにゃ」

「い、いちゃいちゃって……ダメ、溶けちゃう……」

　ルフナが恥ずかしそうに頬ほおに手を当てる。

「あんたの方こそ、ガルちゃんと早く仲直りしとけよ、ニア先生」

「……何のことにゃ～？　ケンカなんてしてないのにゃ、にゃーとガルにゃんはずーっと親友なのにゃ～」

　そんなこと言ってるけど、俺はちゃんと知ってるぞ。クロシェを解放した後、何とガルちゃんは街中の人たちの元を巡って、彼女を拘束したことについて方々に頭を下げて回ったのに……一番真っ向から対立してたニア先生の所にだけは来てないって。

　けど、それがお互いの付き合いの長さからくるものってんなら、納得するしかないか。仲なか違たがいとかじゃないなら、俺が突っ込むのも野や暮ぼかもしれない。

「さて、にゃーは疲れちゃったのにゃ。夜まで休むにゃ～。ブレイスにゃんたちは、せっかくだからお祭りを楽しんでくるといいのにゃ」

　そう言って送り出され、俺とリネット、そしてルフナは、祭りに賑にぎわうクオーヴルを気ままに散策してみることにしたのだった。





　　　　◇






「ガルノーせんぱーいっ」

　背後から、可愛かわいらしい呼び声。

　あまりの耳心地の良さに、思わず手元がブレてしまった。




　ぱんっ。




「はい、ハズレ。残念でした、またどうぞ」

「くぬぅ！」

　私は、アトリがクロシェと一緒に祭りを巡ってお菓子を買いに回っている間、射的の出店で暇を潰していた。

　が……さっぱり当たらない。

　銃の腕は、可もなく不可もなくといった自負があったのだが、三十ファマで十二発貰もらった樹栓コルク弾は狙い目の小鳥のぬいぐるみからことごとく逸それて脱落していき、気づけばもう五回もの挑戦を繰くり返していた。

「店主。もう一回だ」

「ま、またですかァ!?」

「取れるまでやる」

「へぇ、毎度……」

　銅貨を受け取った店主が、私の顔をまじまじと見つめてくる。

「……な、何だ？」

「いや。何て言いますか、審問官ってのもこうして見てみりゃ普通の人間なんだなって。クロシェちゃんをひっ捕らえた時にゃ、鬼か悪魔だって思ってやしたけど」

「……他がどうあれ、私自身は似たようなものだと、今では思っているよ。過去を呪おうと、しでかしたことは決して変えられないが……重ね重ね、本当にすまなかった」

「いいんですよ。結局は彼女を無傷で解放してくれたし、街の危機も救ってもらった。そいつでおあいこ、いや、貸しになったくらいです。この街のモンとしてはね」

「……ありがとう。…………じゃあ、そ、その。景品ひとつ、まかったりしないか？」

「そいつはねぇです」

「くぬぅ！」

　結局私はその後百ファマ以上も費やして、何とかぬいぐるみを撃ち落としたのだった。




「負けず嫌いな所ありますよね、ガルノーせんぱい」

　丘の上の広場のベンチに腰掛け、買い集めたお菓子と紅茶を広げてティータイムに興じる。夜には、広場中央の舞台で様々な催しが行われるらしい。さしずめここは特等席だ。

「諦めが早いよりはマシさ」

「ふふっ、はい。素敵だと思います」

　にこにこと笑いながら水みず飴あめを頬ほお張ばるアトリに、私も笑いかける。

「なあ、アトリ」

「はい、ガルノーせんぱい」

「手を出してくれ」

「……？　こう、ですか？」

　差し出された手に、私はついさっき勝ち取ったばかりの小鳥のぬいぐるみを載せた。

「えっ」

「事の始まりは、ニアの工房への訪問……だったが、今回のこと、お前には色々と迷惑をかけることになってしまったからな。これはせめてもの詫わび……いや、お礼だ」

「お礼だなんて、そんな……わたしは、わたしのしたいことをしただけですから」

「それでもだよ。日頃の感謝も兼ねてだ。貰もらってくれ。……それとも、デザインが好みではなかったか？」

　小さくて可愛かわいい、鳥のぬいぐるみ。アトリによく似合うと思ったのだが。

「いえ。……とっても、嬉うれしいです。大事にしますね」

　そう答え、アトリは満面の笑みを見せてくれた。今回、彼女には暗い顔や悲しい顔ばかりさせてしまっていたから……こうして笑顔が戻ってきて、本当に良かった。

　守りたいと願った者を、誰一人失うことなく、吹雪を乗り越え、今日を迎えられた。

『鉄壁』たる私にとって、これほど喜ばしいことはない。

「……なあ、アトリ」

「……はい、ガルノーせんぱい」

「後悔、していないか？」

「してません」

　即答、だった。

「言ったでしょう。どこまでも、あなたについて行くって。あなたの決めた道なら、それがどんな茨いばらの道でもついて行きます。でも、ガルノーせんぱい自身が少しでも間違ってると思った道だとしたら、わたしがあなたを引き留めます。それが、わたしのしたいこと」

「……そうか」

「はい。今回、せんぱいは正しい道を選んでくれたって思ってます。だって、こうしてみんな笑ってるから。だから、後悔なんて少しもありませんっ」

　守ると誓った笑顔が、目の前で燦さん然ぜんと輝く。

　彼女がそう言ってくれるから、私はいつも迷わずにいられる。

　やっぱり、私には、アトリの笑顔が必要だ。

「もしガルノーせんぱいがあの時、クロシェちゃんを犠牲にわたしを助けようなんて考えていたら……せんぱいのこと、見限っちゃったかもしれません」

「それは、困るな」

「はい。わたしも困ります。だから、これでよかったんですよ」

　……そうだな。




　昨夜、氷剣狼ウルズヴオルクとの決戦において、私はクロシェを解放することを選んだ。

　障壁を解き、腕輪を外し、彼女に「花火」を上げるよう頼んだ。

　拘束の解除、解放のみならず、魔法使用の教唆まで。魔導審問官としては、許されざる行為。万死に値する大罪だ。

　……だから私は。いや、私とアトリは。

　審問会を、離反することとした。

　といっても、組織に反旗を翻そうなんて大それたことではない。『腕輪』を使った私のやり方で、悪の魔導士を捕らえていくことに決めただけだ。

　正しいと思うことを為なすのに、一等審問官の肩書きなど必要ない。除名処分に掛けられようとも、今まで通りか弱き者の笑顔を守る存在であらんとするだけだ。

　ただ、審問会から我々に極刑が下るのなら、死ぬのは御免なので精一杯逃げ回ってみようと思う。どうせ私の『鉄壁』は、何者にも破ることはできないのだから。

　私が一点だけ躊躇ためらっていたのは、アトリを巻き込んでしまう事。姉の背中に憧れ、夢見たはずの審問官としての未来を、私の我わが儘ままに付き合って捨てなければならないことだ。

　それを話したら、アトリは笑ったんだ。

「わたしはもうとっくに、あなたと命運を共にする覚悟はできています」と。

　だから私は、この小さな共犯者を、一生かけて守り続けていくことを誓った。

　しでかしてしまったことは変えられない。なら、全部背負って進み続けるだけだ。

　そうとも。私だって、後悔など微み塵じんもしていない。




　傾き始めた夕日と、止やまない人々の賑にぎわい。舞台に一人目の職人が登って、パフォーマンスを始めた頃……私とアトリの前に姿を現したのは、クロシェだった。

「こんばんは、ガルちゃん」

「ガルちゃんはやめろ」

　彼女の顔は、夕日のせいか、それとも別の理由か、少し暗く翳かげって見えた。

「お願いがあって来たの。……あの『腕輪』、またつけてくれないかな」

「……！」

　意を決したような発言に、アトリの表情が強こわ張ばる。

「それは何な故ぜだ？」

「私の『花火』を……もう一度封印してほしいから」

「どうして。まさか、舞台に怖おじ気けづいたのではあるまいな？」

「ち、違うよ！　……や、違わない、かもだけど」

　らしくもない弱気で、クロシェはぽつぽつと語る。

　決戦の夜が明けて、技ぎ芸げい祭さいの当日になって。アトリと祭りを巡る間、数々の雪で潰れた家屋を目にしたと。それを見て、ニアの工房を半壊させた自分の魔法も、危険性は同じだと……そう思い至ったらしい。

　少しでも使い方を誤れば、人の命も未来も、簡単に奪ってしまえる魔法なんだと。

「ルフナに花火を見せるっていう私の目的は、もう果たせたから。だから悔いはないよ」

「……はぁ」

　わざとらしく溜ため息いきをついてやった。今さら何を言っているんだ、こいつは。

「クロシェ。私がお前を助けるのに、どれだけの覚悟をもって決断したと思っている。そんな簡単に、この私の裁定を覆してくれるな」

「で、でも。危険な、攻撃魔法なんだよ？」

「知っている。だからニアの奴やつに扱いを習っていたのだろう」

「けど」

「お前たち職人にとって、技を奪われることは死と同義なのだろう。お前が死んだら、悲しむ奴がたくさんいる。私は、二度もお前を殺したくない」

　こくこく、とアトリが力強く頷うなずく。

「舞台に立ってこい、クロシェ。この空に、ようやく雪雲の去った自由な空に。お前の練習してきた特大の花火を打ち上げてくれ。恥ずかしがり屋のルフナが、この街のどこに隠れていようとも、どこからでも見えるような花火を」

「……何で、あたしがルフナと会ってないってわかったの？」

「大方想像がつく。やれ気まずいだの、不用意に近づきすぎると溶けてしまうだの、くだらん理由をつけて互いを避けているのはわかり切っている。そうでなければお前が、そんな浮かない顔をしているはずはない」

　図星だったのか、クロシェはわかりやすく視線を逸そらして黙り込んだ。

「……たとえ温ぬくもりが伝わらなくとも、過ごす時間が違おうとも。そんなものは絆きずなを育めない理由にはならない。そんなもの軽々乗り越えてきた馬鹿な男を一人知っている。それに、お前たちには、花火があるだろう。笑顔を分かち合う確かな方法がひとつあるだけ、いくらかマシというものだ」

「……ダメ、だよ」

「ダメではない。私が許可する」

「攻撃魔法、なのに？」

「誰かに笑顔を与えるための魔法なら、私やブレイスと同じだ。咎とがめる理由などない」

　その言葉で、クロシェはとうとう黙り込み、目を閉じて大きく息をついた。

「……わかった。あたし、やるね」

「ああ。楽しみにしているぞ」

「頑張ってください、クロシェちゃんっ」

「……ありがとう、二人とも」

　クロシェはペコリと後ろ髪を揺らしてお辞儀をしてから、舞台の方へと駆けて行った。

「……礼を言うのは、こちらの方だ。ありがとう、クロシェ」

　お前の花火魔法は、私に大切なことを思い出させてくれた。立場や保身に拘こだわるあまり、大切な人のために魔法を勉強していただけのお前を捕らえてしまったこの私に。

　笑顔のために魔法を使える彼女が、悪として裁かれる結末などあってはならない。

　それで、いい。何度でも胸を張って言おう。私は、後悔などしていない。




「……それが、貴女あなたの答えなのですね。ギルトフッド一等」




　……びっくりした。

「レッド二等、いたのか」

「すみません。立ち聞きするつもりはなかったのですが……クロシェの姿が見えたので」

　全部、聞かれていたということだろうな。

　私の真意を、彼には説いたわけではないが……それでも、先程の私の言葉を拾えば、その意図するところは掴つかめるだろう。

　私の選択は、魔導審問会にとっては大逆だ。

「そういうことだ。どうする？　支部に報告するか？」

「……そうですね。それが、……正しいことなのかもしれません」

　眼鏡を直さずに、力なくうなだれているままの彼は、ひどく疲弊して見えた。

「ですが、クロシェを見逃そうとしたのは、僕も同じです。彼女が攻撃魔導士だとわかった後も、僕は二日間、何の行動も取れなかった」

「それは貴官が別任務に就いていたからだ。吹雪の調査が氷剣狼ウルズヴオルクの討伐をもって完了した時、クロシェは既に誤認での拘束から解放されていた。その筋書きで十分だろう」

「そういうことではありません。貴女が罰を受けるのであれば、僕だって……」

「買かい被かぶりだよ、レッド二等。審問会にとって正しいか正しくないかで言ってしまえば、私のしたことは圧倒的に正しくない」

　一等審問官としての地位を、なげうつことで。この先救えるかもしれなかった命を失う未来が待っているかもしれない。たった二人の笑顔を守るために選んだ道が、何十何百もの命を見殺しにする破滅の未来を招くかもしれない。

　だが、選ぶ前からその道が正しかったのかどうかわかるのなら、人は間違えない。間違いを糾ただす組織も必要ない。

　未来がどう転ぶかなど、選んだ後にしかわからないことで、明日の私が決めることだ。本当に正しい道を選べたかなんて、今日の私が知ったことではない。

「だから、レッド二等には、私と違う道を行ってほしい」

　私が選んだ道が、本当に正しかったのかがわかるその未来まで。彼は罰されることもなく、まっすぐ進んでいってほしい。叶かなうなら、内側から審問会を変えてほしい。

　やがて突き進んだ先で、私と同じ選択にぶち当たるのなら。その日のことはその日のレッド二等に任せよう。

「私に憧れてくれた貴官だからこそ、私のようにはなってほしくないんだ。私ではなく、貴官が正しいと信じる道を邁まい進しんしてほしい」

「はは……ずるいですよ、そんな言い方。これでは、損な役回りばかりだ……」

　そう恨み言を漏らしつつ、レッド二等はどこか誇らしげな笑みを浮かべてくれていた。

「では、そろそろ失礼します。やるべきことも、全て済みましたし」

「……レッド二等」

　足早に立ち去ろうとする二等を引き留め、気がかりを訊たずねた。

「ルフナに、別れは済ませたのか？」

　クロシェでさえ、今日一日ルフナとは会っていない。であれば、事後処理に忙しくしていたレッド二等も同様だろう。やるべきことは全て済ませたというが、かつて大切に想おもっていた幼おさな馴な染じみと言葉を交わすことは何よりも優先すべき事柄ではないのか。

「……ルフナのことは、クロシェに任せて行くつもりです」

「貴官にとっても、かけがえのない幼馴染ではないのか？」

「だからこそですよ」

　苦笑しつつ、レッド二等は眼鏡の向こうに寂しげな光を見せた。

「僕は欲張りです。傍そばにいれば、ずっと共にありたいと望んでしまうでしょうし、触れたいとも願ってしまうでしょう。ですがそれは、叶いません。彼女は老いることも朽ちることもなく、変わらない美しさで……温ぬくもりに触れれば溶けてしまう。僕は、リネットさんを愛するブレイスのようにはなれません。変わってしまったルフナを、昔と同じように愛せる自信がないのです」

　だから、いっそ思い出のままにしておきたいというのか。

「……なんて、もっともらしい理由をつけてみましたが。本当はクロシェに嫉妬しているだけかもしれませんね。ルフナは、僕のことは憶おぼえていないようでしたから」

　……確かに、想っていた相手に忘れられていたというのは、かなりこたえるだろう。彼がルフナと再び共に時間を過ごすということは、即すなわち自分だけが昔の思い出を胸にしまって接するということ。それなら、思い出のままの方が傷つかずにいられるのだろうか。

「ですから、今回のところはクロシェに任せます。時間が経たって、僕に受け入れる決心がついたなら。その時に改めて、初めましてと告げられたら……きっと、嬉うれしいです」

「……ああ。幸い、時間はたっぷりあるからな」

　眼鏡を直して微笑ほほえむレッド二等の姿は、ブレイスとはまた違った強さを持っているように私には見えた。

「ではお別れです、ギルトフッド一等……次にお会いする時も、貴女あなたを一等と呼べることを願っています」

「ああ。さらばだ、レッド二等。貴官の歩む道に、光多からんことを」

「……きっと眩まぶしく照らされていますよ。こんな風に」

　レッド二等が指した空に、青白い雷光が登っていき……爆音と共に、虹色に弾はじけた。

「そうだな」

　きっとこの光の花は、ルフナだけでなく、彼の行く道も照らしてくれることだろう。
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「……綺き麗れいだな。リネット」

　こくり。と、隣に座って同じ空を見上げるリネットが頷うなずく。

「本当に、夜空一杯に満開の花みたいだ。初めて見た時は失敗しちまってたけど……本物は、こんなに綺麗だったんだな」

　俺の目と、リネットの目を通して、同じ光を見つめている。

　もう『魔核マギアトム』はだいぶ安定してきて、『半らなる糸アンギニヨル』をつないでも俺の意識を呑のみ込こむことはなくなっていた。

　ただ、それでも空っぽ寸前の枯渇がある程度は和らいだだけで、本来の充じゆう填てん量にはまるで足りなくて。相変わらずリネットの声は悲鳴以外聞こえないままだったけど。

　それでも、何も聞こえず、糸も満足につなげなかった時の孤独と比べると、少しずつでも前進できているのがわかるから……俺はそれで、十分幸せだった。

「……私。小さな頃」

　ふと、リネットを挟んで反対側で夜空を見上げるルフナが、誰にともなく呟つぶやいた。

「クロシェたちと一緒に、こんな風に夜空に花が咲くのを、見たことがある」

「……うん」

「どうして、憶おぼえてるんだろう？」

「大切な想おもい出だからだよ。ルフナにとっても、クロシェにとっても」

　ルフナは「そっか」と小さく呟つぶやくと、また空に煌きらめく七色の花を見上げて……笑った。

「でもね。その時よりも……今日のこの花火の方が、ずっとずっと、綺き麗れい」

　当たり前だ。

　ルフナのその笑顔のために、クロシェは花火を練習し続けてきたんだから。

「なあ、ルフナ。……クロシェの所、行ってみないか？」

「え……」

　花火の真下に行けば、クロシェに会える。どこからでもクロシェを見つけられるようになっている。どこにいても届くようにと、そう彼女が望んだから。

　だからクロシェも、きっとルフナに見つけてほしいと思ってるはずだ。

　少しの戸惑いを見せ、ルフナは決心したように頷うなずいた。そして数秒と持たず、だらだらと汗を流し始める。……おいおい。

「……き、緊張、してきた。ブレイス。ちょっと、冷やして」

「ったく……はいよ」

『銀世界アルギユロス』を一振りし、ルフナの身体からだを冷却する。斬ったり刺したりせずとも近くにいるだけで平気なのはニア先生なりの親切設計だったが、感情が高ぶったりして余計な雪ゆき融どけ水が流れた時にはこうして扇あおいであげるように言われていた。

「……もう、平気。ありがとう。行こう」

　そして今度こそ、俺たち三人はクロシェの立つ舞台の方へ歩いて行った。




『さァ──────て皆様！　美しい花火を見せてくれた新米職人、クロシェール・フィーリエに盛大な拍手を！　技ぎ芸げい祭さいもそろそろ大詰めにゃ！』

　一足遅かったらしい。広場に辿たどり着ついた時には既に、クロシェの健闘を讃たたえる拍手が割れんばかりに鳴り響いていた。

　舞台の上で、目尻に涙を浮かべながら笑顔で手を振るクロシェ。

「……あ」

　その目と、隣に立つルフナの目が合ったのを感じた。

「……えへへっ」

　クロシェは、花の咲き誇るように顔をほころばせて笑う。

　届いたかな。届いてるといいな。そう願うような、見み惚とれてしまうような笑顔。

『さて、こォこォでェェサプラァイズゲストの登場にゃあ！　本祭の大トリを務めて頂くのは、ご存ぞん知じ！　吹雪を払った勇者！　本祭の立役者！　街を襲った魔獣を見事討伐したスーパーヒーロー、ブレイス・フロイドロックと相棒リネットによる人形劇だにゃー！』

「……は？　俺!?」

　前置きもなく、いきなり司会に名前を呼ばれる。ってか、にゃーにゃー言ってるし普通にニア先生じゃねえか。何してくれてんだあの人は、いきなり！

　広場中が、熱気と歓声に包まれる。人波が掻かき分わけられ、舞台に続く道ができた。

　大歓迎のムードの中、おっかなびっくりとクロシェの立つ舞台の上へと進んでいく。

　俺が、リネットの手を引いて。

　リネットが、ルフナの手を引いた。

「……えっ」

「記念だ。一緒に立とうぜ」

「で、でも……ひゃっ」

　渋るルフナを、リネットが抱きかかえて舞台の上に飛び乗る。

　喝采が沸き起こる。とりあえずお辞儀をしてみた。

　つっても、人形劇と言われても……何やったらいいんだ？

「……あ、そうだ」

　せっかくの晴れ舞台だ。俺とリネットを主役にしてやれ。

　用意よく、どこからか鳴り響いてきた音楽に合わせ、俺とリネットはダンスを始める。




　──一人の剣士と、一人の人形は、旅をしていました。

　──世界中の悪い魔獣をやっつけて、人々を助けるための旅です。




『銀世界アルギユロス』を振るい、雪を降らせ。

　ルフナと目配せして、その雪を固めさせる。




　──剣士と人形の前に、ドラゴンが現れました。

　──二人は力を合わせ、強大なドラゴンを倒します。




　雪で作ったドラゴンが、硝子がらすのように粉々に割れた。




　──二人は旅を続けます。

　──旅の途中で、二人は魔女の友達だという女の子に出会います。




「……へ、あたし？」




　──女の子は言いました。

　──お願い！　あの子は悪い魔女じゃないの。

　──触れたものを凍りつかせてしまうから、誰も近づくことができないだけなの。




　俺はルフナに手を伸ばすが、彼女はそれを避よける。




　──ねえ、どうしたらあの子を元気にしてあげられるかな？

　──剣士は答えました。

　──俺の相棒は人形だから、人間みたいに凍りついたりしないよって。




　リネットの伸ばした手をルフナが握り返し、観客の拍手が沸き起こる。




　──魔女は久しぶりに誰かと触れ合えて、嬉うれしくて涙を流しました。

　──お礼に、あなたを空の旅に招待してあげる。

　──そう言って、雪の箒ほうきに跨またがって空を飛びました。




「……雪の箒？　で、できるかな」

　ルフナが『雪化粧チルルチル』の応用で箒を作り出し、ガルちゃんが障壁を操作する要領で宙に浮かせて、リネットと二人空を飛んだ。

「す、すごーい！　あたしも乗りたいっ！」

　いや、リネットとルフナ以外は溶けちまうから無理だろ。




　──箒から零こぼれ落おちる氷の粒は、キラキラと輝いて雪の花みたい。

　──魔女は、ほんとうに楽しそうに笑います。




「ふふっ……あははっ」

　雪の箒で空中を散歩しながら、ルフナは顔をほころばせ。

　それを見た観客にも、笑顔が伝でん播ぱしていく。

　雪の魔女は、恐ろしい存在なんかじゃない。

　俺たち人形遣いと同じように。クロシェの花火や、街中の芸術家たちと同じように……ルフナにも、笑顔を配る生き方がある。それを伝えたくて、ちょっと強引だったけど俺はルフナを舞台に上げたんだ。




　──女の子は、魔女に友達が増えたお祝いに。

　──彼女に虹色の光の花をプレゼントしてあげました。




「ほら、お前の番だぞクロシェ。ったく、泣くなよ！　笑おうぜ！」

「……うんっ」

　クロシェは、ルフナの笑顔と、それを見上げる大勢の笑顔を見て、涙を流していた。

「よーっし、行くよっ！」

　アンコールの大玉とばかり、腕をまくって打ち上げたクロシェのとっておきの花火が、上空……ルフナとリネットのすぐ傍そばで、七色に炸さく裂れつした。




『きゃあああああああああああああ!?　ち、近い近いぃぃぃいいっ！』




　リネットの、悲鳴が聞こえる。

　誰もが上空で咲いた花火に視線を奪われる中、俺の耳にだけ届いた、特別な悲鳴。

「…………あ。リネッ」

　呆あつ気けに取られていた俺の頬ほおに、柔らかく湿った何かがそっと押し当てられる感触。

「んっ!?　な、何だ？　クロシェ、今触ったか？」

「ううんっ、気のせいだよっ」

　悪戯いたずらっぽく笑いながら、クロシェは次の花火を打ち上げるための呪文を唱え始めた。

　……まあいいか。リネットには、そろそろ雷が怖いの卒業してもらわないとな、うん。

「ねえ、ブレイスくんっ」

　手のひらに雷光を集めながら、クロシェは口を開く。




「あたし、ルフナの人形遣いになれないかな？」




　耳を疑う。いや、聞き間違いじゃない。

「ブレイスくんとリネットちゃんの関係、すごく素敵だと思ったの。人間と人形で、同じように年を取れなくて、触れ合っても温ぬくもりが伝わるわけじゃないのに。誰よりもお互いを大切に想おもっていて、いつも心で寄り添い合って、強い絆きずなで繋つながってる。あたしとルフナも、そんな風に。ブレイスくんたちみたいに、なれないかな？」

　俺たちの絆に、憧れて。

　人間同士として触れ合えないなら、人間と、雪人形として。

　笑顔と絆を紡ぐ人形遣いになりたいと、クロシェはそう言ってくれたんだ。

　……こんな嬉うれしいことがあるかよ。

「ははっ、ははははっ……！　最ッ高だな、それっ！」
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　これだけたくさんの人を笑顔にできる二人は。

　たとえ触れ合えなくても、どんな温ぬくもりよりも温かい絆きずなで結ばれた二人は。

　もうとっくに、人形遣いと人形だ。




『ちょっと、泣いたり、笑ったりしてないで、た、助けてっ、ブレイスぅーっ！』

「大丈夫だよ、リネットー！　ぶつかったりしねえから、特等席を楽しめー！」

『無理よぉお！　ブレイスってばぁああーっ！』




　雪の花びらが舞い散る空に、満開に咲き誇る光の花。

　そんな夢みたいな美しい光景と、それを仰ぎ見る無数の笑顔に囲まれながら。

　喝采と『嬉うれしい悲鳴』は、たっぷりと続いた。





あとがき

　お久しぶりです、林はやし星しよう悟ごです！

　この度は、本作「人形剣士ドールブレイブは絶ち切れない２　一等審問官ガルノーの決断」をお買い上げ頂きありがとうございます！　え、書店で読んでる？　ではそのままレジへ！

　さて突然ですが、本作のエピソードにちょっぴりまつわる僕の体験について、ここで語らせてもらいたいと思います。それはもうつらつらと語ります。

　皆さんは、冬の打ち上げ花火をご覧になったことがありますでしょうか？

　僕は今から三年前の冬まで見たことがありませんでした。花火は夏の風物詩だと思っていたので、クッソ寒い中花火を見るという発想自体本当に持っていなかったのです。

　その冬、友人Ｔ氏は言いました「秩ちち父ぶの夜祭行こうぜ」。冬の花火が見られる有名なお祭りなのだそうです。寒いのが心底苦手な僕は若干気後れしつつ、最近出かけてなかったし、あのアニメとかの聖地なら行ってみっか、くらいの軽い気持ちで賛同しました。

　そして迎えた当日。年の瀬も迫る十二月初頭、当然山の上なのでまあ輪をかけて寒い。わあわあはしゃいだりしつつ、いい感じのスポットを探して町中を練り歩いたり、坂道を上っていったり……そうこうするうちに、ついに花火が上がります。

　とても綺き麗れいでした。冬の空気、あるいは山の空気が澄んでいるからなのか、はるばる辿たどり着ついた末に見たからなのか。感嘆と共に白い息を吐きながら、ふと思いました。

　もし雪が降ってたら、もっと幻想的な光景かもしれないと。

　このお話にはまだ続きがあって。寒い寒い言いながら花火を見上げていると、すぐ傍そばの家から電気ケトル片手に出てきたおじちゃんがこう言うのです。「熱あつ燗かんいる？」どうです？　なんとも心温まる話だとは思いませんか？　これ僕の鉄板のイイ話なんすよ。

　こうした無償の優しさや温ぬくもりを頂いた経験が、今日の僕の創作に活いかされているのだと思います。それが心のみによるものであっても、人との触れ合いは大切なものです。

　さて、またもや自分語りが長くなってしまいましたが、謝辞に移らせていただきます。

　引き続き僕を担当くださった担当編集のお二方。今回も本当にお世話になりました。

　イラストレーターのニリツ様。一巻で登場したキャラも勿もち論ろん、今回登場した新キャラも素敵に描いてくださって、感涙の極みです。

　出版に関わる方々、書店員の皆様。本作が世に出るまでに様々のご協力をくださった皆様にも、感謝を述べさせていただきます。

　一巻を手に取って下さり、ＳＮＳ等で感想を発信くださった読者の皆様。数々の嬉うれしいお言葉に、いつも励まされておりました。これだけたくさんの人にたくさんの言葉を貰もらえるなんて、秩父で花火を見上げていた時の僕では想像もつかなかったような喜びです。

　いただいたたくさんの大切なものを胸に、これからも精進してまいります。またお会いできる日が来たら、その時はよろしくお願い致します！


林　星悟







電子書籍特典　書き下ろし短編





　調査活動記録、『追記』事項。記録担当、ユークハルト・レッド二等審問官。

「だぁー、疲れたァー……」

　ニャルネリア女史による特別訓練を受けたブレイスは、クオーヴルに所在する温泉に浸かって全身の痛みを湯に流しながら、疲労困憊といった調子で伸びきった声を上げる。

「お疲れ様です、ブレイス。そのまま沈まないでくださいよ」

　我々の行っている吹雪の調査とちょうど入れ違いになってしまうため、訓練の内容までは与り知らない。しかし彼の疲労度合いを見るに、生半のものでないことは確かだろう。湯舟の中で眠りにつかれては一大事とのことで、監視を拝命した次第だ。

「たはは、自信ないわ……うー、腕が痛くて上がらねえ」

「マッサージでもしましょうか？　こう見えて得意なんです」

「え……いやいいよ」

「はは、嫌だな。また締め上げるわけじゃあるまいし、痛くはしませんって」

　調査活動の初日、素性の知れないブレイスを締め上げて痛めつけたことを思い出して警戒されたのだろう。現状の痛みとの天秤にかけ、彼は渋々マッサージを承諾する。それを受けてまずは右腕を手に取り、前腕部、上腕部と順に揉んでいき凝りをほぐしていく。

「やはりよく鍛えていますね。しっかりと引き締まって筋肉のついた腕だ」

「お、わかる？　左右のバランスを維持するの結構大変なんだよ。普段剣を持たない左腕の方は基礎的な鍛錬しかしてないから、右腕がデカくなり過ぎないように抑えてんだ」

　彼の得物は剣だ。初対面の際に構えを目にしたが、極めて野性的なそれは武道を修めている者の佇まいとは見えず、魔獣との戦いの中で自ずと身についたものと想像できた。

　とかく魔獣の身体は硬い。金属剣の攻撃を通すには、力か技のいずれかで圧倒する必要がある。彼は肉体こそ鍛えてはいるが巨躯の豪傑というわけでもなく、触れてみてわかった筋肉の付き方も瞬発力に特化している。であれば、彼の剣は技に秀でたもの。

　彼は右腕と左腕の均衡という一見下らない理由のために、肉体を鍛え上げ剛力を手にする道を半ば捨てた。技だけでなく力も得られれば、更に強くなれるかもしれないのに。

「そういや、レッちゃんの温熱魔法は血の巡りを良くする効果もあるとか言ってたよな。マッサージにも使ったりできるのか、それ？」

　そんな何気ない一言が、まるで天啓のように頭に残る。

「……そう、ですね。今まで遭難者の救助などでしか他人に使ったことはありませんでしたが……試してみるのも面白いかもしれません」

　温熱魔法の効果は、肉体を温めることで得られる身体強化。この細身にも大力が宿る。

　では、ブレイスの「技」に、温熱魔法の「力」が加わったら……？

「……あ、でも俺で実験はやめてくれよ？」

　垣間見た可能性の一端を個人的な要考察事項として記録し、本追記の結びとする。
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